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はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、このマニュアルの目的と構成について説明します。「はじめに」には、次の情
報が含まれています。

� このマニュアルの目的

� このマニュアルの対象読者

� このマニュアルの構成

� ドキュメント・セット

� 関連資料

� このマニュアルの表記規則

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の構成方法を説明します。

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を管理するための統合ソリューションを提供するシ
ステム管理ツールです。グラフィカル・コンソール、Agent、共通サービスおよびツールの
組合せにより、Oracle製品を管理するための統合された総合システム管理プラットフォーム
を提供します。

プログラムの更新および Oracle Enterprise Managerの使用上の重要な注意は、『Oracle 
Enterprise Manager日本語リリース・ノート』を参照してください。

構成手順の完了後、Oracle Enterprise Managerの使用方法について、Oracle Enterprise 
Managerのオンライン・ヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照
してください。
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このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerを構成するデータベース管理者およびシステ
ム管理者を対象としています。読者は、Oracleと、実行する管理作業に精通している必要が
あります。

Oracle8i の一般情報とその機能については、『Oracle8i 概要』を参照してください。データ
ベース管理手順の詳細は、Oracle8i ドキュメント・セットを参照してください。Oracle8i ド
キュメント・セットには、Oracle Enterprise Managerの各種ツールで実行できるデータベー
ス管理作業について、具体的で詳細な説明が記載されています。また、Oracle8i ドキュメン
ト・セットには、データベースの最適な管理方法についてのアドバイスも記載されていま
す。

読者は、使用しているMicrosoft Windowsまたは UNIXシステムの操作についても精通し
ている必要があります。必要に応じて、ご使用のWindowsまたは UNIXシステムのドキュ
メントを参照してください。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章から構成されています。

章章章章 説明説明説明説明

第 1章「Oracle Enterprise Managerの概要」 Oracle Enterprise Manager構成の概要につ
いて説明します。

第 2章「リリース 2.2のリポジトリの作成」 Enterprise Manager Configuration Assistant
を使用して新規のリポジトリを作成する方法
を説明します。

第 3章「Management Serverの管理」 Oracle Management Serverの開始、停止、ス
テータスのチェック方法について説明します。

第 4章「Management Serverの追加」 新しいManagement Serverを追加して、既存
のリポジトリを管理する方法について説明し
ます。

第 5章「Intelligent Agentの起動および停止」 Oracle Intelligent Agentの起動方法について
説明します。

第 6章「コンソールの設定」 Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の構
成方法および起動方法について説明します。
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第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース
2.2のリポジトリへの移行」

ユーザーのリリース 1.xプライベート・リポジ
トリを、新しいリリース 2.2リポジトリの特定
のユーザーに移行する方法について説明しま
す。

リリース 2.0または 2.1のリポジトリをリリー
ス 2.2のリポジトリへアップグレードする場合
の詳細は、B-2ページの「リリース 2.0または
2.1のリポジトリからリリース 2.2の リポジト
リへのアップグレード」を参照してください。

第 8章「DBA Studioの設定」 DBA Studioのセットアップ方法について説明
します。

付録 A「ディレクトリ構造」 Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の
ディレクトリ構造について説明します。

付録 B「Configuration Assistantの操作」 リポジトリのアップグレード方法と削除方法、
および別のリポジトリを使用するため、また
はリポジトリのユーザー・パスワードの変更
に対応するために、ローカルManagement 
Serverをリダイレクトする方法について説明
します。

付録 C「Intelligent Agentおよび Data Gatherer
のアップグレード」

Intelligent Agentおよび Data Gathererのアッ
プグレード・プロセスについて説明します。

付録 D「トラブルシューティング」 発生する可能性のあるトラブルシューティン
グについて説明します。

付録 E「リポジトリのサイズ設定」 リポジトリのサイズ設定に関する推奨事項が
記載されています。

付録 F「Webサーバーの構成とディレクトリ・ 
マッピング」

デフォルトで Enterprise Managerに同梱され
ている Oracle HTTP Serverをインストールし
ていない場合に、Webサーバーとディレクト
リ・マッピングを構成する方法について説明
します。

付録 G「キーボード・ショートカット」 一般的なWindowsキーボード・ショートカッ
トのリストを記載します。

章章章章 説明説明説明説明
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ドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2のドキュメント・セットには、次のドキュメントが
含まれています。

� 『Oracle Enterprise Manager日本語リリース・ノート リリース 2.2』には、Oracle 
Enterprise Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースに加えて、
製品の実際の動作とドキュメントの説明との違いが記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド リリース 2.2』には、Oracle Enterprise Manager
システムの構成に関する情報が記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager概説 リリース 2.2』には、Enterprise Managerシステムの概
要が記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド リリース 2.2』には、Oracle Enterprise 
Managerシステムのコンポーネントと機能について記載されています。

� 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド リリース 8.1.7』には、Oracle Intelligent 
Agentの管理方法について記載されています。

� 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル リリース 2.2』には、Oracle 
Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨される処置が記載されて
います。

Oracle Enterprise Managerドキュメント・セットの他にも、Oracle Enterprise Managerで
は、各種コンポーネントの詳しいオンライン・ヘルプが提供されています。

関連資料関連資料関連資料関連資料
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』では、関連資料の重要な情報を参照しています。
このマニュアルで参照されている関連書籍は、次のとおりです。

� Oracle8i の一般情報とその機能については、『Getting to Know Oracle8i 』および
『Oracle8i 概要』を参照してください。

� Oracle8i 管理の詳細は、『Oracle8i 管理者ガイド』を参照してください。

� Oracleの以前のバージョンからの移行手順は、『Oracle8i 移行ガイド』を参照してくだ
さい。

� Oracleの SQLコマンドおよび関数の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照して
ください。

� Oracle8i にバンドルされているユーティリティの詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』
を参照してください。

� Oracleメッセージおよびコードの詳細は、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照して
ください。
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� Oracleネットワーキング・システムの詳細は、ネットワーク固有のドキュメントを参照
してください。

� Oracle Parallel Serverの詳細は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイ
ド』を参照してください。このドキュメントには、Oracle Parallel Serverおよび Oracle 
Enterprise Managerで Oracle8i を使用するための準備に必要な情報が記載されていま
す。「Oracle Parallel Serverの概要」の章には、Oracle Parallel Serverの概念およびコン
ポーネントの概要が記載されています。この情報は、Oracle8i の環境で Oracle Parallel 
Serverのインストールおよび構成を準備し、計画する際に役立ちます。

このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則
ここでは、このマニュアルで使用されている表記規則を説明します。

例例例例
このマニュアルには、コードの例が記載されています。例のテキストは、このマニュアルの
本文とは違う書体で示されていますので注意してください。次に示すのは、SELECT文の例
です。

SELECT * FROM emp

このマニュアルで示す例は、大文字と小文字を次の表記規則に基づいて使い分けています。

� CREATE、NUMBERなどのキーワードは大文字で表記してあります。キーワードには
特別な意味があります。キーワードは大文字または小文字のどちらでも指定できます
が、それらを使用する場合はコード例と同じ表記をする必要があります。

� データベース・オブジェクトとそれらの部分の名前は、empや empnoのように、小文字
で表記してあります。ただし、このマニュアルの本文中では、データベース・オブジェ
クトとその部分の名前は、大文字で示されています。

� 例では、パラメータがプレースホルダの役割を果たします。パラメータは小文字で表記
されます。パラメータは、通常、スキーマ・オブジェクトの名前、Oracleデータ型また
は式です。構文図にパラメータがある場合、該当する型のオブジェクトまたは式を代入
してください。このマニュアルの本文では、パラメータ名はイタリック体で表記されま
すので注意してください。

コマンド構文コマンド構文コマンド構文コマンド構文
� イタリック体は、application_nameなどの変数に使用します。実際に使用する値を
指定してください。

� |は、選択肢を示します。

� {param1 | param2 | ...}は { }内のパラメータの 1つを指定する必要があることを示しま
す。カッコは入力しないでください。

� [ ]は、オプション・パラメータを示します。カッコは入力しないでください。
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                                                            Oracle Enterprise Managerの概
1

Oracle Enterprise Managerの概要の概要の概要の概要

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を集中管理するための統合ソリューションを提供す
るシステム管理ツールです。Oracle Enterprise Managerでは、コンソール、Oracle 
Management Server、Oracle Intelligent Agent、共通サービス、および Oracle製品管理用の
統合された包括的システム管理プラットフォームを提供するツールなど、管理アプリケー
ションが組み合わされています。

この概要の内容は、次のとおりです。

� Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ

� 基本用語

� Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件

� Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の動作保証

� Oracle Enterprise Manager構成の概要
要 1-1



Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerは、非常にスケーラブルな 3層モデルを基礎にしています。

図図図図 1-1 3層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ層アーキテクチャ
1-2　Oracle Enterprise Manager構成ガイド



Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
第 1層のクライアントは、Javaベースのコンソールと統合アプリケーションで構成されてい
ます。

図図図図 1-2 第第第第 1層層層層
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Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
第 2層は、Management Serverまたは指定したManagement Serverグループであり、クラ
イアントおよびターゲット間の情報のフローを管理します。

図図図図 1-3 第第第第 2層層層層
1-4　Oracle Enterprise Manager構成ガイド



Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
第 3層は、データベース、ノードまたはその他の管理対象サービスなどのターゲットで構成
されています。Intelligent Agentは、ターゲット・ノードごとに 1つ存在して、そのター
ゲットのサービスに登録イベント（潜在的な問題の発生）がないかどうかを監視し、Oracle 
Management Serverを介してコンソールによって送られたジョブを実行します。マシン上の
サービス数に関係なく、1台のマシンでは 1つの Intelligent Agentしか稼働できません。

図図図図 1-4 第第第第 3層層層層
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Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerの 3つの主要コンポーネントは、次のとおりです。

図図図図 1-5 Oracle Enterprise Managerのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 機能機能機能機能

コンソール コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的なグラ
フィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）により、Oracle環境を一
元的に制御できます。

Management Server Oracle Management Serverでは、Oracle Enterprise Manager管理者の認
証および管理機能の処理を行い、管理情報の集中化されたデータ・スト
アを実現します。管理情報には、ジョブ、イベント、グループおよび優
先接続情報が含まれます。管理対象ターゲット（データベースなど）に
対する職責を共有する管理者どうしは、そのターゲットの管理情報を共
有できます。

Intelligent Agent Intelligent Agentは、ネットワーク内の管理対象ノードで稼働するプロ
セスです。Management Serverを介してコンソールから送られたジョブ
やイベントを実行します。
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基本用語
基本用語基本用語基本用語基本用語

リポジトリとはリポジトリとはリポジトリとはリポジトリとは
リポジトリは、管理対象環境の Enterprise Managerの内部状態情報と、Management Pack
に関する情報が格納されているデータベース内の表の集合です。クライアントと管理対象
ノードの間で分散制御が実現されている場合は、リポジトリは、Oracle Management Server
でバックエンドの格納場所として使用されます。

リポジトリ・ユーザーとはリポジトリ・ユーザーとはリポジトリ・ユーザーとはリポジトリ・ユーザーとは
Enterprise Managerリポジトリの所有者は、データベース・ユーザーです。リポジトリを作
成する際に、このデータベース・ユーザーの作成に使用するリポジトリ・ユーザー名を指定
します。

リポジトリ・ユーザー名は、このリポジトリの名前にもなります。ネットワーク内では、こ
のリポジトリ内のオブジェクトはすべてこの名前で識別されます。リポジトリ名は、管理対
象ネットワーク内で一意のスキーマ名である必要があります。

リポジトリの作成時に、リポジトリのユーザー名および暗号化されたパスワードが保存され
ている場合は、Management Serverは、これらを使用してリポジトリにログインします。保
存されていない場合は、リポジトリを起動する前に、ユーザー名とパスワードを入力するよ
うに要求されます。

管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは
Oracle Enterprise Manager管理ユーザーは、管理作業を実行し管理情報にアクセスするため
のユーザー権限を提供するアカウントです。通常、管理アカウントは管理チームの各メン
バーに作成されます。優先接続情報リスト、ログイン・パスワード、電子メールおよびポ
ケットベルの通知スケジュールなどの作業環境は、管理者ごとに設定する必要があります。
一般的には、各人が 1つの管理ユーザー・アカウントを持ち、このアカウントを使用して複
数のターゲットを管理します。

管理ユーザー・アカウントは、スーパー管理者が作成します。Oracle Enterprise Managerで
は、インストール時にデフォルトのスーパー管理者アカウントが 1つ設定されており、これ
を使用して最初のログインを行います。スーパー管理者アカウントは sysman、初期パス
ワードは oem_tempです。パスワードは、最初のログインの後で変更してください。スー
パー管理者アカウントは UNIXの rootまたはWindows NTの Administratorのように、
削除も名前変更もできないユーザーです。

注意注意注意注意 : 管理者ユーザー・アカウントは、Oracle Enterprise Managerに固有
のアカウントで、Oracleデータベース・ユーザーとは異なります。
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基本用語
コンソールとはコンソールとはコンソールとはコンソールとは
コンソールは管理者用のグラフィカル・インタフェースであり、すべてのアプリケーション
（統合アプリケーションを含む）の中央起動ポイントです。コンソールは、シン・クライア
ントまたはファット・クライアントとして実行できる Javaベースのアプリケーションです。
シン・クライアントでは、コンソール・ファイルがインストールされているサーバーに接続
する際にWebブラウザを使用しますが、ファット・クライアントでは、コンソール・ファ
イルをローカルにインストールする必要があります。

コンソールをどのように実行する場合でも、システム管理タスクを実行するには、Oracle 
Management Serverと Oracle Intelligent Agentが必要です。

Oracle Management Serverとはとはとはとは
Management Serverは、Enterprise Managerフレームワークの中核となるものです。
Management Serverでは、管理ユーザー・アカウントを提供し、ジョブおよびイベントなど
の管理機能を処理し、各層間の情報の流れを管理します。

ネットワーク内のノード数および管理対象のサービス数が増加した場合、または現行の
Management Serverがオーバーロードになった場合には、中間層に Oracle Management 
Serverを追加してワークロードを分散し、平均化することができます。Management Server
を追加すると、いずれかのManagement Serverが使用できなくなった場合にも、システム
全体に影響を与えずに運用できます。同じノード群を管理するManagement Serverは、す
べて 1つのリポジトリを共有します。リポジトリには、その環境全体のシステム・データ、
アプリケーション・データ、管理対象ノードの状態が全部格納されています。

Oracle Intelligent Agentとはとはとはとは
Oracle Intelligent Agentは、管理対象サーバー上のプロセスであり、登録済イベントを監視
し、そのサーバーで検出されたすべてのサービスに対してスケジュール済ジョブを実行しま
す。マシン上に存在するサービスの数に関係なく、1つのノードに必要な Intelligent Agent
は 1つのみです。Intelligent Agentは、Management Serverやコンソールのクライアントか
ら独立しているばかりでなく、サポートするデータベースやサービスとも無関係に機能しま
す。

サービス検出とはサービス検出とはサービス検出とはサービス検出とは
検出は、次の 2つのタイプに分かれます。

� 管理可能なサービス全部のリストを記録するために Intelligent Agentによって実行され
る自動検出

� Intelligent Agentからサービス・リストを取得してコンソールの「ナビゲータ」にサー
ビスを表示するために、コンソールによって実行されるサービス検出

Intelligent Agentによる検出がなければ、コンソールによる検出も行われません。両方の検
出が正しい順序で実行されて完了して初めて、サービスはコンソールの「ナビゲータ」に表
示されます。
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基本用語
コンソールで検出ウィザードを使用すると、Management Serverは、そのノードにインス
トールされている Intelligent Agentに接続し、ノードにインストールされている Oracle
サービスを検出します。

Intelligent Agentは、起動時にシステムを走査して、管理する Oracleサービスの検出を実行
します。Intelligent Agentでは、サービス検出が記録されます。コンソールによりノードの
検出が要求されると、Intelligent Agentは、検出したサービス検出情報をManagement 
Serverに送信します。

次に、Management Serverは新しい情報をリポジトリに格納し、コンソールのナビゲータを
更新して、全ノードおよびそれぞれのサービスのビューを表示します。

サービス検出により、管理者はノードでのジョブの実行と、イベントの監視ができ、情報は
コンソールで集中管理されます。

管理対象ノードとは管理対象ノードとは管理対象ノードとは管理対象ノードとは
管理対象ノードとは、コンソールで検出された Intelligent Agentにより監視されるマシンの
ことです。

管理対象サービス管理対象サービス管理対象サービス管理対象サービス /管理対象ターゲットとは管理対象ターゲットとは管理対象ターゲットとは管理対象ターゲットとは
管理対象ノードで実行されているサービスは、すべて管理対象サービスあるいは管理対象
ターゲットです。1台のマシン（ノード）に、複数のサービス（ターゲット）が存在する場
合があります。

優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは
この項では、次の事項について説明します。

� Oracle Enterprise Managerコンソールによって保存される優先接続情報リスト

� DBA Studioによって保存されるローカル優先接続情報リスト

Oracle Enterprise Managerコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リスト
各管理者は、ネットワーク内で管理するノード、リスナー、データベースおよびその他の
サービスに対して、特定のユーザー名、パスワードおよびロール（NORMAL、SYSOPERま
たは SYSDBA）を設定できます。

優先接続情報リストを設定すると、管理対象のターゲットに接続するたびに、接続情報を要
求されることはなくなります。

コンソールで設定した優先接続情報リストを使用すると、優先接続情報リストが必要なター
ゲットに対して、ジョブおよびイベント・システムを使用できます。コンソールで設定した
ログイン接続情報は、リポジトリ内では暗号化されます。
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Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件
DBA Studioによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リスト
DBA Studioには、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに表示されるデータベースのリストが
格納されています。これらのデータベースのいずれかの優先接続情報リストが指定される
と、ユーザー名、暗号化されたパスワードおよびロールが、ローカル・ファイルに追加され
ます。

優先接続情報リストを保存または編集するオプションも用意されており、これによって、
ユーザー名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイ
ン情報を格納できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。データベースへの
接続が確立したときに、その都度ユーザー名とパスワードを入力するのではなく、かわりに
このログイン情報が使用されます。

Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件
Oracle Enterprise Managerのコンポーネントは、管理環境によって異なるどのような構成で
も実行できます。たとえば、各層を個別のマシンで実行することも、1台のマシンで 3つの
層すべてを実行することもできます。

Enterprise Managerのコンポーネントを個別のマシンで実行するには、次の要件を満たす必
要があります。

クライアントのみクライアントのみクライアントのみクライアントのみ
コンソールと DBA Management Packのみを実行するマシンの要件は、次のとおりです。

� Pentium 266MHzまたは SPARC 20

� 128MB RAM

� （NTFSの）ハード・ディスク空き容量 190MB。FATの場合、NTFSの 4倍のディスク領
域が必要になることがあります。

クライアントクライアントクライアントクライアント /サーバーサーバーサーバーサーバー
1台のマシンで Enterprise Managerのすべてのバンドル（コンソール、DBA Management 
Pack、Oracle Management Serverおよびデータベース・リポジトリ）を実行する場合のマ
シンの要件は、次のとおりです。

� Pentium II 400MHzまたは SPARC Ultra 1

� 256MB RAM

� （NTFSの）ハード・ディスク空き容量 190MB。FATの場合、NTFSの 4倍のディスク領
域が必要になることがあります。190MBの中には、リポジトリを構成するために必要な
6～ 26MBが含まれます。リポジトリがどれだけ大きくなるかを予想するには、付録 E
「リポジトリのサイズ設定」を参照してください。

注意注意注意注意 : Windowsベースのマシンの要件の例を次に示します。
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Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の動作保証
Webブラウザで Enterprise Managerコンソールを実行するには、128MBの RAMが必要で
す。

Webサーバーから Enterprise Managerをダウンロードするには、50MBのディスク領域が
必要です。

デフォルトの Enterprise Managerパッケージ（各自の環境で 1つの Oracle Management 
Serverを使用するパッケージ）は、次の特性を持つ環境を最適にサポートするようにチュー
ニングされています。

� 管理対象ノード数が最大 64

� 管理対象データベース・インスタンスまたはその他の管理対象ターゲットの数が最大
256（1つのノードにおける管理対象ターゲット数は最大 10）

� 同時に使用されるコンソール数が最大 15

使用可能なManagement Server数が CPUにより制限される（CPUの使用が限界になる）
場合、さらにManagement Serverを追加して、Management Serverを実行するノードの容
量を増やすこともできます。

コンソール、ジョブまたはイベントの数が増加した場合にパフォーマンスを改善するには、
リポジトリ・データベース・マシンのリソース容量を増やすことをお薦めします。

Oracle Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2.2の動作保証の動作保証の動作保証の動作保証
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2は、次のオペレーティング・システムで動作が保証
されています。

� Windows 95

� Windows 98

� Windows NT、SP4およびそれ以上

� Windows 2000

� Solaris 2.6

� Solaris 2.7

注意注意注意注意 : この要件では、Enterprise Managerリポジトリに対してデータベース
がすでに存在していると仮定しています。データベースがインストールされ
ていない場合は、インストールする必要があります。Oracleデータベースに
対して推奨されるシステムおよびハードウェアの要件は、対象のデータベー
ス・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
Management Serverは、Windows 95およびWindows 98では動作が保証されていません。

ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerは、Windows 95、Windows 98、Windows 
NTおよびWindows 2000のオペレーティング・システムでサポートされています。

Oracle Enterprise Manager構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
この後の各表では、様々な Enterprise Manager構成に必要なステップを概説しています。

� Oracle Enterprise Managerのクイック構成（クイック・スタート）

� 大企業向けの Oracle Enterprise Managerの構成

� Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packのアップグレード

� リポジトリの移行

関連するステップの詳細は、示された項に記載されています。

Oracle Enterprise Managerのクイック構成（クイック・スタート）のクイック構成（クイック・スタート）のクイック構成（クイック・スタート）のクイック構成（クイック・スタート）
ほとんどの中小規模の環境では、次の構成を使用できます。中小規模の環境とは、管理対象
ノードが 64未満の環境です。

この構成では、中間層とクライアント層の Oracle Enterprise Managerコンポーネントが同
じノード上に配置されます。

注意注意注意注意 : 次の情報は、新規インストールに対して適用されます。旧 2.xリリー
スの Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packsを
リリース 2.2にアップグレードする際のガイドラインは、1-17ページの
「Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packのアッ
プグレード」を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
表表表表 1-1 クイック・スタートクイック・スタートクイック・スタートクイック・スタート ―――― ターゲット・ノード層の構成ターゲット・ノード層の構成ターゲット・ノード層の構成ターゲット・ノード層の構成

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. 管理対象のノードに Intelligent Agentがインストールされていること
を確認します。インストールされていない場合、マシンに存在する
データベースの最上位バージョンと同じかそれより上位バージョンの
Intelligent Agentをインストールします。

Intelligent Agentのバージョンがデータベースのバージョンと同じ場
合、両方を同じ ORACLE_HOMEにインストールできます。そうでな
い場合は、Intelligent Agentを別の ORACLE_HOMEにインストール
する必要があります。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

2. Intelligent Agentを起動し、すべてのサービスが
ORACLE_HOME/network/agentディレクトリの services.oraファイ
ルに記録されていることを確認します。

問題が発生した場合は、『Oracle 
Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』
で詳細を参照してください。

表表表表 1-2 クイック・スタートクイック・スタートクイック・スタートクイック・スタート ―――― 中間層およびクライアント層の構成中間層およびクライアント層の構成中間層およびクライアント層の構成中間層およびクライアント層の構成

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. Oracle Management Serverリポジトリに既存のデータベースを使用す
るか、または新規の Oracleデータベースをインストールして使用しま
す。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

2. 新規の ORACLE_HOMEに、Management Serverをインストールし、
Oracle Enterprise Managerクライアント・ソフトウェアをインストー
ルします。

データベース CDからインストールする場合は、インストール・タイ
プとして「Oracle8i Management and Integration」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

個別にライセンスを取得できるパック CDからインストールする場合
は、インストール・タイプとして「Oracle Enterprise Manager Packs 
および管理インフラストラクチャ」を選択します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、または個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

3. インストールの終了時に、データベース内にリポジトリを作成します。
選択したインストール・タイプによっては、Oracle Enterprise 
Configuration Assistantが自動的に実行されます。

Oracle Enterprise Configuration 
Assistantを使用してリポジトリを作成
する場合は、2-1ページの「リリース
2.2のリポジトリの作成」を参照してく
ださい。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
大企業向けの大企業向けの大企業向けの大企業向けの Oracle Enterprise Managerの構成の構成の構成の構成
管理対象データベースおよびサービスが多数存在する大規模な環境では、次のような構成が
最適です。大規模な環境とは、64以上の管理対象ノードが管理される環境です。

4. Management Serverが稼働していることを確認します。

注意注意注意注意 :　Management Serverを起動する前に、リポジトリ・データベー
スを起動してオープンし、リスナーを起動しておく必要があります。
そうしない場合、エラーが発生します。

3-1ページの「Management Serverの
管理」を参照してください。

5. コンソール（クライアント）を起動し、ログイン時には同じノード上
のManagement Serverを指定します。

6-2ページの「Enterprise Managerコン
ソールの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : 次の情報は、新規インストールに対して適用されます。旧 2.xリリー
スの Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packsを
リリース 2.2にアップグレードする際のガイドラインは、1-17ページの
「Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packのアッ
プグレード」を参照してください。

表表表表 1-3 大企業大企業大企業大企業 ―――― ターゲット・ノード層構成ターゲット・ノード層構成ターゲット・ノード層構成ターゲット・ノード層構成 ―――― マシンマシンマシンマシン A

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. 管理対象のノードに Intelligent Agentがインストールされていること
を確認します。インストールされていない場合、マシンに存在する
データベースの最上位バージョンと同じかそれより上位バージョンの
Intelligent Agentをインストールします。

Intelligent Agentのバージョンがデータベースのバージョンと同じ場
合、両方を同じ ORACLE_HOMEにインストールできます。そうでな
い場合は、Intelligent Agentを別の ORACLE_HOMEにインストール
する必要があります。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

2. Intelligent Agentを起動し、すべてのサービスが
ORACLE_HOME/network/agentディレクトリの services.oraファイ
ルに記録されていることを確認します。

問題が発生した場合は、『Oracle 
Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』
で詳細を参照してください。

表表表表 1-2 クイック・スタートクイック・スタートクイック・スタートクイック・スタート ―――― 中間層およびクライアント層の構成（続き）中間層およびクライアント層の構成（続き）中間層およびクライアント層の構成（続き）中間層およびクライアント層の構成（続き）

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
表表表表 1-4 大企業大企業大企業大企業 ―――― 中間層（リポジトリ）構成中間層（リポジトリ）構成中間層（リポジトリ）構成中間層（リポジトリ）構成 ―――― マシンマシンマシンマシン B

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

Oracle Management Serverリポジトリに既存のデータベースを使用するか、
または新規の Oracleデータベースをインストールして使用します。

� 既存のデータベースを使用する場合は、Oracle Enterprise 
Configuration Assistantを使用してリポジトリを作成します。

� 新規のデータベースをインストールする場合は、インストールの終了
時に、データベース内にリポジトリを作成します。選択したインス
トール・タイプによっては、Oracle Enterprise Configuration Assistant
が自動的に実行されます。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

Oracle Enterprise Configuration 
Assistantを使用してリポジトリを作成
する場合は、2-1ページの「リリース
2.2のリポジトリの作成」を参照してく
ださい。

表表表表 1-5 大企業大企業大企業大企業 ―――― 中間層（中間層（中間層（中間層（Management Server）構成）構成）構成）構成 ―――― マシンマシンマシンマシン C

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. 新規の ORACLE_HOMEにManagement Serverをインストールしま
す。

データベース CDからインストールする場合は、インストール・タイ
プとして「Oracle8i Management and Integration」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

個別にライセンスを取得できるパック CDからインストールする場合
は、インストール・タイプとして「Oracle Enterprise Manager Packs 
および管理インフラストラクチャ」→「カスタム」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、または個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

2. Oracle Enterprise Configuration Assistantを実行して、既存リポジト
リを管理するようにManagement Serverを設定します。

B-8ページの「構成パラメータの編集」 
を参照してください。

3. Management Serverが稼働していることを確認します。

注意注意注意注意 :　Management Serverを起動する前に、リポジトリ・データベー
スを起動してオープンし、リスナーを起動しておく必要があります。
そうしない場合、エラーが発生します。

3-1ページの「Management Serverの
管理」を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
表表表表 1-6 大企業大企業大企業大企業 ―――― クライアント層構成クライアント層構成クライアント層構成クライアント層構成 ―――― マシンマシンマシンマシン D

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

新規の ORACLE_HOMEに Oracle Enterprise Managerクライアント・ソフ
トウェアをインストールします。

データベース CDからインストールする場合は、インストール・タイプと
して「Oracle8i Client」→「管理者」を選択します。

個別にライセンスを取得できるパック CDからインストールする場合は、
インストール・タイプとして「Oracle Enterprise Manager Packsおよび管
理インフラストラクチャ」を選択します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、または個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

コンソール（クライアント）を起動し、ログイン時にManagement Server
を指定します。

6-2ページの「Enterprise Managerコン
ソールの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : 複数のクライアントを同時に実行する場合は、複数のクライアントに
クライアント・ソフトウェアをインストールしてください。

表表表表 1-7 大企業大企業大企業大企業 ―――― 中間層（追加の中間層（追加の中間層（追加の中間層（追加の Management Server）構成）構成）構成）構成 ―――― マシンマシンマシンマシン E、、、、F、、、、...

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. 現行のManagement Serverへの負荷が大きすぎる場合、別のマシンに
追加のManagement Serverをインストールします。

データベース CDからインストールする場合は、インストール・タイ
プとして「Oracle8i Management and Integration」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

個別にライセンスを取得できるパック CDからインストールする場合
は、インストール・タイプとして「Oracle Enterprise Manager Packs 
および管理インフラストラクチャ」→「カスタム」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、または個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

2. 各マシンで Oracle Enterprise Configuration Assistantを実行して、既
存リポジトリを管理するようにManagement Serverを設定します。

4-1ページの「Management Serverの
追加」を参照してください。

3. Management Serverが稼働していることを確認します。

注意注意注意注意 :　Management Serverを起動する前に、リポジトリ・データベー
スを起動してオープンし、リスナーを起動しておく必要があります。
そうしない場合、エラーが発生します。

3-1ページの「Management Serverの
管理」を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
Oracle Enterprise Managerフレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよび Management Packのアップのアップのアップのアップ
グレードグレードグレードグレード

旧 2.xリリースの Oracle Enterprise Managerフレームワーク（コンソール、Management 
Server、リポジトリおよび Intelligent Agent）およびManagement Packをリリース 2.2に
アップグレードする場合、後述の順序で実行してください。

重要重要重要重要 : Enterprise Managerコンソール、DBA Management Pack、個別にラ
イセンスを取得できるパック、Management Serverおよびリポジトリでは、
すべて同じリリースを使用してください。たとえば、リリース 2.2のコン
ソールでリリース 2.1のManagement Serverおよびリポジトリを使用するこ
とも、リリース 2.1のパックでリリース 2.2のManagement Serverおよびリ
ポジトリを使用することもできません。

現在のManagement Serverおよびリポジトリが以前のバージョンである場合
は、それらを最新バージョンに移行またはアップグレードできます。
Management Serverおよびリポジトリをリリース 2.2に移行またはアップグ
レードする場合には、リポジトリで使用するすべての Enterprise Manager製
品がリリース 2.2となるようにしてください。たとえば、Diagnostics Packリ
リース 2.1または Change Management Packリリース 2.1を使用したまま、
Management Serverおよびリポジトリをリリース 2.2にアップグレードしな
いでください。

表表表表 1-8 フレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよび Management Packのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. Oracle Enterprise Managerコンソール、Management Server、DBA 
Studio、その他の個別にライセンスを取得できるインストール済パッ
クを含めて、すべてのコンポーネントをアップグレードします。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、および個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

2. リポジトリをリリース 2.xからリリース 2.2にアップグレードします。
Intelligent Agent以外のすべての Oracle Enterprise Managerコンポー
ネントが Oracle Enterprise Managerリリース 2.2にアップグレードさ
れるまで、リポジトリ更新はスケジュールしないでください。

B-2ページの「リリース 2.0または 2.1
のリポジトリからリリース 2.2の リポ
ジトリへのアップグレード」 を参照し
てください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
リポジトリの移行リポジトリの移行リポジトリの移行リポジトリの移行
Oracle Enterprise Managerリリース 1.xのリポジトリ・スキーマは、Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.2の共有リポジトリ・スキーマとは異なります。Enterprise Managerリ
リース 1.xでは、各管理者が個別のリポジトリ・スキーマを持っており、そこにネットワー
ク内の現行のビューとユーザー固有の情報が格納されていました。Enterprise Managerリ
リース 2.2では、1つの共有リポジトリ・スキーマに、それぞれの管理者がアカウントを持
ち、アカウントの中に作業環境が保存されています。

リリース 1.xの各リポジトリは、別々に新規のリリース 2.2のリポジトリに移行してくださ
い。

3. 管理対象ノードごとに、Intelligent Agentをリリース 8.1.7にアップグ
レードします。

注意注意注意注意 :　リリース 8.1.7の Intelligent Agentが新規のホームにインス
トールされている場合は、その新規ホームに .Qファイルをコピーする
必要があります。

注意注意注意注意 :　Intelligent Agentおよび Agent Data Gathererのコンポーネン
トは最後にアップグレードしてください。これは、Intelligent Agentが
リリース 8.1.7にアップグレードされると、Management Serverなどの
2.2以前のコンポーネントが Intelligent Agentを無効であるとみなすた
めです。

C-1ページの「Intelligent Agentおよび
Data Gathererのアップグレード」 を参
照してください。

4. 収集のために構成したノードごとに、Agent Data Gathererをリリース
8.1.7にアップグレードします。

C-1ページの「Intelligent Agentおよび
Data Gathererのアップグレード」 を参
照してください。

表表表表 1-8 フレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよびフレームワークおよび Management Packのアップグレード（続き）のアップグレード（続き）のアップグレード（続き）のアップグレード（続き）

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
次の手順では、リポジトリを移行するための基本ステップを説明します。

表表表表 1-9 リリースリリースリリースリリース 2.2の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. Oracle Management Serverリリース 2.2の新規リポジトリに既存の
データベースを使用するか、または新規の Oracleデータベースをイン
ストールして使用します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

2. 新規の ORACLE_HOMEに、Management Server、Enterprise 
Manager Migration Assistantおよび Oracle Enterprise Managerクライ
アント・ソフトウェアをインストールします。

データベース CDからインストールする場合は、インストール・タイ
プとして「Oracle8i Management and Integration」→「Oracle 
Management Server」を選択します。

個別にライセンスを取得できるパック CDからインストールする場合
は、インストール・タイプとして「Oracle Enterprise Manager Packs 
および管理インフラストラクチャ」を選択します。

対象のデータベース・リリースのイン
ストレーション・ガイド、または個別
にライセンスを取得できるパックのイ
ンストレーション・ガイドを参照して
ください。

3. インストールの終了時に、データベース内にリリース 2.2の新しいリポ
ジトリを作成します。選択したインストール・タイプによっては、
Oracle Enterprise Configuration Assistantが自動的に実行されます。

Oracle Enterprise Configuration 
Assistantを使用してリポジトリを作成
する場合は、2-1ページの「リリース
2.2のリポジトリの作成」を参照してく
ださい。

4. リリース 2.2のManagement Serverが稼働していることを確認します。

注意注意注意注意 :　Management Serverを起動する前に、リリース 2.2のリポジト
リ・データベースを起動してオープンし、リスナーを起動しておく必
要があります。そうしない場合、エラーが発生します。

3-1ページの「Management Serverの
管理」を参照してください。

5. リリース 2.2のコンソール（クライアント）を起動し、ログイン時には
同じノード上のManagement Serverを指定します。

6-2ページの「Enterprise Managerコン
ソールの起動」を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager構成の概要
表表表表 1-10 移行の準備移行の準備移行の準備移行の準備

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

1. 管理者アカウントを作成します。 6-5ページの「管理者アカウントの作
成」を参照してください。

2. リリース 1.xのコンソールの全サービスをリフレッシュします。 リリース 1.xの『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイド』を参照してく
ださい。

3. リリース 1.xのコンソールを停止します。 リリース 1.xの『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイド』を参照してく
ださい。

4. リリース 2.2のManagement Serverを停止します。 3-1ページの「Management Serverの
管理」を参照してください。

5. リリース 1.xの既存のリポジトリをバックアップします。 エクスポート・ユーティリティの詳細
は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド 
リリース 2（8.1.6）』を参照してくださ
い。

表表表表 1-11 リリースリリースリリースリリース 1.xのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリース 2.2のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行

手順手順手順手順 参照先参照先参照先参照先

リリース 2.2の Oracle Enterprise Manager Migration Assistantを実行して、
リリース 1.xの環境で使用しているデータを、1つまたは複数のプライベー
ト・リポジトリからリリース 2.2の新しいリポジトリの特定のユーザーに移
行します。

7-1ページの「リリース 1.xのリポジト
リからリリース 2.2のリポジトリへの
移行」を参照してください。
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                                                            リリース 2.2のリポジトリの作
2

リリースリリースリリースリリース 2.2のリポジトリの作成のリポジトリの作成のリポジトリの作成のリポジトリの作成

Oracle Enterprise Managerのリポジトリには、管理対象の環境についての状態情報、および
Management Packについての情報が格納されています。クライアントと管理対象ノードの
間で分散制御が実現されている場合は、リポジトリは、Oracle Management Serverでバック
エンドの格納場所として使用されます。

リリース 2.0では、Enterprise Manager Configuration Assistantで、ベースの Oracle 
Enterprise Manager製品に対するリポジトリのみが作成されました。その他のリポジトリ・
パーツは、必要な場合にのみ作成されていました。

リリース 2.1以降では、Oracle Enterprise Managerのすべての製品に対してリポジトリが作
成されます。後でリポジトリにコンポーネントを追加する必要はありません。Enterprise 
Manager Configuration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerのリポジトリは 1つのエ
ンティティと見なされます。1つのリポジトリを作成すると、他の製品をインストールして
いるかどうかに関係なく、リポジトリのすべての部分が作成されます。

Enterprise Manager Configuration Assistantは、データベース管理者によるリポジトリ作
成、削除、アップグレードおよび構成パラメータのメンテナンスを支援します。リポジトリ
はスキーマです。各リポジトリは異なるスキーマであるため、1つのデータベース内に複数
のリポジトリを配置できます。

リリース 2.0または 2.1のリポジトリを使用している場合に、リリース 2.2のリポジトリへ
アップグレードするには、B-2ページの「リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース
2.2の リポジトリへのアップグレード」 を参照してください。リリース 2.2より前の既存リポ
ジトリは、インストール時に自動的にはアップグレードされません。

注意注意注意注意 : リポジトリ・データベースの推奨される init.ora設定の詳細は、2-16
ページの「リポジトリ・データベースで推奨される init.ora設定」を参照し
てください。

この設定は、リポジトリの作成前でも作成後でも変更できます。
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Enterprise Managerのリリース 1.xを使用している場合に、リリース 1.xのリポジトリをリ
リース 2.2のリポジトリへ直接移行するには、リリース 2.2のリポジトリを作成した後で、
Enterprise Manager Migration Assistantを使用して追加のステップを実行する必要がありま
す。リリース 1.xの 1つ以上のリポジトリをリリース 2.2の共有リポジトリ・スキーマへ移
行する場合の詳細は、第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.2のリポジトリへ
の移行」を参照してください。

注意注意注意注意 : Intelligent Agent以外のすべての Oracle Enterprise Managerコン
ポーネントが Oracle Enterprise Managerリリース 2.2にアップグレードされ
るまで、リポジトリ更新はスケジュールしないでください。旧 2.xリリース
の Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packsをリ
リース 2.2にアップグレードする際のガイドラインは、1-17ページの
「Oracle Enterprise ManagerフレームワークおよびManagement Packのアッ
プグレード」を参照してください。
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重要重要重要重要 : Enterprise Managerコンソール、DBA Management Pack、個別にラ
イセンスを取得できるパック、Management Serverおよびリポジトリでは、
すべて同じリリースを使用してください。たとえば、リリース 2.2のコン
ソールでリリース 2.1のManagement Serverおよびリポジトリを使用するこ
とも、リリース 2.1のパックでリリース 2.2のManagement Serverおよびリ
ポジトリを使用することもできません。Enterprise Managerリリース 2.2の
製品では、リリース 2.2のManagement Serverおよびリポジトリを使用して
ください。具体的な製品には、次のものがあります。

� Oracle Enterprise Managerコンソール

� Oracle DBA Management Pack（Management Serverモード）

� Oracle Tuning Pack

� Oracle Diagnostics Pack

� Oracle Change Management Pack

� Oracle Management Pack for Oracle Applications

� Oracle Standard Management Pack

現在のManagement Serverおよびリポジトリが以前のバージョンである場合
は、それらを最新バージョンに移行またはアップグレードできます。
Management Serverおよびリポジトリをリリース 2.2に移行またはアップグ
レードする場合には、リポジトリで使用するすべての Enterprise Manager製
品がリリース 2.2となるようにしてください。たとえば、Diagnostics Packリ
リース 2.1または Change Management Packリリース 2.1を使用したまま、
Management Serverおよびリポジトリをリリース 2.2にアップグレードしな
いでください。使用するリリース 2.2パックのソフトウェアを取得する前に
Management Serverとリポジトリをリリース 2.2にアップグレードすると、
以前のパック製品は使用できなくなります。
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リリース 2.2の新しいリポジトリの作成
リリースリリースリリースリリース 2.2の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2のリポジトリは、リリース 1.xのリポジトリとは異
なります。Enterprise Managerリリース 1.xでは、各管理者が独自のリポジトリ・スキーマ
を持っており、そこにネットワーク内の現行のビューとユーザー固有の情報が格納されてい
ます。Enterprise Managerリリース 2.2では、1つの共有リポジトリ・スキーマに、それぞ
れの管理者のアカウントと作業環境が格納されます。すべての管理データが中央リポジトリ
に格納されるため、管理者は、他のデータベース管理者が監視するものも含めて、ジョブ定
義を共有し、ネットワーク内のすべてのマシンの状態を取得できます。

次のいずれかのインストール・シナリオを実行している場合は、インストール後構成フェー
ズで Enterprise Manager Configuration Assistantが自動的に起動されます。

� 「Oracle8i Enterprise Edition 8.1.7.0.0」→「カスタム」

� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「Oracle Management Server」

� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「カスタム」

「Oracle8i Enterprise Edition」→「標準」のインストールを実行している場合は、Enterprise 
Manager Configuration Assistantは自動的に起動されません。このタイプのインストールで
は、リポジトリを作成、削除、編集または更新するには、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを手動で起動する必要があります。

（インストール後構成時かスタンドアロン・モードかにかかわらず）リリース 2.2の新しいリ
ポジトリを作成するために Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、
Enterprise Manager Configuration Assistantでは次のタスクが実行されます。

� Enterprise ManagerおよびManagement Packのリポジトリの所有者となる、新しい
データベース・ユーザーを作成します。

� 新しいデータベースに、適切な権限とロールを割り当てます。

� Enterprise ManagerおよびManagement Packのリポジトリに対して新しい表領域を作
成するか、使用可能な場合は既存の表領域を使用します。

� ユーザーのデフォルト表領域および一時表領域を設定します。

� Oracle Enterprise Managerの実行時に必要な情報をリポジトリにロードします。

� ローカルManagement Server構成ファイル
ORACLE_HOME/sysman/config/omsconfig.propertiesを作成または更新（ある
いはその両方）します。

� システムで実行されるコンソールの接続先のManagement ServerリストにManagement 
Serverが含まれるように、クライアント・レジストリに必要な情報を入力します。
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リリース 2.2の新しいリポジトリの作成
� Oracle Management Serviceが存在しているかどうかを確認します（Windows NTおよ
びWindows 2000のみ）。存在しない場合、Oracle Management Serverサービスが作成
されます。存在する場合は、新たな Oracle Management Serverサービスは作成されま
せん。

� Management Serverサービスを起動し、サービスを「手動」に設定します（Windows 
NTおよびWindows 2000のみ）。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の起動の起動の起動

Enterprise Manager Configuration Assistantを起動するには、次のステップを実行します。

� Windows NTおよびWindows 2000の場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Enterprise Manager」→「Configuration 

Assistant」を選択して、Enterprise Manager Configuration Assistantを起動します。

また、コマンド行から次のコマンドを使用しても、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを起動できます。

emca

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、Enterprise Manager Configuration Assistant
を起動します。

emca

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリポジトリ・スキーマを作成する前に、
必ずデータベースをインストールし、実行しておいてください。

注意注意注意注意 : emcaコマンドを実行するには、omsconfig.propertiesファイル
の所有者（このファイルに対する許可を持つユーザー）としてログインする
必要があります。
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ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantをスタンドアロン・アプリケーションとして起
動すると、「構成操作」ページが表示されます。

インストール・セッションから Configuration Assistantを起動し、インストール・ダイアロ
グ・ボックスから新しいリポジトリを作成するように選択すると、構成操作の画面は表示さ
れません。「リポジトリのデータベースを選択」画面が表示されます。この場合は、2-7ペー
ジのステップ 2に進んでください。

リポジトリ操作のリストから、「新規リポジトリの作成」を選択し、「次へ」を押します。
「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

図図図図 2-1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
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ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
リポジトリを作成するデータベースにログインします。

図図図図 2-2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」

リポジトリを作成する場合には、次の条件に適合するデータベースを選択してください。

� データベースは常に使用できる状態となっている必要があります。

� データベースが他の管理者によって停止されないようにします。

� データベースが、稼働中のマシン上で他のリソースと競合しないようにします。

ユーザー名とパスワード :　データベースには DBA権限を持つユーザーとして接続してくだ
さい。新規のユーザーをデータベース内に作成する必要が生じたときに、リポジトリが組み
込まれ、Configuration Assistantでそのデータベース /リポジトリの照会ができるように、
Enterprise Manager Configuration AssistantではDBAアカウントが要求されます。

これは個人のデータベース・ユーザー・アカウントで、Oracle Enterprise Manager管理者ア
カウントではありません。
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たとえば、system/managerを使用します。

サービス :　サービスは、次の形式で指定します。

<host>:<port>:<sid>

ここで

hostは、データベースが格納されるマシン名を表します。

portは、データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526となり
ます。

sidは、データベースのシステム IDを表します。

例例例例 :

my_em_machine:1521:em22

このように指定すると、my_em_machineマシンでポート 1521を使用して em22データベース
に接続します。

「次へ」を押して、操作を継続します。

エラー・メッセージの詳細は、D-14ページの「Enterprise Manager Configuration Assistant
のトラブルシューティング」 を参照してください。

注意注意注意注意 : サービスは <host>:<port>:<sid>のように指定することをお薦めしま
すが、Net8クライアントが適切に構成されていれば、Net8の名前を使用す
ることもできます。
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ステップステップステップステップ 3「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」
Enterprise Managerリポジトリの所有者は、データベース・ユーザーです。リポジトリの作
成時に、Enterprise Manager Configuration Assistantは、このページで指定するユーザー名
とパスワードを使用して、リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー（リポジト
リ・スキーマ・ユーザー）を作成します。

図図図図 2-3「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」

ユーザー名 :　リポジトリのユーザー名を指定します。リポジトリの所有者となるデータ
ベース・ユーザーが、この名前で作成されます。リポジトリ・ユーザー名は、ネットワーク
全体で一意の名前にしてください。マシンの TCP/IPホスト名は一意であると考えられるた
め、これがデフォルトとして使用されます。別の名前を選択する場合は、それが一意である
ことを確認してください。

Intelligent Agentでは、各Management Serverはそのリポジトリ名で識別されます。異なる
データベース内に同名のリポジトリが 2つ存在する場合、Intelligent AgentがManagement 
Serverに接続する際に問題が発生します。
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パスワード :　ユーザーのパスワードを入力します。

パスワード確認 :　パスワードをもう一度入力して確認します。

ユーザー名および暗号化されたパスワードを、omsconfig.propertiesファイルに保存す
るかどうかを選択できます。保存された内容は、起動時にManagement Serverによって読
み込まれます。これらのリポジトリ接続情報がファイルに格納されていれば、Management 
Serverはこの情報を使用してリポジトリにログインします。

Windows NTおよびWindows 2000では、リポジトリ接続情報が保存されていない場合、
Management Serverを起動するときに「コントロール パネル」の「スタートアップ パラ
メータ」にリポジトリ接続情報を入力できます。「スタートアップ パラメータ」フィールド
にリポジトリ接続情報を入力しない場合は、ダイアログでリポジトリ接続情報を入力するよ
うに要求されます。

UNIXでは、リポジトリ情報が保存されていない場合、Management Serverの起動前にユー
ザー名およびパスワードを入力するように要求されます。

ユーザー名および暗号化されたパスワードを omsconfig.propertiesファイルに保存し
ない場合は、「ユーザー名とパスワードを保存しない」チェックボックスを選択してくださ
い。リポジトリ接続情報を格納しないオプションは、セキュアManagement Serverモード
といいます。

リポジトリ・アカウント情報は、リポジトリ・スキーマ内のメンテナンス操作（作成、アッ
プグレードまたは削除など）を実行する場合に使用されます。

リポジトリ・スキーマ・ユーザーに必要なロールおよび権限は、次のとおりです。

� ロール :　CONNECT

� 権限 :　CREATE TRIGGER、CREATE PROCEDURE、EXECUTE ANY PROCEDUREお
よび SELECT ANY TABLE

セキュリティの問題や、Oracle Enterprise Manager外部のオブジェクトへの不要なアクセス
が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・ユーザーに必要以上の権限を付与し
ないでください。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」
次の場合には、「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページは表示されません。

� リポジトリ・ユーザーが存在し、完全かつ最新の Enterprise Managerリポジトリがそれ
に含まれている場合

または

� 次のようなときに、Enterprise Manager Configuration Assistantがインストール・セッ
ションから実行されている場合

� OEM_REPOSITORY表領域がすでに存在する場合、かつ

� OEM_REPOSITORY表領域に適切なサイズ属性が定義されている場合
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スタンドアロン・モードでは、OEM_REPOSITORY表領域がすでに存在している場合に、「リ
ポジトリへのログイン情報」ページでリポジトリを管理するユーザーとは異なるリポジト
リ・ユーザー名を入力すると、「サービス "<service>"でユーザー "<user>"が所有するリポ
ジトリを管理するように変更しますか。」というエラー・メッセージが表示されます。「は
い」または「いいえ」ボタンをクリックすると、次の画面が表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerのリポジトリを、SYSTEM（具体的には製
品データベースの SYSTEM表領域）、ROLLBACKまたは TEMPORARY表領
域にインストールしないでください。

SYSTEM表領域で使用する表領域パラメータ設定は、Oracle Enterprise 
Managerで使用するには適切ではありません。SYSTEM表領域は、system
エントリに対してのみ使用してください。ツール、ユーザーおよび（Oracle 
Enterprise Managerなどの）管理製品は、他の表領域に格納されます。

ROLLBACK表領域は、ロールバック・セグメントの作成で使用します。
Oracleユーザー・プロセスは、ロールバック・セグメントを使用してロール
バック情報を保存します。

TEMPORARY表領域は、ユーザーの TEMPORARY表領域に割り当てられ、
Oracleユーザー・プロセスによって一時領域として使用されます。データ
ベースの稼働中は、これら 2つの表領域の使用率が変化します。
TEMPORARY表領域は、ユーザーの一時表領域として使用することができま
す。

Configuration Assistantでは、SYSTEM表領域は一時表領域としてもデフォ
ルト表領域としても使用できません。

詳細は、『Oracle8i 概要』を参照してください。
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図図図図 2-4 OEM_REPOSITORYが存在する場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在する場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在する場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在する場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」

Enterprise Managerのリポジトリで使用するデフォルトの一時表領域を選択します。
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OEM_REPOSITORY表領域が存在しない場合は、次の画面が表示されます。

図図図図 2-5 OEM_REPOSITORYが存在しない場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在しない場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在しない場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」が存在しない場合の「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」

デフォルト表領域 :

� 新規の OEM_REPOSITORY表領域の作成（推奨）

OEM_REPOSITORY表領域を作成する場合は、このオプションを選択します。これは、
Enterprise Managerのリポジトリに対して特別な特性を持つ表領域で、リポジトリ・
ユーザーのデフォルト表領域として使用されます。

� デフォルトのデータファイル名の上書き

OEM_REPOSITORY表領域のデータファイルのデフォルト名を変更する場合は、この
チェックボックスを選択します。通常、これは推奨されません。

� 既存の表領域を使用

プルダウン・リストから、既存の表領域を選択します。
                                                                    リリース 2.2のリポジトリの作成　2-13



リリース 2.2の新しいリポジトリの作成
一時表領域

プルダウン・リストから一時表領域を選択します。

「次へ」をクリックして処理を続行します。

Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に必要な空
き領域があることが確認されると、「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示されます。
それ以外の場合は、エラーが表示されます。

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」
「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示され、実行する処理のサマリーが示されます。
「リポジトリを作成」ウィザードの処理で提供された情報が正しいことを確認します。

図図図図 2-6「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」

「完了」をクリックしてリポジトリの作成を開始するか、または「戻る」をクリックして、
前のページに戻って設定を変更します。
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「完了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。

ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行」ウィンドウの進行」ウィンドウの進行」ウィンドウの進行」ウィンドウ
処理の詳細情報（発生した可能性のあるエラーなど）が必要な場合は、「詳細を表示」ボタ
ンをクリックし、ダイアログ・ボックスを拡張してテキスト領域を表示してください。「詳
細を非表示」ボタンをクリックすると、詳細情報を非表示にすることができます。

図図図図 2-7「「「「Configuration Assistantの進行」の進行」の進行」の進行」

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「閉じる」ボタンに変わ
ります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

Configuration Assistantを終了するには、「閉じる」ボタンをクリックします。

注意注意注意注意 : 処理の進行中にリポジトリの作成を取り消すと、リポジトリは不正な
状態になります。このような場合は、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを使用してリポジトリを削除します。
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リポジトリの作成に失敗した場合、リポジトリを削除し、omsconfig.propertiesに適切
なトレース・プロパティを追加してManagement Serverのトレースをオンにし、再びリポ
ジトリ作成手順を実行します。Management Serverのトレースおよびロギングの詳細は、
D-4ページの「Management Serverのトレースとロギング」 を参照してください。

リポジトリの削除の詳細は、B-6ページの「既存リポジトリの削除」 を参照してください。

リポジトリ・データベースで推奨されるリポジトリ・データベースで推奨されるリポジトリ・データベースで推奨されるリポジトリ・データベースで推奨される init.ora設定設定設定設定
この設定は、リポジトリの作成前でも作成後でも変更できます。

リポジトリ・データベースで推奨される init.ora設定は、次のとおりです。この設定は、特
に Oracle Enterprise Manager Eventsシステムを使用する場合に推奨されます。

� sessions = 200

� open_cursors = 200

� db_block_buffers = 23040

� log_buffer = 524288

� sort_area_size = 262144

� sort_area_retailed_size = 262144

� shared_pool_reserved_size = 0

� db_block_lru_latches = 2

上の設定で init.oraファイルを編集した後に、変更を有効にするには、データベースを停止
して再起動してください。

特定のサイトに対してはチューニングが必要になることがあります。また、このような場
合、個別にライセンスを取得できる Oracle Tuning Packの一部として組み込まれた Oracle 
Expertを使用することをお薦めします。
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                                                            Management Serverの
3

Management Serverの管理の管理の管理の管理

Management Serverは、クライアントと管理対象ノード間の制御の分散を実現します。通知
の中央エンジンであるManagement Serverでは、すべてのシステム管理作業の処理と、こ
れらの作業の企業全体での分散管理が行われます。

この章の内容は、次のとおりです。

� Management Serverの起動

� Management Serverのステータスのチェック

� Management Serverの停止

� Management Serverのチューニング

Management Serverの起動の起動の起動の起動
Management Serverを起動する前に、リポジトリ・データベースを起動してオープンし、リ
スナーを起動しておく必要があります。

Management Serverを起動するには、次のステップを実行します。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerでは、ローカル・マシンからのリモート
Management Serverの停止または起動はサポートされていません。
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Management Serverの起動
Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000でのでのでのでの Management Serverの起動の起動の起動の起動
Windows NTまたはWindows 2000でManagement Serverを起動するには、次の手順に従
います。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. リポジトリの作成時に、リポジトリ接続情報を保存するように選択していない場合（セ
キュアManagement Serverモードと呼ばれる）は、Management Serverの起動時に、
データベース・ユーザーの作成に使用されたリポジトリのユーザー名とそのユーザーの
パスワードを「コントロール パネル」の「スタートアップ パラメータ」フィールドに
入力できます。「スタートアップ パラメータ」フィールドは、サービス・リストの下に
あります。データベース・ユーザーおよびパスワードは、<username>/<password>の
形式で指定してください。

「コントロール パネル」の「スタートアップ パラメータ」フィールドに無効または不完
全なリポジトリ接続情報を入力した場合、Management Serverは起動されず、エラー・
メッセージが表示されます。

セキュア・モードの場合、「スタートアップ パラメータ」フィールドにリポジトリ接続
情報を入力しないと、後でダイアログで情報を入力するように要求されます。

Management Serverが起動されない場合のトラブルシューティングの詳細は、D-10
ページの「Management Serverが起動されない場合」 を参照してください。

3. 「Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServer」サービスを選択します。

4. 「スタートアップ」ボタンをクリックして、「サービス」ダイアログ・ボックスを表示し
ます。

a. 「スタートアップの種類」セクションで「自動」または「手動」を選択し、
Management Serverサービスをどのように起動するかを指定します。「手動」を選
択した場合は、ユーザーがManagement Serverを起動します。「自動」を選択する
と、システムを起動するたびにManagement Serverが自動的に起動されます。「無
効」を選択した場合は、Management Serverを起動できません。デフォルトでは、
Configuration Assistantによりサービスは「手動」に設定されます。

b. 「ログオン」セクションで、次の設定を確認します。

* 「システム アカウント」オプションが選択されていることを確認します。この
オプションは、Management Serverを実行するためにサポートされている方法
です。ローカル・アカウントを使用する場合、Management Serverは稼働しま
せん。

注意注意注意注意 : ステップ 4は、サービスを起動するたびではなく、1回だけ実行して
ください。
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Management Serverの起動
* 「デスクトップとの対話をサービスに許可」ボックスが選択されていることを
確認します。選択されていない場合、Management Serverは稼働しません。

5. 「起動」ボタンをクリックして、Management Serverを起動します。

UNIXでのでのでのでの Management Serverの起動の起動の起動の起動
UNIXでManagement Serverを起動するには、コマンド行から次のように入力します。

% oemctrl start oms

リポジトリの構成時に、リポジトリ接続情報を保存しないように選択した場合は、（データ
ベース・ユーザーの作成で使用された）リポジトリのユーザー名、およびそのユーザーのパ
スワードを、接続情報を要求された際に入力します。リポジトリ所有者の定義の詳細は、2-9
ページの「ステップ 3「リポジトリへのログイン情報」」を参照してください。

注意注意注意注意 : リポジトリの作成時に、Enterprise Manager Configuration Assistant
をインストール・セッションから起動し、リポジトリ接続情報を保存するよ
うに選択した場合は、Management Serverサービスはリポジトリ作成時に
Windows NTまたはWindows 2000で自動的に起動され、「手動」に設定さ
れます。

リポジトリ接続情報を保存しないように選択した場合は、Management 
Serverの起動時に「コントロール パネル」の「サービス」内の「スタート
アップ パラメータ」フィールドにリポジトリ接続情報を入力できます。「ス
タートアップ パラメータ」フィールドにリポジトリ接続情報を入力しない場
合は、ダイアログでリポジトリ接続情報を入力するように要求されます。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOME環境変数が、Management Serverが稼働している
Oracleホームに設定されていると、Management Serverは、正しい Oracle
ホームではなく、デフォルトの Oracleホームでクラス・ファイルを探そうと
するため、Management Serverは正しく起動されません。Oracle環境の設定
の詳細は、D-9ページの「Management Serverがデフォルト以外の Oracle
ホームから正しく実行できない場合」 を参照してください。
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Management Serverのステータスのチェックのステータスのチェックのステータスのチェックのステータスのチェック
Management Serverが実行されているか停止しているかをチェックするには、オペレーティ
ング・システムのプロントで次のように入力します。

% oemctrl ping oms

Management Serverのステータスをチェックするには、オペレーティング・システムのプロ
ントで、次のように入力します。

% oemctrl status oms

Oracle Enterpriseのスーパー管理者のユーザー名とパスワードを入力するよう要求されま
す。Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者の定義の詳細は、1-7ページの「管理ユー
ザーとは」を参照してください。

リモートManagement Serverのステータスをチェックする場合は、Management Serverが
稼働しているマシンのホスト名も指定する必要があります。

Management Serverのステータスをチェックすると、次の情報が示されます。

� Management Server全体のステータス

� Management Serverが実行されてからの経過時間

� Management Serverのパフォーマンスに関する統計

たとえば、次のような出力が示されます。

OEMCTRL for Windows NT: Version 2.2.0.0.0
Copyright (c) 1998, 2000, Oracle Corporation.  All rights reserved.
Oracle Server Version null
Loaded njssl8 shared object

Loading njssl8 dll

In OracleSSLSocketImpl Static portion

The Oracle Management Server on host [pjlee-pc2.us.oracle.com] is functioning 
properly.

  The server has been up for 0 09:08:37.734

  Target database session count: 1 (session sharing is off)
  Operations queued for processing: 0
  Number of OMS systems in domain: 1 (pjlee-pc2)
  Number of administrators logged in: 1
  Repository session pool depth: 15
  Repository session count: 7 in-use and 3 available, pool efficiency: 100%
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パラメータの詳細は、次のセクションを参照してください。

� Target database session count

Target database session countは、セッション内のターゲット・データベースの数を示
します。

� Operations queued for processing

Operations queued for processingは、処理を待機しているアクティビティの数を示しま
す。

� Number of OMS systems in domain

Number of OMS systems in domainは、企業内で稼働しているManagement Serverの
数を示します。

� Number of administrators logged in

Number of administrators logged inは、システムにログインした Enterprise Manager
管理者の数を示します。

� Repository session pool depth

Repository session pool depthは、Oracle Management Serverにより使用されている
セッション数を示します。システムの全体の状態は、システム上のユーザーおよびアク
ティビティの数に依存します。

デフォルトでは、コンソールで使用されるセッション数は最大 3つです。件数が 3の場
合、通常はセッションが解除されるのを待たなくても操作（ジョブまたはイベントの発
行）を実行できます。

コンソールがManagement Serverに接続するときに使用できる有効セッションの数は
15です。1つのコンソール接続について 3つのセッションが必要になるため、セッショ
ン・プールの深さが 15の場合には 5つのコンソール接続が許可され、それぞれの接続
で 3つのセッションが使用されます。コンソール接続の数が減少した場合、セッショ
ン・プールの深さ限度は 15のまま変わりません。コンソール接続の数が増加した場合、
セッション・プールの深さ限度は内部的に増加します。

オーバーヘッド・セッション数の最適な値を判断するには、後述の式を使用してくださ
い。

同時ユーザーの数が多いほど、使用可能なセッション数も多くする必要があります。
セッション数の計算には、次の式を使用します。

1.1×××× 3×頻繁に操作を実行するユーザーの数×頻繁に操作を実行するユーザーの数×頻繁に操作を実行するユーザーの数×頻繁に操作を実行するユーザーの数

1.1は、値が絶対数 3にならないように余剰値を計算するための係数です。

3は、設定するオーバーヘッド数です。

頻繁に操作を実行するユーザーの数頻繁に操作を実行するユーザーの数頻繁に操作を実行するユーザーの数頻繁に操作を実行するユーザーの数は、同時ユーザーの数です。
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Management Serverの停止
たとえば、次のようになります。ユーザー数が 1の場合、式は 1.1×××× 3×××× 1 = 3.3とな
り、3セッションで十分になります。

ユーザー数が 4の場合、式は 1.1×××× 3×××× 4 = 13.2となります。13は、すべてのユーザー
が間断なくイベントまたはジョブを登録している場合のオーバーヘッド・セッションの
数です。それ以外の場合は、オーバーヘッドは 3で十分です。

� Repository session count

リポジトリ・セッションの数です。

Management Serverの停止の停止の停止の停止

Management Serverを停止するには、次のステップを実行します。

Windows NTまたはまたはまたはまたはWindows 2000の場合の場合の場合の場合
1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ

コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServer」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、Management Serverを停止します。

Oracle Enterpriseのスーパー管理者のユーザー名とパスワードを入力するよう要求されま
す。Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者の定義の詳細は、1-7ページの「管理ユー
ザーとは」を参照してください。

UNIXの場合の場合の場合の場合
コマンド行で、次のように入力します。

% oemctrl stop oms

Oracle Enterpriseのスーパー管理者のユーザー名とパスワードを入力するよう要求されま
す。Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者の定義の詳細は、1-7ページの「管理ユー
ザーとは」を参照してください。

注意注意注意注意 : 各自のマシンにローカルに設定されていないManagement Server
（つまりリモートManagement Server）の停止はサポートされていません。
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Management Serverのチューニング
Management Serverのチューニングのチューニングのチューニングのチューニング
企業が多数のノードを管理しているような特殊な環境では、Management Serverをチューニ
ングしてパフォーマンスを向上させる必要があります。次のManagement Server構成パラ
メータを設定すると、チューニングを実行できます。

� oms.vdp.ping_interval 

� oms.vdg.max_out_conns 

� oms.vdg.max_in_conns 

� oms.repository.connect_timeout 

� oms.repository.connect_numTries 

omsconfig.propertiesファイルを編集した後に変更を有効にするには、Management Server
をいったん停止してから再起動してください。

ping間隔の設定間隔の設定間隔の設定間隔の設定
Management Serverは、すべてのターゲットに対して定義済の間隔で pingを実行し、すべ
ての管理対象ターゲットの状態を監視するように設計されています。

pingを実行する間隔を管理するには、omsconfig.propertiesファイルで次のプロパティを使
用して、pingの間隔を設定します。

oms.vdp.ping_interval=<integer; time in minutes; default 2>

ノードの動作 /停止テストが含まれているイベントで設定したポーリング頻度に関係なく、
この間隔の設定によって、Management Serverがノードの動作 /停止をテストする間隔（分
数）が決まりますので注意してください。

時間のデフォルトは 2です。多数のノード（64個以上）を管理するManagement Serverの
場合、このパラメータを調整して、すべてのノードに対して pingを実行するのに十分な時
間をManagement Serverに提供します。

最大発信接続数の設定最大発信接続数の設定最大発信接続数の設定最大発信接続数の設定
Management Serverは、異なる Intelligent Agentへの同時接続数を一定に維持できるように
設計されています。

同時発信接続数を管理するには、omsconfig.propertiesファイルで次のプロパティを使用し
ます。

oms.vdg.max_out_conns =<integer; default 64>
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デフォルトは 64です。パフォーマンスが低下しないように、この値は、Management 
Serverで管理されるノード数と同じか、それより大きく設定することをお薦めします。管理
対象ノードの最大数が 64未満の場合は、デフォルト値を適用することをお薦めします。管
理対象ノードの最大数が 64以上の場合は、値をノード数と同じに設定してください。

最大着信接続数の設定最大着信接続数の設定最大着信接続数の設定最大着信接続数の設定
Management Serverは、同時着信接続数を一定に維持できるように設計されています。

同時着信接続数を管理するには、omsconfig.propertiesファイルで次のプロパティを使用し
ます。

oms.vdg.max_in_conns=<integer; default 32>

パフォーマンスが低下しないように、この値は oms.vdg.max_out_connsの値の半分に設
定することをお薦めします。

Management Server再試行間隔の設定再試行間隔の設定再試行間隔の設定再試行間隔の設定
Management Serverは、定義済の間隔で再試行するように設計されています。

再試行間隔を指定するには、omsconfig.propertiesファイルで次のプロパティを使用し
て、再試行間隔を設定します。

oms.repository.connect_timeout=<time in seconds>
oms.repository.connect_numTries=<integer>

oms.repository.connect_timeoutは、Management Serverがリポジトリ・データ
ベースの起動を待機する最大時間（秒）です。

oms.repository.connect_numTriesは、Management Serverサービスの起動前に
Management Serverがリポジトリに接続試行する最大回数です。

再試行間隔は、oms.repository.connect_timeoutの値を
oms.repository.connect_numTriesの値で割った値です。

デフォルトでは、プロパティは次のように設定されます。

oms.repository.connect_timeout=120
oms.repository.connect_numTries=12

Management Serverは、起動時に 10秒間隔で合計 12回、リポジトリ接続を試行します。
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Management Serverの追加の追加の追加の追加

複数の Oracle Management Serverがある環境では、複数のManagement Serverで同じリポ
ジトリを共有します。

この章では、既存のリポジトリを管理するためにManagement Serverを設定または追加す
る方法を示し、複数のManagement Serverが必要になる理由を説明します。

ネットワーク内のノード数および管理対象のサービス数が増加した場合、または現行の
Management Serverがオーバーロードになった場合には、中間層に Oracle Management 
Serverを追加してワークロードを分散し、平均化することができます。

Oracle Management Serverを複数使用することにより、互いの耐障害性が確保されます。1
つの Oracle Management Serverに障害が発生しても、他のサーバーは引き続き稼働します。
障害が発生したManagement Serverに登録されているクライアントは、ただちにログイン
し直し、同じリポジトリを使用または共有している他のManagement Serverのいずれかに
登録すれば、残っている使用可能な Oracle Management Serverで作業を継続できます。障
害が発生したサーバー以外の Oracle Management Serverに登録するように構成されている
クライアントは、障害の影響を受けません。

使用可能なManagement Server数が CPUにより制限される（CPUの使用が限界になる）
場合、さらにManagement Serverを追加して、Management Serverを実行するノードの容
量を増やすこともできます。

注意注意注意注意 : 既存のリポジトリを管理するために、Management Serverを設定、
または追加する必要がない場合は、この章を省略して先に進んでください。

注意注意注意注意 : 同じリポジトリに接続するManagement Serverはすべて、同じ DNS
ドメイン内に置く必要があります。
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追加の追加の追加の追加の Management Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
特定のマシンで Oracle Management Serverを実行する場合は、そのマシンに Oracle 
Management Serverソフトウェアをインストールしておく必要があります。

詳細な手順は、対象のデータベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

追加の追加の追加の追加の Management Serverの設定の設定の設定の設定
新しいManagement Serverを追加する場合には、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを実行して、対象ノードの構成ファイルを更新する必要があります。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-5ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次へ」を押して操作を継続し
ます。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
必要に応じてパラメータを変更します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
このマシンのManagement Serverで使用する、既存リポジトリのユーザー名を入力します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
上のユーザー名のパスワードを入力します。この情報は、Management Serverが次回起動す
るときに使用されます。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれにあわせて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが存在するサービスを入力します。

この情報は、このマシンのManagement Serverが次回起動するときに使用されます。無効
な情報があると、Management Serverは起動しません。
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ユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しない
ユーザー名および暗号化されたパスワードを、omsconfig.propertiesファイルに保存す
るかどうかを選択できます。保存された内容は、起動時にManagement Serverによって読
み込まれます。ユーザー名および暗号化されたパスワードがファイルに格納されている場
合、Management Serverはその情報を使用してリポジトリにログインします。

Windows NTまたはWindows 2000では、リポジトリ接続情報が保存されていない場合、
Management Serverを起動するときに「コントロール パネル」の「サービス」内の「ス
タートアップ パラメータ」にリポジトリ接続情報を入力できます。「スタートアップ パラ
メータ」フィールドにリポジトリ接続情報を入力しない場合は、ダイアログでリポジトリ接
続情報を入力するように要求されます。

UNIXでは、リポジトリ情報が保存されていない場合、Management Serverの起動前にユー
ザー名およびパスワードを入力するように要求されます。

ユーザー名とパスワードを保存しない場合は、「ユーザー名とパスワードを保存しない」
チェックボックスを選択してください。リポジトリ接続情報を格納しないオプションは、セ
キュアManagement Serverモードといいます。

ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、構成パラメータ変更ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「完了」をクリックして変更を開始するか、または「戻る」
をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変
更する必要があります。何も変更せずに「次へ」ボタンを押すと、「構成パラ
メータは変更されていません。変更するか、取り消してください。」というエ
ラー・メッセージが表示されます。この場合、Enterprise Manager 
Configuration Assistantでは、次のページに移動できません。
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Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止

Oracle Intelligent Agentは、ネットワーク内のリモート・ノードで実行されるプロセスで
す。Oracle Enterprise Managerは、ネットワークで Intelligent Agentと連携して動作し、
Intelligent Agentが常駐するノードで実行されているサービスの検出、イベントの監視、
ジョブの実行、およびリアルタイム・パフォーマンス監視と履歴分析のためのランタイム・
データの収集を行います。Intelligent Agentを実行するプラットフォームは、Oracle 
Enterprise Manager中間層と Intelligent Agent間の TCP/IP通信が可能であれば、Oracle 
Enterprise Managerフレームワークと統合できます。

Intelligent Agentに関するトラブルシューティングの詳細は、『Oracle Intelligent Agentユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

Management Serverに対してローカルな Intelligent Agentは、起動されていれば、
Management Serverが起動されると自動的に検出されます。分散サービスを検出するには、
それらのサービスが存在するノードの Intelligent Agentを起動する必要があります。

この章の内容は、次のとおりです。

� Windows NTまたはWindows 2000での Oracle Intelligent Agentの起動および停止

� UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

Enterprise Managerをインストールまたは使用する前に、『Oracle Enterprise Manager日本
語リリース・ノート』の Intelligent Agent互換表を確認してください。
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Windows NTまたは Windows 2000での Oracle Intelligent Agentの起動および停止
Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000でのでのでのでの Oracle Intelligent Agentのののの
起動および停止起動および停止起動および停止起動および停止

この項には、Windows NTまたはWindows 2000の「コントロール パネル」およびコマン
ド・プロンプトからの Intelligent Agentの制御に関する情報が記載されています。

Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000でのでのでのでの Intelligent Agentの起動の起動の起動の起動
Windows NTまたはWindows 2000で Intelligent Agentを起動するには、次のステップを実
行します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「起動」ボタンをクリックして、Intelligent Agentを起動します。

Intelligent Agentの「スタートアップの種類」は「自動」に設定されており、システムの起
動時に、Intelligent Agentが自動的に起動されます。ユーザーが Intelligent Agentを起動す
るには、「スタートアップの種類」を「手動」に設定します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「スタートアップ」ボタンをクリックします。「サービス」ダイアログ・ボックスが表示
されます。

4. 「スタートアップの種類」で「手動」を選択します。

5. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerおよび Intelligent Agentは、Net8を使用
してデータベースと通信します。Intelligent Agentを使用できるかどうか確
認する前に、Net8がそれぞれの SIDと接続できることを確認してください。
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Windows NTまたは Windows 2000での Oracle Intelligent Agentの起動および停止
Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000でのでのでのでの Intelligent Agentの停止の停止の停止の停止
Windows NTまたはWindows 2000で Intelligent Agentを停止するには、次のステップを実
行します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、Intelligent Agentを停止します。

Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000でのでのでのでの Intelligent Agentの実行の確認の実行の確認の実行の確認の実行の確認
Intelligent Agentが実行中であることを確認するには、「コントロール パネル」の「サービ
ス」でステータスを検索するか、コマンド・プロンプトで net startと入力します。サー
ビスのリストに、Oracle<Oracle_Home_Name>Agentが表示されます。

「Windows NT タスク マネージャ」を表示して、dbsnmp.exeプロセスの情報を参照するこ
ともできます。

コマンド・プロンプトからの起動、停止およびステータスの確認コマンド・プロンプトからの起動、停止およびステータスの確認コマンド・プロンプトからの起動、停止およびステータスの確認コマンド・プロンプトからの起動、停止およびステータスの確認
コマンド・プロンプトから Intelligent Agentを起動または停止するには、適切なコマンドを
入力します。コマンド・プロンプトからは、サービスが稼働中であることも確認できます。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

プロンプトから Intelligent Agentを起動 net start Oracle<Oracle_Home_Name>Agent

プロンプトから Intelligent Agentを停止 net stop Oracle<Oracle_Home_Name>Agent

プロンプトから Intelligent Agentのステータス
を確認

net start

注意注意注意注意 : Windows NTまたはWindows 2000では、Intelligent Agentを起動する
のに lsnrctlコマンドを使用しないでください。このコマンドはサポートされ
ていません。Windows NTまたはWindows 2000では、netコマンドを使用し
てください。
                                                                    Intelligent Agentの起動および停止 5-3



UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止
UNIXでのでのでのでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止
UNIXでは、Oracle Enterprise Managerは lsnrctlコマンドを使用して Intelligent Agent
を起動および停止します。UNIX Intelligent Agentを制御するための関連する lsnrctlコマ
ンドは、次のとおりです。

また、コマンド・プロンプトで ps -ef | grep dbsnmpと入力しても Intelligent Agent
のステータスを検査できます。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

UNIXプラットフォームでの Intelligent Agentの起動 lsnrctl dbsnmp_start

UNIXプラットフォームでの Intelligent Agentの停止 lsnrctl dbsnmp_stop

Intelligent Agentのステータスの確認 lsnrctl dbsnmp_status

注意注意注意注意 : Intelligent Agentの停止および起動は、Intelligent Agentソフトウェ
アの所有者が行ってください。そうしない場合、Intelligent Agentの内部情
報の作成時に許可問題が発生する可能性があります。
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                                                       コンソールの設
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コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定

Oracle Enterprise Managerコンソールは、管理者用のグラフィカル・インタフェースです。
コンソールからは、次のタスクを実行できます。

� 複数のデータベースの集中的な管理、診断およびチューニング

� Oracle製品およびデータベース以外のサービスの管理

� 使用している Oracle製品ファミリおよびサードパーティ・サービスの状態の、1日 24時
間にわたる効率的な監視と対応

� 複数のノードで実行されるジョブの、様々な間隔によるスケジュール

� ネットワーク・サービスでのイベントの監視

� データベースやその他のサービスを論理的な管理グループごとにまとめて、表示をカス
タマイズ

この章の内容は、次のとおりです。

� Enterprise Managerコンソールの起動

� サービスの検出

� 管理者アカウントの作成

� Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行

� イベント・システムの設定

� ジョブ制御システムの設定

� ポケットベル・サービスの構成および起動

� 電子メール通知およびポケットベル通知の設定

� Management Server接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの構成

� バックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・ データベースの構成

� 日付書式の設定
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Enterprise Managerコンソールの起動
Enterprise Managerコンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動
コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・ユー
ザー・インタフェース（GUI）により、Oracle環境を一元的に制御できます。

リポジトリを作成して、Management Serverと Intelligent Agentを起動すると、Enterprise 
Managerコンソールを起動できるようになります。

Enterprise Managerコンソールを起動するには、次のステップを実行します。

1. Enterprise Managerコンソールを起動します。

� Windowsプラットフォームの場合

「スタート」メニュー→「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Enterprise 
Manager」で「コンソール」を選択します。

コンソールは、コマンド行で

oemapp console

と入力しても起動できます。

� UNIXの場合

コマンド行で、次のように入力します。

oemapp console

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

Oracle Enterprise Managerログイン画面が表示され、管理者名とパスワードを入力する
ように要求されます。

2. Oracle Enterprise Managerに初めてログインする場合は、デフォルトの接続情報（管理
者名とパスワード）を入力します。

管理者 = sysman

パスワード = oem_temp

これらの接続情報は、デフォルトのスーパー管理者アカウントのものです。Enterprise 
Managerを最初に起動する場合は、スーパー管理者としてログインしてください。スー
パー管理者アカウントを使用して別の管理者アカウントがすでに作成されている場合
は、別の管理者としてログインできます。

注意注意注意注意 : Webブラウザから Enterprise Managerを起動することもできます。
Enterprise Manager Webサイトのインストール、およびWebブラウザを設
定して Enterprise Managerを実行する方法の詳細は、6-6ページの「Webブ
ラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行」を参照してください。
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Enterprise Managerコンソールの起動
3. プルダウン・リストから、Management Serverが稼働しているノード名を選択します。
選択したノード上のManagement Serverは、アクセスするリポジトリで構成されてい
る必要があります。

Management Serverが稼働しているノード名がプルダウン・リストに表示されない場
合、次の手順に従います。

a. 「Management Server」フィールドの右側にある「Management Server」ボタンをク
リックします。「Management Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「追加」ボタンをクリックします。「Management Serverの追加」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

c. Management Serverが稼働しているノード名を指定して、「OK」をクリックしま
す。

d. プルダウン・リストから、Management Serverが稼働しているノード名を選択しま
す。

4. 最初にログインしたときに、セキュリティ・ログインのダイアログ・ボックスが表示さ
れ、ここでデフォルトのスーパー管理者パスワードを変更できます。パスワードはただ
ちに変更してください。

最初にコンソールを起動すると、検出ウィザードが表示されます。これを使用して、ネット
ワーク・サービスを識別し、コンソールのナビゲータ・ツリーに簡単に移入できます。

注意注意注意注意 : このステップを実行する前に、Management Serverをインストール
して構成しておく必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerによりノード名が解決され、マシンの標
準名が使用されることがあります。以降のダイアログ画面では、この名前が
使用されます。たとえば、orange-pcという名前は orange-pc.us.oracle.com
という名前に変更される場合があります。

注意注意注意注意 : パスワードは、半角英数字 8文字までです。
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サービスの検出
サービスの検出サービスの検出サービスの検出サービスの検出
Oracle Enterprise Managerには、ネットワーク・サービスを識別し、コンソールのナビゲー
タ・ツリーに移入するための、サービスの検出ウィザードがあります。データベースやリス
ナーなどのサービスは、Enterprise Managerのコンポーネントによって管理できます。

Management Serverが稼働しているマシンに Intelligent Agentがインストールされていて稼
働している場合、コンソールの起動時には、そのマシンで管理可能なサービスが自動的に検
出されます。コンソールのナビゲータには、Management Serverマシンで検出されたサービ
スがすべて表示されます。

その他のノードを検出するには、次のようにします。

1. コンソールの「ナビゲータ」メニューで「ノードの検出」を選択します。

2. 検出ウィザードが表示された場合は、イントロダクションを確認し、「次へ」を押して
処理を続行します。

3. 「ノードの指定」ページが表示された場合は、テキスト・ウィンドウにノード名または
IPアドレスを指定します。テキスト・ウィンドウに、検出するノードまたは IPアドレ
スを、空白、カンマ、タブで区切るか、または改行して入力すると、複数ノードのサー
ビスを一度に検出できます。「次へ」をクリックして処理を続行します。

4. 「進行」ページが表示され、ノード検出の状態が示されます。ノードが正常に検出され
た場合は、チェックマークが表示されます。ノードの検出に失敗した場合は、「X」が表
示されます。エラーが発生した場合、エラーの理由を説明するエラー・テキストが表示
され、処理を続行するのに必要な情報が示されます。検出プロセスが終了した後で、
「完了」ボタンをクリックします。

5. 「検出結果」ダイアログ・ボックスが表示され、自動的に検出された、または検出され
なかったノードが示されます。「OK」ボタンをクリックして、ダイアログ・ボックスを
取り消します。

ノードで自動検出に失敗した場合は、「進行」ページの「次へ」ボタンをクリックしま
す。「エラー」ページが表示され、ここで失敗したノードに対して、再試行、スキップ
または手動による検出を行うかどうかを選択できます。

検出に失敗したノードの一部で Intelligent Agentが稼働している場合は、そのノードを
ナビゲータに追加し、手動検出を使用してそのノードにデータベースを追加できます。
データベースのみが追加されます。手動検出では、次の情報を入力するように要求され
ます。

� データベース名

� SID

� 通信に使用する TCP/IPポート

手動で追加したノードに対しては、ジョブをスケジュールすることも、イベントを登録
することもできません。このノードの情報を収集するには、別のノードの Data 
Gathererを使用します。
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管理者アカウントの作成
ノードが検出できない場合は、そのノードが停止していないか、またはノードで
Intelligent Agentが稼働しているかを確認してください。また、TCP/IPネットワーク・
プロトコルを使用しているかどうかも確認します。サービスの検出の詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。

管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成
Enterprise Managerリリース 2.2は、複数管理者システムです。つまり、Enterprise 
Managerを使用してシステムを管理する人それぞれが、コンソールへのログインに使用する
管理者アカウントを持ちます。

Enterprise Managerをインストールすると、sysmanという名前のスーパー管理者が 1つ作
成されます。スーパー管理者 sysmanは、「システム」メニューの「管理者の管理」項目を
使用して管理者を作成できます。各アカウントには、管理者名とパスワードの他に、スー
パー管理者アカウントであるか、またはジョブまたはイベント（あるいはその両方）のみに
アクセスできるアカウントであるかを指定できます。この 2種類のアカウントには、次のよ
うな違いがあります。

� スーパー管理者スーパー管理者スーパー管理者スーパー管理者には、すべてのオブジェクトに対する完全な権限が自動的に設定されま
す。大部分のスーパー管理者は、日常的な操作用に別のアカウントも持ちますが、
Management Serverの起動および停止、Oracle Enterprise Managerの新規管理者の作
成、ポケットベル・サーバーの構成、または他の管理者のスケジュール・チェックな
ど、スーパー管理者のみが実行できる特別な操作にはスーパー管理者アカウントを使用
します。日常の管理作業での sysmanアカウントの使用は、お薦めできません。スー
パー管理者アカウントは、UNIXの rootまたはWindows NTまたはWindows 2000の
Administratorのように、削除も名前変更もできないユーザーです。これは、どのよ
うなタスクも実行できるユーザーです。このため、このアカウントは、環境を設定する
場合にのみ使用してください。必要な DBAアカウントを作成した後は、sysmanを使
用しないでください。

� 通常の管理者通常の管理者通常の管理者通常の管理者は、コンソールの他のすべての操作に完全にアクセスできますが、参照
し、変更できるのは、アクセス権のあるジョブ、イベントまたはグループに限られま
す。

注意注意注意注意 : 手動で検出されたノードは、自動検出を行う前にナビゲータ・ツリー
から削除しておく必要があります。

注意注意注意注意 : 同じ名前のサービスが 2つ以上検出された場合、サービス・タイプに
関係なく、検出されたサービスの一方のみがナビゲータに表示されます。
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Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行
通常、すべての管理者が Enterprise Managerリリース 2.2のリポジトリ 1つを共有するた
め、管理者どうしで情報を共有できます。複数のリポジトリを設定できますが、異なるリポ
ジトリを使用する管理者は他の管理者の情報にアクセスできないため、リポジトリ間での
データの共有はできません。リポジトリに格納されている管理データは、管理者の持つ許可
に基づいてフィルタ処理されます。

管理者アカウントごとに、優先接続情報リストを設定する必要があります。管理者がナビ
ゲータまたはスタンドアロン・アプリケーションを介して接続する場合、その管理者に定義
された優先接続情報リストが使用されます。

コンソールの「システム」メニューの「管理者の管理」で、Enterprise Managerの管理者を
作成、編集および削除する方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参
照してください。

Webブラウザからのブラウザからのブラウザからのブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行の実行の実行の実行
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2では、管理者は、任意のマシンでサービスを管理で
きます。管理者は、Oracle Enterprise Managerを、ファット・クライアントまたはシン・ク
ライアントとして実行できます。

注意注意注意注意 : ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerは、Windows 2000、
Windows NT、Windows 95およびWindows 98のオペレーティング・シス
テムでサポートされています。
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Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行
図図図図 6-1 クライアントのタイプクライアントのタイプクライアントのタイプクライアントのタイプ

ファット・クライアントは、ローカルにインストールされている Oracle Enterprise Manager
ファイルを使用します。シン・クライアントは、Webブラウザを使用して、Oracle 
Enterprise ManagerファイルがインストールされているWebサーバーに接続します。いず
れのタイプのクライアントでも、使用できる機能は同じです。つまり、管理者はファット・
クライアントまたはシン・クライアントのどちらからでも、同じ管理タスクを行うことがで
きます。ただし、Oracle Enterprise Managerの製品ファミリのすべてのコンポーネントが、
Webブラウザでサポートされているわけではありません。詳細は、次の表を参照してくださ
い。

製品製品製品製品
ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行可実行可実行可実行可

ブラウザで実行ブラウザで実行ブラウザで実行ブラウザで実行
不可不可不可不可

Oracle Enterprise Managerコンソール ○

Oracle DBA Management Pack ○

Oracle Diagnostics Packまたは Oracle Management Pack for Oracle 
Applicationsで使用できる Oracle Advanced Events

○

Oracle Tuning Pack ○

Oracle Diagnostics Pack ○
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Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行
Webブラウザから Oracle Enterprise Managerを実行するには、次のインストールおよび構
成ステップを実行します。

例例例例 1 クライアント・インストールクライアント・インストールクライアント・インストールクライアント・インストール
Webブラウザをインストールします。

サポートされているWebブラウザは、次のとおりです。

� Netscape Navigator 4.7以上（Windows 2000、Windows NT、Windows 95および
Windows 98）

� Microsoft Internet Explorer 5.0以上（Windows 2000、Windows NT、Windows 95およ
びWindows 98）

例例例例 2 サーバー側インストールサーバー側インストールサーバー側インストールサーバー側インストール
1. Webサーバーを実行しようとするノード上の Oracle Enterprise Managerホームに、 

oem_webstageという名前のディレクトリまたはフォルダがあるか確認します。

このディレクトリが Oracle Enterprise Managerホームにあれば、Enterprise Manager 
Webサイトはすでにインストールされています。そうでない場合、次のいずれかのイン
ストールを実行する必要があります。

� 「Oracle8i Enterprise Edition 8.1.7.0.0」→「カスタム」

� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「Oracle Management Server」

Oracle Change Management Pack ○

Oracle Management Pack for Oracle Applications ○

Oracle Standard Management Pack ○

Oracle Parallel Server Manager（統合アプリケーション） ○

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Server Managerは、Webブラウザからの実行をサ
ポートする唯一の統合アプリケーションです。

注意注意注意注意 : Microsoft Active Desktopから実行されているMicrosoft Internet 
Explorerの使用はサポートされていません。

製品製品製品製品
ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行可実行可実行可実行可

ブラウザで実行ブラウザで実行ブラウザで実行ブラウザで実行
不可不可不可不可
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Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行
� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「カスタム」

対象のデータベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

Oracle Enterprise Manager Webサイトには、Oracle Enterprise Managerコンソール、
DBA Management Pack、統合アプリケーション、 Quick Tour、英語ドキュメントおよ
び英語 Readmeのファイルがインストールされます。

2. デフォルトで Enterprise Managerにパッケージされた Oracle HTTP Serverがすでにイ
ンストールされている場合、次のステップを実行して開始します。

Windows NTまたはまたはまたはまたはWindows 2000の場合の場合の場合の場合

Oracle HTTP Serverを起動するには、次のようにします。

a. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」
アイコンをダブルクリックします。

b. 「OracleHTTPServer_<Oracle_Home_Name>」サービスを選択します。

c. 「起動」ボタンをクリックして、Oracle HTTP Serverを起動します。

UNIXの場合の場合の場合の場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Serverを起動できます。

$Oracle_Home/Apache/Apache/bin/apachectl start

Oracle HTTP Serverを停止するには、次のステップを実行します。

Windows NTまたはまたはまたはまたはWindows 2000の場合の場合の場合の場合

Windows NTまたはWindows 2000で Oracle HTTP Serverを停止するには、次のス
テップを実行します。

a. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」
アイコンをダブルクリックします。

b. 「OracleHTTPServer_<Oracle_Home_Name>」サービスを選択します。

c. 「停止」ボタンをクリックして、Oracle HTTP Serverを停止します。

UNIXの場合の場合の場合の場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Serverを停止できます。

$Oracle_Home/Apache/Apache/bin/apachectl start

3. デフォルトで Enterprise Managerにパッケージされた Oracle HTTP Serverをインス
トールしていない場合は、サポートされているWebサーバーをインストールし、その
ディレクトリ・マッピングを構成する必要があります。

Oracle HTTP Server以外のWebサーバーを使用する場合は、次のWebサーバーがサ
ポートされています。
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� Apache 1.3.9以上（UNIX）

� Internet Information Server（IIS）4.0（Windows NTまたはWindows 2000）

前述のWebサーバーを構成する方法の詳細は、付録 F「Webサーバーの構成とディレ
クトリ・ マッピング」を参照してください。

例例例例 3 ブラウザベースのブラウザベースのブラウザベースのブラウザベースの Oracle Enterprise Managerの実行の実行の実行の実行
前述のステップを実行すると、ブラウザベースで Oracle Enterprise Managerを実行できる
ようになります。

1. Webブラウザを起動して、Webサーバーがインストールされている場所に関係なく、
次の URLを指定します。

http://<webserver hostname>:<port number>/

たとえば、次のようになります。

http://jfox-sun.us.oracle.com:3339/

索引（EMWebSite.html）ページが表示されます。索引ページでは、様々な製品、ド
キュメントおよびWebサイトを起動できます。

2. この索引ページで、接続するManagement Serverのマシン名を入力して、起動するア
プリケーションのアイコンまたはアプリケーション名をクリックします。

注意注意注意注意 : Webブラウザから Enterprise Managerを実行するには、各自のWeb
ブラウザで使用する目的で構成されているプロキシを削除する必要がありま
す。プロキシを削除するには、次の方法があります。

� Webブラウザのプロキシ設定を使用して、ネットワークに直接接続する
ように選択します。または、

� プロキシを手動で構成するように選択します。ここでは、Enterprise 
Manager Webサイトを実行しているWebサーバーのプロキシを使用し
ないように指定します。

プロキシで問題が発生した場合は、D-13ページの「Webブラウザのトラブル
シューティング」 を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle HTTP Serverのポート番号は 3339です。
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図図図図 6-2 EMWebSite.htmlページページページページ

3. 最初に URLを入力する場合は、Oracle JInitiatorプラグインのリリース 1.1.7.30をイン
ストールする必要があります。

� Netscapeでは、プラグインのインストールを自動的に要求されます。

� Microsoft Internet Explorerでは、索引ページの「Download Plug-in」リンクをク
リックすると、プラグインをインストールできます。

4. プラグインのページの指示に従って、プラグインをインストールします。ご利用のマシ
ンおよびネットワーク環境によっては、プラグインのインストールに時間がかかること
があります。

5. Javaプラグインをインストールした後、Webブラウザを起動し、次の URLを入力しま
す。

注意注意注意注意 : 初回のみプラグインをインストールするように要求されますが、イン
ストール前にこれを終了または取り消すと、次回にブラウザベースの
Enterprise Managerを起動しても、インストールは要求されなくなります。
このような場合にプラグインをインストールするには、索引ページの
「Download Plug-in」リンクをクリックして Javaプラグインをダウンロード
します。
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http://<webserver hostname>:<port number>/

索引（EMWebSite.html）ページが表示されます。索引ページでは、様々な製品、ド
キュメントおよびWebサイトを起動できます。

6. この索引ページで、接続するManagement Serverのマシン名を入力して、起動するア
プリケーションのアイコンまたはアプリケーション名をクリックします。

7. するとダイアログ・ボックスが表示され、次のように説明されます。

� アプリケーションをこのブラウザ・ウィンドウから起動したため、コンソール、
DBA Studioまたは SQL*Plus Worksheetを停止しないと、Oracle Enterpriseコン
ソール 2.2の画面を閉じることはできません。

� コンソール、DBA Studioまたは SQL*Plus Worksheetを停止しなくても、
EMWebSiteは終了できます。

Javaプラグインをインストールすると、「Oracle Enterprise Managerログイン」ダイア
ログ・ボックスが表示されます。

8. Oracle Enterprise Managerに初めてログインする場合は、デフォルトの接続情報（管理
者名とパスワード）を入力します。

管理者 = sysman

パスワード = oem_temp

これらの接続情報は、デフォルトのスーパー管理者アカウントのものです。Enterprise 
Managerを最初に起動する場合は、このスーパー管理者としてログインしてください。
スーパー管理者アカウントを使用して別の管理者アカウントがすでに作成されている場
合は、別の管理者としてログインできます。

注意注意注意注意 : ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerを最初に起動するとき
は時間がかかることがあります。また、ダイヤル・アップ接続を行っている
場合には、ダウンロード時間が長くなりますが、回線スピードによって時間
は異なります。ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerを初めて起動す
るときは、進捗状況ダイアログが表示されます。

注意注意注意注意 : 指定したManagement Serverに接続できない場合は、索引
（EmWebSite.html）ページに戻って、Management Serverの別のマシン名を
指定してください。Oracle Enterprise Managerログイン画面で、
Management Serverのマシン名を入力することはできません。
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索引（EMWebSite.html）ページに戻ると、ドキュメント、リリース・ノート、Quick 
Tourおよびその他のWebサイトを起動できます。また、索引ページは、コンソールを
閉じなくても終了できます。

9. URLのブックマークを作成します。

イベント・システムの設定イベント・システムの設定イベント・システムの設定イベント・システムの設定
Oracle 8.0.6以上のデータベースでは、Oracleデータベース作成スクリプトによって
OEM_MONITORロールが作成されます。このロールによって、データベースに対するイベ
ント（表領域満杯、バッファ・キャッシュ・ヒット率）の実行や、コンソールのナビゲー
タ・ツリーを介したデータベース内のオブジェクトの参照など、Enterprise Manager内の
データベース機能にアクセスすることができます。このような機能を使用するには、これら
の操作を実行するためのデータベース接続情報が必要になります。多くの管理者は、データ
ベース接続情報に高度な DBAロールを付与するよりも、これらの操作を実行するのに必要
最小限の権限を設定するほうを好みます。データベース接続情報に OEM_MONITORロール
を付与すれば、これらの操作に必要最小限の権限がユーザーに設定されます。

7.3.xデータベースのデータベース・ユーザーは、OEM_MONITORロールを手動で定義する
必要があります。

次のステップを実行する必要があります。

1. OEM_MONITORというロールを作成します。

drop role OEM_MONITOR;
create role OEM_MONTOR:

2. “connect”ロールを OEM_MONITORに付与します。

grant connect to OEM_MONITOR;

3. システム権限の “analyze any”および “create table”を OEM_MONITORに付与します。

grant analyze any to OEM_MONITOR;

注意注意注意注意 : ブラウザベースの Enterprise Managerアプリケーションを実行する
場合にアクセスできる URLは 1つだけです。1台のマシンから複数の URL
を介してブラウザベースの Enterprise Managerアプリケーションにアクセス
することはできません。

注意注意注意注意 : OEM_MONITORロールは、SYSアカウントを使用して作成する必要
があります。
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grant create table to OEM_MONITOR;

4. sc_role.sqlに定義されているように SELECT_CATALOG_ROLEロールを作成します。

5. SELECT_CATALOG_ROLEを OEM_MONITORロールに付与します。

grant select_catalog_role to OEM_MONITOR;

これで、Enterprise Managerでデータベース優先接続情報リストとして使用される
OEM_MONITORロールをデータベース・ユーザーに付与できます。ユーザーに
OEM_MONITORロールを付与する他にも、ユーザー・アカウントのQUOTAが
UNLIMITEDに設定されていることを確認する必要があります。

「連鎖行」イベント・テストでは、結果を表にして分析する必要があるため、“analyze any”
と “create table”の両方の権限が必要です。

ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定
この項には、ジョブのためにコンソールの設定に関する情報が記載されています。

ジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のための Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000ユーザー・ユーザー・ユーザー・ユーザー・
アカウントの作成アカウントの作成アカウントの作成アカウントの作成

Intelligent Agentによって、管理対象ノードでジョブを実行するには、次の要件を満たす必
要があります。

� 拡張ユーザー権限「バッチ ジョブとしてログオン」を持つWindows NTまたは
Windows 2000ユーザー・アカウントがあること。権限は、既存のローカル・ユーザー
またはドメイン・ユーザー、あるいは新規のWindows NTまたはWindows 2000ユー
ザーに割り当てられます。

� Oracle Enterprise Managerコンソールで、そのユーザーにノードの優先接続情報リスト
が設定されていること。6-17ページの「管理対象サービスの優先接続情報リストの設
定」を参照してください。

� ユーザーに、ORACLE_HOME¥NETWORKディレクトリに対する読取り /書込み権限と、
TEMPディレクトリまたは ORACLE_HOMEディレクトリに対する削除権限があること。

多くのコンポーネントで、Intelligent Agentノードからサーバー・ノードに対してジョブを
発行できるようにするには、Windows NTまたはWindows 2000のユーザー・アカウントが
必要です。

注意注意注意注意 : “analyze any”権限は、索引再作成イベントで統計を計算するときに
使用されます。
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管理対象ノードごとに、Windows NTまたはWindows 2000ユーザー・アカウントを作成す
る必要があります。次の 3つの手順のいずれかに従ってください。

Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000の新規ユーザー・アカウントの作成の新規ユーザー・アカウントの作成の新規ユーザー・アカウントの作成の新規ユーザー・アカウントの作成
Intelligent AgentがインストールされているWindows NTまたはWindows 2000マシンで新
規のWindows NTまたはWindows 2000ユーザー・アカウントを作成し、このユーザーに
「バッチ ジョブとしてログオン」権限を付与するには、次の手順を実行します。

1. Windows NTまたはWindows 2000の「スタート」メニューで、「管理ツール」から
「ユーザー マネージャ」を選択します。このツールの詳細は、Windows NTまたは

Windows 2000のドキュメントを参照してください。

2. 「ユーザー」メニューから「新しいユーザー」を選択して、次のことを確認します。

� 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていません。

� ユーザー名として “SYSTEM”または “system”を使用できません。

3. Windows NTまたはWindows 2000の「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原
則」メニューで、「ユーザーの権利」オプションを選択します。

4. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

5. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

6. 選択したユーザーにこの権限を付与します。

既存の既存の既存の既存の Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000ユーザー・アカウントへのユーザー・アカウントへのユーザー・アカウントへのユーザー・アカウントへの
権限の割当て権限の割当て権限の割当て権限の割当て
既存のローカル・ユーザー・アカウントに権限を割り当てるには、次の手順を実行してくだ
さい。

1. 「ユーザー マネージャ」パネルでユーザーを選択し、次のことを確認します。

� 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていません。

� ユーザー名として “SYSTEM”または “system”が使用されていません。

注意注意注意注意 : 「バッチ ジョブとしてログオン」権限を設定しない場合、ノードで
ジョブを実行しようとすると、「ユーザー認証に失敗しました。」というメッ
セージが表示されます。
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2. Windows NTまたはWindows 2000の「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原
則」メニューで、「ユーザーの権利」オプションを選択します。

3. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

4. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

5. このユーザーに、高度なユーザー権利を追加します。

6. 「追加」ボタンをクリックします。

a. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します。（自分のドメインを選
択）

b. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

c. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

7. 「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。

Intelligent Agentとしてのとしてのとしてのとしての Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000ドメイン・ドメイン・ドメイン・ドメイン・
ユーザーの構成ユーザーの構成ユーザーの構成ユーザーの構成

Intelligent Agentユーザーとしてドメイン・ユーザーを構成するには、次の手順を実行して
ください。

1. Windows NTまたはWindows 2000の「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原
則」メニューで、「ユーザーの権利」オプションを選択します。

2. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

3. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

4. 「追加」ボタンをクリックします。

a. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します。（自分のドメインを選
択）

b. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

注意注意注意注意 : Windows NTまたはWindows 2000のドメイン・ユーザーは、マシ
ンがプライマリ・ドメイン・コントローラ（PDC）の場合のみ機能します。
これ以外の場合は、「VNI-2015:　認証エラー」でジョブが失敗します。PDC
以外のすべての環境では、アカウントはマシンに対してローカルにしてくだ
さい。
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c. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

5. 「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。

管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定
管理対象ノードで Intelligent Agentによってジョブの実行またはイベントの監視を行うに
は、そのノードで実行されているサービスに対して、各管理者が有効な接続情報を指定する
必要があります。優先接続情報リストは、管理対象サービスごとにコンソールから設定され
ます。

コンソールで優先接続情報リストを設定するには、次の手順に従ってください。

1. 「システム」→「作業環境」→「優先接続情報リスト」を選択して、Intelligent Agentに
よる管理が可能なサービスを表示します。

2. 認証が必要な管理対象サービスには、ユーザー名、パスワードおよびロールなど、その
サービスに該当する接続情報を入力します。

3. あるタイプの複数のサービスに同じ接続情報が必要な場合、そのサービス・タイプに
<デフォルト >の接続情報を選択して、同じタイプのすべてのサービスにその接続情報
が使用されるようにします。

たとえば、Administrator_1が、管理対象のすべてのデータベースで admin1という
ユーザー名と pass1というパスワードを持っているとすると、<デフォルト >データ

注意注意注意注意 : ローカル・ユーザーとドメイン・ユーザーの名前が同じである場合、
ローカル・ユーザーが優先されます。

注意注意注意注意 : ドメイン・ユーザーを設定する場合には、ドメイン・パスワードに
ローカル・パスワードと同じものを設定して、このドメイン・ユーザー・ア
カウントを使用してジョブを発行したときに、スケジュールされたジョブを
実行できるようにします。

注意注意注意注意 : Parallel Serverのすべてのインスタンスで、Oracle Parallel Serverと
同じ優先接続情報リストを使用することをお薦めします。
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ベースのエントリには、接続情報として admin1/pass1のみを入力することになりま
す。データベース管理作業では、すべてこの <デフォルト >の接続情報が使用されま
す。

また、admin1および pass1以外の接続情報が必要なデータベースが 1つしかない場合
は、その特定のデータベースを選択して、異なる接続情報を入力できます。

Intelligent Agentでは、すべてのジョブおよびイベントに対してユーザー名とパスワードの
認証が行われます。優先接続情報リストを正しく設定しないと、ジョブやイベントは失敗す
る可能性があります。

Windows NTまたはWindows 2000ユーザーの場合は、（Windows NTまたはWindows 
2000の Intelligent Agentが存在する）ノードの優先接続情報リストを、「バッチ ジョブとし
てログオン」に設定されたユーザーと同じに設定する必要があります。

ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動
Oracle Enterprise Managerでポケットベル機能を使用して通知を受ける場合は、Oracle 
Enterprise Manager Paging Serverをインストールする必要があります。このポケットベル・
サービスは、Oracle Enterprise Managerの基本インストールの一部としてはインストールさ
れず、カスタム・インストール・タイプでインストールされます。詳細は、対象のデータ
ベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

Oracle Enterprise Manager内の通知用にポケットベルを利用する場合、インストールが必要
なポケットベル・サービスは 1つのみです。

ポケットベル・サービスでは、数字または英数字のポケットベルをサポートしており、次の
ポケットベル・サービス・プロトコルを使用しています（英数字のポケットベルのみ）。

� TAP（Telocator Alphanumeric Protocol）

� GSM（Global System for Mobile Communications）

重要重要重要重要 : 優先接続情報リストの変更内容は、以前に登録されたジョブおよびイ
ベントに対して自動的には伝播されません。これらのジョブおよびイベント
を新しい優先接続情報リストで更新するには、そのジョブとイベントの登録
を解除してから再登録する必要があります。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サーバーはWindows NTまたはWindows 2000でし
か使用できませんが、ポケットベル・サーバーの構成は UNIXプラット
フォームおよびWindowsプラットフォームのどちらでもできます。
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� FLEXTD

英数字のポケットベルを使用するには、ポケットベル・サービス・プロバイダでモデムを
コールするための電話番号と、ポケットベルの Pin番号が必要です。コールする電話番号に
ついては、ポケットベル・サービス・プロバイダにお問い合わせください。これは、ポケッ
トベルを送信するためのモデムの番号です。

ポケットベル・プロバイダが、ポケットベルへの電子メール送信を行っている場合もありま
す。その機能が備わっている場合は、通知に電子メールを使用するように管理者の作業環境
を構成し、ポケットベルを電子メールの受信機として指定できます。この方法は、多くのプ
ロバイダで携帯電話に通知を送る場合にも使用されます。

ポケットベル・サービスは自動的には構成されません。ポケットベルを構成するには、次の
手順に従います。

ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定
ポケットベル・サービスを実行するマシンで、次の指示に従ってください。

1. モデムをインストールします。

2. モデム設定を指定します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「モデム」を選択します。

b. 「モデム プロパティ」ページで「ダイヤルのプロパティ」をクリックし、次のパラ
メータを設定して、ダイヤル方法を指定します。

* ダイヤルする市外局番。

* ダイヤルする国。

* 外線にアクセスする方法。外線にアクセスする際にダイヤル番号が必要ない場
合は、このフィールドは空白にしておいてください。

c. 「モデム プロパティ」ページの「プロパティ」をクリックして「最高速度」パラ
メータを設定します。最高速度は 9600ボーに設定することをお薦めしますが、各
自のシステムに最適なボー・レートを設定してください。

注意注意注意注意 : モデムは、ポケットベル・サービスを実行するWindows NTまたは
Windows 2000マシンにインストールしてください。
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3. Oracle Enterpriseポケットベル・サーバーをインストールします。詳細は、対象のデー
タベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

4. ポケットベル・サービスを起動します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>PagingService」を選択し、「起動」をクリック
します。

コマンド・プロンプトで次のように入力して、ポケットベル・サービスを起動すること
もできます。

oemctrl start paging

ポケットベル・サーバーの追加ポケットベル・サーバーの追加ポケットベル・サーバーの追加ポケットベル・サーバーの追加

1. Enterprise Managerコンソールで、「システム」メニューの「作業環境」を選択します。
「編集 管理者作業環境」プロパティ・シートが表示されます。「通知」タブをクリックし
て、「通知」ページにアクセスします。

2. 「通知」ページのツリー・リストから「ポケットベル・サーバー」を選択します。

注意注意注意注意 : ボー・レートを 9600よりも大きな値に設定すると、ポケットベル・
サービス・キャリアでデータが失われることがあります。9600というモデム
のボー・レートは、推奨値にすぎません。ご使用のシステムに最適のボー・
レート設定を見つけてください。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サーバーを追加できるのはスーパー管理者のみです。
この機能は、通常の管理者には使用できません。
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図図図図 6-3 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境 :　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー

3. 「ポケットベル・サーバー」をマウスの右ボタンでクリックしてポップアップ・メ
ニューを表示し、「追加」項目を選択するか、または右側の詳細ビューで「サーバーの
追加」アイコンをクリックします。

4. 「ポケットベル・サーバーの追加」ダイアログ・ボックスが表示されたら、ポケットベ
ル・サーバーを実行するマシンの名前を入力します。

図図図図 6-4「ポケットベル・サーバーの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・サーバーの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・サーバーの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・サーバーの追加」ダイアログ・ボックス

5. 「OK」ボタンを押します。
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指定したホスト名のポケットベル・サーバーがコンソールで検出されない場合、「VD-4362: 
ポケットベル・サーバーを追加できません。ポケットベル・サーバー <hostname>が停止中
です。」というエラーが表示されます。

ポケットベル・サーバーが検出されると、ツリー・リストの「ポケットベル・サーバー」オ
ブジェクトの下に新しいポケットベル・サーバー・オブジェクトが追加されます。新しいポ
ケットベル・サーバーにはポケットベル・キャリアはありません。ポケットベルが機能する
ためには、少なくとも 1つのポケットベル・キャリアを追加する必要があります。

ポケットベル・キャリアの追加ポケットベル・キャリアの追加ポケットベル・キャリアの追加ポケットベル・キャリアの追加

1. 「通知」ページのツリー・リストから「ポケットベル・キャリア」を選択します。

2. 「ポケットベル・キャリア」をマウスの右ボタンでクリックしてポップアップ・メ
ニューを表示し、「キャリアの追加」項目を選択するか、または右側の詳細ビューで
「キャリアの追加」アイコンをクリックします。

3. 「ポケットベル・キャリアの追加」ダイアログ・ボックスが表示されたら、フィールド
に入力します。

図図図図 6-5「ポケットベル・キャリアの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・キャリアの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・キャリアの追加」ダイアログ・ボックス「ポケットベル・キャリアの追加」ダイアログ・ボックス

注意注意注意注意 : 新しいポケットベル・キャリアを追加できるのはスーパー管理者のみ
です。この機能は、通常の管理者には使用できません。
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定義した後は、ツリー・リストで適切なポケットベル・サーバーおよびキャリアのオブ
ジェクトを拡張すると、ポケットベル・キャリアが表示されます。

� 名前

ポケットベル・キャリアの名前。フィールドでは、英数字およびアンダースコアを
使用できます。

� タイプ

ポケットベル・キャリアのタイプ。Enterprise Managerでは、「英数字」または
「数字」がサポートされています。

� プロトコル

「TAP」、「FLEXTD」または「GSM」。プロトコル選択は、キャリアの「タイプ」が
「英数字」の場合にのみ使用可能になります。

� 接続プロパティ

* 国コード :　国際通話の場合、ポケットベルにダイヤルするときに使用する国
コード。

* 地域コード :　このポケットベルが所在する国で使用される地域コード。

* 番号 :　ポケットベルのローカル・ダイヤル番号。

* 接尾辞 :　これにより、ポケットベル・キャリアからのボイス・メッセージの
識別が可能になり、ポケットベルで呼び出される人は、プッシュホン使用時に
複数のオプションから選択できます。たとえば、カンマは休止として使用でき
ます。「接尾辞」フィールドでは、整数、カンマ、ポンド記号および星印（ア
スタリスク）を入力できます。

� ダイヤル・プロパティ

* タイムアウト（秒）:　ポケットベルの呼出しに成功するまでに許容される最大
ダイヤル時間。

* 遅延（秒）:　ダイヤルまでの遅延時間。

4. 「OK」ボタンを押します。

注意注意注意注意 : このオプションは、ポケットベル・キャリア・タイプが「数字」に設
定されている場合にのみ使用可能になります。
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ポケットベル通知の作業環境の指定ポケットベル通知の作業環境の指定ポケットベル通知の作業環境の指定ポケットベル通知の作業環境の指定
ポケットベル・サーバーとそのキャリアを構成するのはスーパー管理者ですが、ポケットベ
ル通知を受けるすべての管理者は、次のステップを実行して自分の通知作業環境を指定する
必要があります。

1. コンソールにログインします。

a. 「システム」→「作業環境」→「通知」を選択します。次に、ツリー・リストで
「ポケットベル」を選択して、右側の詳細ビューに「ポケットベルの設定」を表示
します。

b. ドロップダウン・リストからポケットベル・サービス・キャリアを選択します。

c. 英数字のポケットベルの場合は、Pin番号を入力します。数字ポケットベルの場合
は、このフィールドは空白のままとします。

d. 「テスト」ボタンをクリックしてポケットベル通知をテストします。

2. 通知スケジュールを設定します。これを設定しておかないと、ポケットベル通知は受け
られません。

a. コンソールの「システム」→「作業環境」→「スケジュール」を選択します。

b. ポケットベルでの通知を受けるタイミングを選択します。ポケットベルで通知され
る日付や時刻を選択しない場合は、通知を受け取ることはできません。

通知のスケジュールを設定する方法は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を
参照してください。

その他のポケットベル・サーバー操作その他のポケットベル・サーバー操作その他のポケットベル・サーバー操作その他のポケットベル・サーバー操作

ポケットベル・サーバーの削除ポケットベル・サーバーの削除ポケットベル・サーバーの削除ポケットベル・サーバーの削除

1. 「通知」ページのツリー・リストから、削除するポケットベル・サーバー・オブジェク
トを選択します。

2. ポケットベル・サーバー・オブジェクトをマウスの右ボタンでクリックしてポップアッ
プ・メニューを表示し、「削除」項目を選択するか、または右側の詳細ビューで「サー
バーの削除」アイコンをクリックします。

「削除 ポケットベル・サーバー <servername>?」という警戒ダイアログが表示されます。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サーバーを削除できるのはスーパー管理者のみです。
この機能は、通常の管理者には使用できません。
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3. 「はい」をクリックします。コンソールにより、ポケットベル・サーバーからキャリア
を現在使用している人がいないかチェックされます。いない場合は、すべてのポケット
ベル・キャリアが削除され、ポケットベル・サーバーも同様に削除されます。それ以外
の場合は、「ポケットベル・サーバーは削除できません。ポケットベル・サーバーは使
用中です。」というエラー・ダイアログが表示されます。

ポケットベル・サーバーに関する情報の表示ポケットベル・サーバーに関する情報の表示ポケットベル・サーバーに関する情報の表示ポケットベル・サーバーに関する情報の表示

「通知」ページで、ポケットベル・サーバー・オブジェクトをクリックします。

右側の詳細ビューに、ポケットベル・キャリア名、ポケットベル・タイプ、プロトコル、お
よび使用されているかどうかなど、ポケットベル・サーバーに関する情報が表示されます。

ポケットベル・サーバーのポケットベル・サーバーのポケットベル・サーバーのポケットベル・サーバーの ping

ポケットベル・サーバーのステータスをチェックするには、次の手順に従います。

1. 「通知」ページから、pingするポケットベル・サーバーを選択します。

2. ポケットベル・サーバー・オブジェクトをマウスの右ボタンでクリックしてポップアッ
プ・メニューを表示し、「Ping」項目を選択するか、または右側の詳細ビューで「サー
バーの ping」をクリックします。

ポケットベル・サービスのステータスの問合せポケットベル・サービスのステータスの問合せポケットベル・サービスのステータスの問合せポケットベル・サービスのステータスの問合せ
ポケットベルのステータスをチェックするには、キャリア名をマウスで右クリックし、ポッ
プアップ・メニューの「ポケットベル・サービスへの Ping」項目にアクセスします。

ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止
Windows NTまたはWindows 2000サービスの「コントロール パネル」から、ポケットベ
ル・サービスを停止します。

ポケットベル・サービスは、次のコマンドを入力しても停止できます。

oemctrl stop paging

注意注意注意注意 : ポケットベル・サーバーに関する情報を表示できるのはスーパー管理
者のみです。この機能は、通常の管理者には使用できません。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サーバーを pingできるのはスーパー管理者のみです。
この機能は、通常の管理者には使用できません。
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ポケットベル・キャリアの削除ポケットベル・キャリアの削除ポケットベル・キャリアの削除ポケットベル・キャリアの削除

1. 「通知」ページのツリー・リストから、削除するポケットベル・キャリア・オブジェク
トを選択します。

2. ポケットベル・キャリア・オブジェクトをマウスの右ボタンでクリックしてポップアッ
プ・メニューを表示し、「削除」項目を選択するか、または右側の詳細ビューで「キャ
リアの削除」アイコンをクリックします。

「削除 ポケットベル・キャリア <carrier name>?」というメッセージが表示されます。

3. 「はい」をクリックします。コンソールにより、キャリアを現在使用している人がいな
いかチェックされます。いない場合、キャリアが削除され、「通知」ページのツリーが
更新されます。

ポケットベル・キャリアの編集ポケットベル・キャリアの編集ポケットベル・キャリアの編集ポケットベル・キャリアの編集

1. 「通知」ページで、ポケットベル・キャリア・オブジェクトを選択します。ポケットベ
ル・キャリアの情報が、右側の詳細ビューに表示されます。

2. 変更を行います。

3. 「OK」ボタンをクリックします。

コンソールによりすべてのキャリア情報が検証され、「通知」ページのツリーが更新さ
れます。このキャリアを使用するように選択したすべての管理者は、自動的に新しい変
更内容を継承します。

検証が失敗した場合、検証に失敗したエントリと、入力すべきタイプを示すエラー・ダ
イアログが表示されます。エラー・ダイアログで「OK」ボタンをクリックすると、ポ
ケットベル・キャリアの全エントリが最初の設定値に戻ります。

ポケットベル・キャリアに関する情報の表示ポケットベル・キャリアに関する情報の表示ポケットベル・キャリアに関する情報の表示ポケットベル・キャリアに関する情報の表示
「通知」ページで、ポケットベル・キャリア・オブジェクトを選択します。ポケットベル・
キャリアの情報が、右側の詳細ビューに表示されます。

注意注意注意注意 : ポケットベル・キャリアを削除できるのはスーパー管理者のみです。
この機能は、通常の管理者には使用できません。

注意注意注意注意 : ポケットベル・キャリアを編集できるのはスーパー管理者のみです。
この機能は、通常の管理者には使用できません。
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ポケットベル・キャリアのテストポケットベル・キャリアのテストポケットベル・キャリアのテストポケットベル・キャリアのテスト
1. ポケットベル・キャリア・オブジェクトをマウスの右ボタンでクリックし、「テスト」
メニュー項目を選択します。PINを要求するダイアログが表示されます。

2. ポケットベルが英数字ポケットベルであれば、PINを入力し、「OK」をクリックして続
行します。数字ポケットベルの場合、このフィールドは空白のままにしておきます。

電子メール通知およびポケットベル通知の設定電子メール通知およびポケットベル通知の設定電子メール通知およびポケットベル通知の設定電子メール通知およびポケットベル通知の設定

SMTPゲートウェイの設定ゲートウェイの設定ゲートウェイの設定ゲートウェイの設定
Oracle Enterprise Managerでは、SMTPを使用した電子メール通知の送信がサポートされて
います。管理者が電子メール通知を使用できるようにするには、スーパー管理者が、SMTP
電子メール・システムで使用される SMTPメール・ゲートウェイを指定する必要がありま
す。

SMTPは、TCP/IPベースのメール・プロトコルで、これを使用するには、コンソール・マ
シン上で TCP/IPサービスを設定しておく必要があります。

スーパー管理者は、Enterprise Managerコンソールで「システム」メニューの「SMTPゲー
トウェイを構成」を選択して、次の情報を指定する必要があります。

スーパー管理者が前述の情報を指定しない場合、管理者が自分の電子メールを構成しようと
すると、エラー・メッセージが表示されます。

電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定
管理者は、それぞれの電子メールまたはポケットベルの通知に対する作業環境を定義する必
要があります。Enterprise Managerコンソールで、「システム」メニューの「作業環境」を
選択します。「編集 管理者作業環境」プロパティ・シートが表示されます。「通知」タブをク
リックして、「通知」ページにアクセスします。

「通知」ページでは、管理者のポケットベルおよび電子メールの通知方法を設定できます。
このページは、階層ツリー・リストと、ナビゲータで選択されたオブジェクトに伴い変化す

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

SMTPメール・ゲートウェイ SMTPメール・ゲートウェイが存在するマシン名
（mailserver.company.comなど）を入力します。

送信者の SMTPメール・
アドレス

自身を識別するための送信者の名前（Enterprise Manager Mail
など）を指定します。注意注意注意注意 :　SMTPサーバーには、空白を処理
できないものがあります。このような場合には、“Enterprise 
Manager Mail”のように、引用符で囲んで指定します。ここで
指定した名前が、電子メール通知の送信者として表示されます。
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る詳細表示領域で構成されます。ツリー・リストは、ログインしたユーザーのタイプによっ
て、次の 3つあるいは 4つのトップレベル・オブジェクトで構成されます。

� フィルタ（デフォルトで選択）

� 電子メール

� ポケットベル

� ポケットベル・サービス（スーパー管理者のみが使用できる）

図図図図 6-6 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境

フィルタフィルタフィルタフィルタ
通知フィルタにより、各管理者は、電子メール通知をいつ送信するかを指定できます。これ
に対してポケットベル通知は、ジョブまたはイベントのステータスが変わると送信されま
す。

� イベント通知フィルタイベント通知フィルタイベント通知フィルタイベント通知フィルタ :　イベント通知フィルタを使用すると、管理者へ送信する電子
メールやポケットベルをイベントの重大度レベルに基づいてフィルタできます。フィル
タは、このプロパティ・シート・ページで「電子メール」および「ポケットベル」オプ
ションのチェックを付けるか外すかして、ユーザー・レベルで設定します。次のイベン
ト重大度を任意に組み合せることができます。たとえば、警戒がある場合には管理者に
電子メールで通知し、警告がある場合にはポケットベル・システムで通知するように
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フィルタを設定できます。重大度のすべてのレベルを選択すると、フィルタは行われま
せん。

� 警告

� 警戒

� 消去

� ノード停止

� 再割当

ジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタ  ジョブ通知フィルタを使用すると、管理者へ送信する電子メールやポ
ケットベルをジョブのステータスに基づいてフィルタできます。イベント通知フィルタと同
様に、フィルタは、希望のオプションのチェックを付けるか外すかしてユーザー・レベルで
設定します。すべてのジョブのステータスを選択すると、フィルタは行われません。

� 実行中

� 完了

� 失敗

� 削除（ジョブ削除）
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電子メール電子メール電子メール電子メール
このページでは、電子メールの通知パラメータを指定できます。

図図図図 6-7 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境 :　電子メール　電子メール　電子メール　電子メール

� 受信者の電子メール受信者の電子メール受信者の電子メール受信者の電子メール :　メールの送信先の管理者の電子メール・アドレスを入力します。

� サブジェクトの接頭辞サブジェクトの接頭辞サブジェクトの接頭辞サブジェクトの接頭辞 :　電子メール通知に付加するオプションの接頭辞を入力します。
これにより、管理者は Enterprise Managerからのメール・メッセージをすばやく識別で
きます。

� メッセージ長の制限メッセージ長の制限メッセージ長の制限メッセージ長の制限 :　電子メール通知のメッセージ本文の最大長を指定できます。デ
フォルトでは、この長さに制限はありません。

� 現行の定義現行の定義現行の定義現行の定義 :　電子メール通知の書式および内容の現行設定が表示されます。デフォル
ト・パラメータを設定または変更するには、ツリー・リストで「電子メール」オブジェ
クトを拡張します。サブジェクト行およびメッセージ本文については、書式および内容
のオプションを選択できます。「メッセージ本文」オブジェクトをさらに拡張すると、
「テストごと」レベルのオプションを指定できます。

� テストテストテストテスト :　「テスト」ボタンをクリックして、電子メール構成が有効かどうかを確認しま
す。テスト電子メールの状態を示すメッセージが表示されます。
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電子メールのサブジェクトの定義電子メールのサブジェクトの定義電子メールのサブジェクトの定義電子メールのサブジェクトの定義  このページでは、電子メールのサブジェクト行の内容お
よび書式を選択できます。デフォルトでは、「タイプ」、「名前」および「ステータス」が選
択されています。左矢印または右矢印を使用して、「使用可能」リストと「選択」リスト間
で項目を移動します。

項目を選択した後は、リストでその項目を選択して（「選択」リストのすぐ右側にある）上
矢印または下矢印を使用してリスト内の項目の位置を変えると、項目の表示順序を制御でき
ます。

� 使用可能使用可能使用可能使用可能 :　使用可能な内容が一覧表示されます。

� 選択選択選択選択 :　現在選択されている内容とその内容の表示順序が一覧表示されます。

� 略称の使用略称の使用略称の使用略称の使用 :　「タイプ」（イベントまたはジョブ）、「ステータス」および「ターゲット・
タイプ」では、「略称の使用」オプションを選択できます。システムでは次の略称が使
用されます。

ターゲット・タイプターゲット・タイプターゲット・タイプターゲット・タイプ

� DB = Database（データベース）

� L = Listener（リスナー）

� N = Node（ノード）

ステータスステータスステータスステータス

� S = Started（実行中）

� CO = Completed（完了）

� F = Failed（失敗）

� D = Deleted（削除済）

� W = Warning（警戒）

� A = Alert（警告）

� C = Cleared（消去）

� NU = Node Unreachable（接続できないノード）

� R = Reassign（再割当）

注意注意注意注意 : 次の情報は、電子メールまたはポケットベルのメッセージ本文に内容
を挿入する場合にも適用されます。
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タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式

このオプションは、「選択」リストから「タイムスタンプ」が選択されている場合に使用可
能です。プルダウン・メニューを使用して、いずれかの事前定義書式を選択します。

タイトルを含めないタイトルを含めないタイトルを含めないタイトルを含めない

これを選択すると、「ステータス」、「サービス名」および「タイムスタンプ」などの分類タ
イトルがメッセージから省かれます。

ジョブ出力の追加ジョブ出力の追加ジョブ出力の追加ジョブ出力の追加

これを選択すると、通知の終わりにジョブ出力が追加されます。ジョブ出力が大きい場合
は、メッセージ長の限度を指定できます。ジョブ出力で通知の長さが指定された限度を超え
た場合は、メッセージそのものでなくジョブ出力が切り捨てられます。

ポケットベルポケットベルポケットベルポケットベル
このページでは、ポケットベルの通知パラメータを指定できます。

図図図図 6-8 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境 :　ポケットベル　ポケットベル　ポケットベル　ポケットベル

� キャリアキャリアキャリアキャリア :　スーパー管理者がポケットベル・サーバーを指定した後、ポケットベル・
キャリア・サービス名とそれに対応するポケットベル・キャリアの構成が完了したら、
プルダウン・リストからポケットベル・キャリア・サービスの名前を選択します。
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� Pin:　ポケットベル・キャリアの PINを入力します。この入力は、英数字ポケットベル
の場合にのみ要求されます。

� メッセージ長の制限メッセージ長の制限メッセージ長の制限メッセージ長の制限 :　ポケットベル通知のメッセージの最大長を指定できます。デ
フォルトでは、この長さは 256文字に設定されます。

� 現行の定義現行の定義現行の定義現行の定義 :　ポケットベル通知の書式および内容の現行設定が表示されます。これら
のパラメータを設定または変更するには、ツリー・リストで「ポケットベル」オブジェ
クトを拡張します。メッセージ本文については、書式および内容のオプションを選択で
きます。「メッセージ本文」オブジェクトをさらに拡張すると、「テストごと」レベルの
オプションを指定できます。

� テストテストテストテスト :　「テスト」ボタンをクリックして、ポケットベル構成が有効かどうかをチェッ
クします。英数字ポケットベルの場合は、PIN番号を入力してください。数字ポケット
ベルの場合は、“700”というメッセージが送信されます。

「送信」ボタンをクリックして、指定したポケットベルにテスト送信します。テスト送
信のステータスを知らせるメッセージが表示されます。

テストが失敗した場合は、ログ・ファイルを確認してください。ポケットベルに対して
トレースが使用可能になっている場合は、ポケットベル・サーバーが置かれたマシンの
ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリにあるポケットベル・トレース・ログ・
ファイルも参照できます。

数字ポケットベルのポケットベル・ステータス・コード数字ポケットベルのポケットベル・ステータス・コード数字ポケットベルのポケットベル・ステータス・コード数字ポケットベルのポケットベル・ステータス・コード
数字ポケットベルは、次のように解釈されます。

ジョブ通知の場合、ジョブ・ステータスを表す 3桁の数値を受信します。

イベント通知の場合、ステータス・コードを受信します。

イベントのステータス・コードおよびジョブのステータス・コードは、次のようになりま
す。

100 = ジョブ実行中

200 = ジョブ完了

300 = ジョブ失敗

400 = ジョブ削除

500 = イベント消去

600 = イベント警戒

700 = イベント警告

800 = イベント・ノード停止

900 = イベント不明
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1000 = イベントの受取先変更

電子メール電子メール電子メール電子メール /ポケットベルのメッセージ本文の定義ポケットベルのメッセージ本文の定義ポケットベルのメッセージ本文の定義ポケットベルのメッセージ本文の定義
このページでは、電子メールまたはポケットベルのメッセージ本文の内容および書式を選択
できます。デフォルトでは、「名前」と「ステータス」が選択されます。左矢印または右矢
印を使用して、「使用可能」リストと「選択」リスト間で項目を移動します。

図図図図 6-9 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境 :　電子メール　電子メール　電子メール　電子メール /ポケットベルポケットベルポケットベルポケットベル

ナビゲータで「メッセージ本文」オブジェクトを拡張して「テストごと」を選択すると、テ
スト単位で次のオプション設定のサブセットを使用できます。メッセージ内容の操作の詳細
は、6-31ページの「電子メールのサブジェクトの定義」を参照してください。

� 使用可能使用可能使用可能使用可能 :　使用可能な内容が一覧表示されます。

� 選択選択選択選択 :　現在選択されている内容が一覧表示されます。

� 略称の使用略称の使用略称の使用略称の使用 :　「タイプ」（イベントまたはジョブ）、「ステータス」および「ターゲット・
タイプ」では、「略称の使用」オプションを選択できます。システムでは次の略称が使
用されます。
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ターゲット・タイプターゲット・タイプターゲット・タイプターゲット・タイプ

� DB = Database（データベース）

� L = Listener（リスナー）

� N = Node（ノード）

ステータスステータスステータスステータス

� S = Started（実行中）

� CO = Completed（完了）

� F = Failed（失敗）

� D = Deleted（削除済）

� W = Warning（警戒）

� A = Alert（警告）

� C = Cleared（消去）

� NU = Node Unreachable（接続できないノード）

� R = Reassign（再割当）

タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式タイムスタンプの書式

このオプションは、「選択」リストから「タイムスタンプ」が選択されている場合に使用可
能です。プルダウン・メニューを使用して、いずれかの事前定義書式を選択します。

タイトルを含めないタイトルを含めないタイトルを含めないタイトルを含めない

これを選択すると、「ステータス」、「サービス名」および「タイムスタンプ」などの分類タ
イトルがメッセージから省かれます。

ポケットベル・サーバーポケットベル・サーバーポケットベル・サーバーポケットベル・サーバー
ポケットベル・サーバー・オブジェクトは、スーパー管理者のみが使用できます。

このページには、Enterprise Managerにより認識されているすべての使用可能なポケットベ
ル・サーバーが一覧表示されます。複数列リストは、ポケットベル・サーバー名と、それが
現在使用されているかどうかを示す 2つの列で構成されます。
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図図図図 6-10 管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境管理者の通知作業環境 :　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー　ポケットベル・サーバー

次の項目の詳細は、6-18ページの「ポケットベル・サービスの構成および起動」を参照して
ください。

� ポケットベル・サーバーの追加

� ポケットベル・キャリアの追加

� ポケットベル・サーバーの削除

� ポケットベル・サーバーに関する情報の表示

� ポケットベル・キャリアの削除

� ポケットベル・キャリアの編集

「ポケットベル・サーバーの追加」アイコン以外のアイコンは、リストから特定のポケット
ベル・サーバーを選択しない限りは、グレー表示になっています。
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Management Server接続にダイヤルアップ回線を使用する場合の接続にダイヤルアップ回線を使用する場合の接続にダイヤルアップ回線を使用する場合の接続にダイヤルアップ回線を使用する場合の
コンソールの構成コンソールの構成コンソールの構成コンソールの構成

コンソールの接続にダイヤルアップ回線を使用する場合は、コンソール・マシンでダイナ
ミック IPアドレスが取得されます。このダイナミック IPアドレスは、オペレーティング・
システム（Windows 2000、Windows NT、Windows 95、Windows 98）によってアプリ
ケーション（コンソール）に送信されます。

オペレーティング・システムが正しい IPアドレスを返すには、ネットワーク通信プロトコ
ル（TCP-IP）を、Dynamic Host構成プロトコル（DHCP）を使用して、IPアドレスが取得
されるように構成する必要があります。この設定は、次のように指定します。

1. 「スタート」メニューから「設定」を選択します。

2. 「コントロール パネル」→「ネットワーク」を選択します。

3. 「プロトコル」を選択します。

4. 「TCP-IPプロトコル」をダブルクリックします。

5. 「IP アドレス」ページで「DHCPサーバーから IPアドレスを取得する」を選択します。

6. 「OK」ボタンをクリックします。

7. ダイヤルアップ回線を介して、ネットワークに接続します。これで、コンソールを起動
できるようになります。

注意注意注意注意 : DHCPによるダイナミック IPアドレスは、Management Serverまた
は Intelligent Agentを実行しているノードではサポートされません。DHCP
は、Enterprise Managerクライアントでのみサポートされます。

重要重要重要重要 : イーサネットを介して同じマシンをネットワークに接続するときに、
設定を元に戻せるように、前の設定を控えておいてください。「IPアドレ
ス」、「サブネット マスク」および「デフォルト ゲートウェイ」で指定した設
定は、ファイルにコピーしてください。

注意注意注意注意 : Webブラウザから実行していない場合には、変更後、システムを再
起動する必要があります。
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バックアップまたはバックアップまたはバックアップまたはバックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・管理のためのリモート・管理のためのリモート・管理のためのリモート・
データベースの構成データベースの構成データベースの構成データベースの構成

バックアップ管理ウィザードを使用する前、または Oracle Enterprise Managerによって
データベースを停止する前に、リモート SYSDBA管理のデータベースを設定する必要があ
ります。

次の手順は、サーバーとクライアントが Database Configuration Assistantによってすでに
実行されている場合に、サーバーとクライアントの両方で必要な処理の概要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : システムのパスワード・ファイル作成ユーティリティの正確な名前は、ご使用
の Oracleデータベースのオペレーティング・システム固有のドキュメントを参照してくだ
さい。

サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（Windows NTまたはまたはまたはまたは Windows 2000））））
1. コマンド・プロンプトから、ORAPWD実行ファイルを実行して、新規パスワード・
ファイルを作成します。

たとえば、次のように指定します。

$ORACLE_HOME¥bin¥orapwd file=<fname> password=<password> entries=<users>

ここで

fnameはパスワード・ファイルの名前です（必須）。

passwordは、SYSのパスワードです（必須）。

entriesは、異なる DBAおよび OPERの最大数です（オプション）。

等号（=）の前後には空白を入れません。

<fname>は、Oracle_Home¥Databaseディレクトリに作成されます。

2. Oracle_Home¥Admin¥<SID>¥pfileディレクトリの init.oraファイルを編集しま
す。init.oraファイルのパラメータ remote_login_passwordfile=exclusive
を追加または変更します。

注意注意注意注意 : ORAPWD実行可能ファイルの名前は、データベースのバージョンに
よって異なります。

� Oracle 7.3.X:　ORAPWD73

� Oracle 8.0.X:　ORAPWD80

� Oracle 8.1.X:　ORAPWD
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3. データベースを停止し、「コントロール パネル」→「サービス」で再起動します。

4. リモート DBA操作を実行するユーザーに、SYSDBAまたは SYSOPERのロール（ある
いはその両方）を付与します。

5. V$PWFILE_USERSビューを使用して、パスワード・ファイル内に定義されているユー
ザーを確認します。このビューには、パスワード・ファイルに現存するユーザーが表示
されます。

サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（UNIX））））
1. ソフトウェアの所有者（たとえば、Oracle）としてログインし、環境変数を設定しま
す。次に CSHの例を示します。

setenv ORACLE_HOME  the_database_home
setenv ORACLE_SID   the_database_sid

2. Oracleホームの dbsディレクトリに移ります。

cd $ORACLE_HOME/dbs

3. init.oraファイルを編集します。init.oraファイルのパラメータ
remote_login_passwordfile=exclusiveを追加または変更します。

4. データベースをいったん停止してから再起動します。

a. SQL*Plus Worksheetを起動します。

b. SYSDBAロールを持つユーザーとしてログインします。

c. 次のコマンドを入力します。

shutdown immediate
startup

データベースに init.oraファイルの変更を反映させるために、データベースを停止す
る必要があります。

注意注意注意注意 : ユーザーがこの権限セットを持っている場合でも、この権限付与は必
要です。パスワード・ファイルが定義されている場合、GRANTコマンドを
実行すると、ユーザー名とパスワードがそのパスワード・ファイルにフラッ
シュされます。パスワード・ファイルをリセットまたは再作成した後は、そ
の都度 SYSOPERおよび SYSDBAを持つすべてのユーザーをリセットして、
パスワード・ファイルにすべての必要なユーザー名が格納されていることを
確認する必要があります。
                                                          コンソールの設定 6-39



バックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・ データベースの構成
5. ORAPWD実行可能ファイルを実行して、新しいパスワード・ファイルを作成します。

たとえば、次のように指定します。

$ORACLE_HOME/bin/orapwd file=<fname> password=<password> entries=<users>

fnameはパスワード・ファイルの名前です（必須）。

passwordは、SYSのパスワードです（必須）。

entriesは、異なる DBAおよび OPERの最大数です（オプション）。

等号（=）の前後には空白を入れません。

<fname>は、$Oracle_Home/dbsディレクトリに作成されます。

6. リモート DBA操作を実行するユーザーに、SYSDBAまたは SYSOPERのロール（ある
いはその両方）を付与します。

7. V$PWFILE_USERSビューを使用して、パスワード・ファイル内に定義されているユー
ザーを確認します。このビューには、パスワード・ファイルに現存するユーザーが表示
されます。

注意注意注意注意 : ORAPWD実行可能ファイルの名前は、データベースのバージョンに
よって異なります。

� Oracle 7.3.X:　ORAPWD73

� Oracle 8.0.X:　ORAPWD80

� Oracle 8.1.X:　ORAPWD

注意注意注意注意 : ユーザーがこの権限セットを持っている場合でも、この権限付与は必
要です。パスワード・ファイルが定義されている場合、GRANTコマンドを
実行すると、ユーザー名とパスワードがそのパスワード・ファイルにフラッ
シュされます。パスワード・ファイルをリセットまたは再作成した後は、そ
の都度 SYSOPERおよび SYSDBAを持つすべてのユーザーをリセットして、
パスワード・ファイルにすべての必要なユーザー名が格納されていることを
確認する必要があります。
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日付書式の設定日付書式の設定日付書式の設定日付書式の設定
Oracle Enterprise Managerコンソールおよび DBA Studioで日付要素を表示する順序を設定
するには、次の環境変数を設定する必要があります。

� 年月日の場合、NLS_DATE_FORMAT

mm-dd-yyyy

� 日時の場合、NLS_TIMESTAMP_FORMAT

mm-dd-yyyy hh:mi pm

Windowsプラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム
環境変数は次のように設定します。

set NLS_DATE_FORMAT = mm-dd-yyyy
set NLS_TIMESTAMP_FORMAT = mm-dd-yyyy hh:mi pm

UNIX
環境変数は次のように設定します。

setenv NLS_DATE_FORMAT mm-dd-yyyy
setenv NLS_TIMESTAMP_FORMAT mm-dd-yyyy hh:mi pm

注意注意注意注意 : 設定できるのは要素の表示順序のみであり、表示内容は設定できませ
ん。
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                                                            リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.2のリポジトリへの移
7

リリースリリースリリースリリース 1.xのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリース 2.2

のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行

Oracle Enterprise Manager Migration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerと Oracle 
Enterprise Manager Management Packのデータの移行をサポートしています。

この章では、リリース 1.xの複数のリポジトリ・スキーマを、リリース 2.2の既存の 1つの
共有リポジトリ・スキーマに移行する方法について説明します。

Oracle Enterprise Managerリリース 1.xのリポジトリ・スキーマは、Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.2の共有リポジトリ・スキーマとは異なります。Enterprise Managerリ
リース 1.xでは、各管理者が個別のリポジトリ・スキーマを持っており、そこにネットワー
ク内の現行のビューとユーザー固有の情報が格納されていました。Enterprise Managerリ
リース 2.2では、1つの共有リポジトリ・スキーマに、それぞれの管理者がアカウントを持
ち、そのアカウントに各人の作業環境が保存されています。

リリース 2.2のリポジトリは、リリース 1.xのリポジトリと同じスキーマには置けません。
リリース 2.2のリポジトリとリリース 1.xのリポジトリは同じデータベース内に配置できま
すが、同じスキーマには配置できません。

注意注意注意注意 : 移行の前に、Enterprise Manager Configuration Assistantを使用して
リリース 2.2のリポジトリを作成しておく必要があります。移行は、リリー
ス 1.xのリポジトリから既存の 2.2のリポジトリに対して行われます。

注意注意注意注意 : リリース 1のリポジトリがない場合は、この章を省略してください。
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重要な注意
Migration Assistantでは、リリース 2.2の既存のリポジトリに対する次の情報の移行をサ
ポートしています。

� 検出情報

� 優先接続情報リスト

� ジョブ情報

� イベント情報

� グループ

重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意

移行の段階移行の段階移行の段階移行の段階
リリース 1.xのリポジトリの移行の段階は、次のとおりです。

1. リポジトリ移行の準備

a. リリース 2.2の新しい管理者の作成

b. リリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュ

注意注意注意注意 : Migration AssistantはWindows NTでしか稼働しませんが、ソース
および宛先リポジトリ・データベース・プラットフォームに関係なく、リポ
ジトリ・データは、リリース 1.xの任意のリポジトリからリリース 2.2のリポ
ジトリに移行できます。

注意注意注意注意 : 移行を開始する前に、データベースおよびリリース 1.xのリポジトリ
をバックアップして、移行が失敗した場合でも、現在の Oracle Enterprise 
Managerリリース 1.xの環境とリリース 2.2の環境を確実に回復できるよう
にしておいてください。

注意注意注意注意 : リリース 1.xのリポジトリをリリース 2.2に完全に移行した後で、リ
リース 2.2で操作を行うと、リリース 1.xのリポジトリでは操作できなくなり
ます。リリース 2.2へのリポジトリの移行で問題が発生した場合は、移行前
のステップが完了しており、リリース 2.2の環境で作業を開始していない場
合のみ、リリース 1.xへロールバックできます。
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リリース 1.xとリリース 2.2の違いが移行に与える影響
c. リリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認

d. リリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップ

2. Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

3. リリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブおよびイベントの削除と
登録解除。リリース 1.xコンソールからアクティブ・ジョブおよびイベントの削除と登
録解除を行わないと、その Intelligent Agentで実行されるジョブに重複が生じる可能性
があります。イベントは「not unique」エラーのために、登録に失敗します。

4. 移行成功の確認

リリースリリースリリースリリース 1.xとリリースとリリースとリリースとリリース 2.2の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響
リポジトリを移行すると、リリース 1.xの既存のリポジトリは、いくつかの点で変更されま
す。

リリース 1.xのオブジェクトの包括的なリストとそれらのリリース 2.2への移行の可否は、 
7-18ページの「リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス」 を参照してください。

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
Oracle Enterprise Manager Migration Assistantは、リリース 1.6.5のリポジトリをリリース
2.2に移行します。リリース 1.6.5より前のリポジトリで Oracle Enterprise Manager 
Migration Assistantを実行する場合は、まずリポジトリをリリース 1.6.5にアップグレード
し、次にリリース 2.2にアップグレードします。Oracle Enterprise Managerでは、リリース
1.2以降のみがリリース 1.6.5へのアップグレードをサポートします。対象のリポジトリがリ
リース 1.6.5より古い場合は、移行の後では、Oracle Enterprise Managerリリース 1.xでは
機能しなくなります。リポジトリを移行する前に、スキーマまたは表領域（あるいはその両
方）をバックアップしておいてください。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。リリース 1.xの複数のリポジトリを、
リリース 2.2の 1人の管理者の 1つのリポジトリに移行する場合には、リリース 1.xの複数
のリポジトリに存在していたサービスに最初に移行された優先接続情報リストが、リリース
1.xのリポジトリから最初に移行される優先接続情報リストとなります。

グループグループグループグループ
リリース 1.xでは、複数のジョブやイベントを 1つのグループに登録することが可能で、登
録されたものは、1つのジョブやイベントとしてコンソールに表示されます。リリース 2.2
では、1つのジョブまたはイベントを 1つのグループに登録すると、コンソールには、その
ジョブやイベントが登録されたサービスごとに、個別のジョブまたはイベント・オブジェク
トが表示されます。リリース 1.xで 1つのグループに登録されたジョブまたはイベントをリ
リース 2.2に移行すると、リリース 2.2のコンソールには、そのジョブまたはイベントが登
録されたグループのサービスごとに、個別のジョブまたはイベント・オブジェクトが表示さ
れます。
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リリース 1.xとリリース 2.2の違いが移行に与える影響
ジョブジョブジョブジョブ
� 修正ジョブ以外のアクティブ・ジョブと、リリース 2.2の頻度制限内のアクティブ・
ジョブのみが、Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムに自動的に発行されま
す。

� すでに NAMEと名付けられたジョブがあるターゲット・データベースに同じ名前の
ジョブを移行すると、そのジョブは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。すでに
NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

バックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブ
リリース 1.xでバックアップ・ジョブの実行中にそのデータを移行すると、ジョブはリリー
ス 2.2で tclジョブとして表示されます。

修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ
リリース 1.xの修正ジョブはリリース 2.2のジョブ・ライブラリに移行されますが、この移
行は自動的には発行されません。リリース 2.2の修正ジョブは、移行後に、リリース 2.2の
ジョブ・ライブラリから手動で再発行する必要があります。リリース 1.xのイベントとそれ
に関連付けられたリリース 1.xの修正ジョブは分離され、リリース 2.2のイベント・ライブ
ラリとリリース 2.2のジョブ・ライブラリに、それぞれ（発行されずに）格納されます。移
行後に、リリース 2.2のイベント・ライブラリでリリース 2.2のイベントを編集し、リリー
ス 2.2で手動で再発行した修正ジョブにもう一度関連付ける必要があります。

イベントイベントイベントイベント
� 修正ジョブに関連付けられていない登録済イベントと、リリース 2.2の頻度制限内のイ
ベントのみが、自動的に発行されます。

� すでに NAMEと名付けられたイベントがあるターゲット・データベースに同じ名前の
イベントを移行すると、そのイベントは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。す
でに NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

� 修正ジョブをイベントに関連付けるには、イベントの宛先タイプをリリース 2.2と同様
に設定します。たとえば、リリース 1.xのイベントをサービス・タイプ「データベース」
で作成し、それをリリース 1.xの修正ジョブに、サービス・タイプ「ノード」の「メッ
セージの配布」などで関連付けたとします。サービス・タイプの異なるリリース 1.xの
イベントとリリース 1.xの修正ジョブは、関連付けて一緒に登録できます。リリース 2.2
では、イベントと修正ジョブを関連付けて一緒に登録するには、修正ジョブの宛先タイ
プと同一にする必要があります。

前述の例のように、イベントと修正ジョブを移行する場合は、リリース 1.xの修正ジョ
ブで「類似作成」を実行し、このジョブのリリース 2.2の宛先タイプをリリース 2.2の
イベントと同一になるように変更してください。

注意注意注意注意 : ジョブ・ライブラリ内のバックアップ・ジョブは、移行されません。
Oracle Enterprise Managerコンソールでは、マネージャのバックアップ・
ジョブと表領域のバックアップ・ジョブは異なります。
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イベント・セットイベント・セットイベント・セットイベント・セット
� リリース 1.xのアーキテクチャでは、検出されたサービスに登録されていた個別のイベ

ントの集合をイベント・セットといいます。リリース 2.2のアーキテクチャでは、イベ
ントは、個別のテストの集合を表します。リリース 2.2のイベントは、リリース 1.xの
イベント・セットに類似しています。リリース 2.2では、リリース 1.xの個々のイベン
トをテストといいます。それぞれのテストは、リリース 1.xのイベントと同じ機能や設
定を持ち、イベントは、リリース 1.xのイベント・セットと同じように定義できます。
リリース 1.xのイベント・セットを移行すると、イベント・セット内の各イベントは、
リリース 2.2に別のイベントとして移行されます。

� リリース 2.2のイベントの場合、頻度、頻度の単位および修正ジョブがイベント（最上
位）レベルに割り当てられます。これらの項目は、リリース 1.xではイベント（下位）
レベルに割り当てられていました。リリース 1.xのイベント・セットで、すべてのイベ
ントについてこれらの項目が異なる場合は、各イベントは、リリース 2.2の個別のイベ
ントに移行されます。リリース 1.xのイベント・セットで、すべてのイベントについて
これらの項目が同じ場合は、リリース 1.xのイベント・セット全体が、リリース 2.2の 1
つのイベントに移行されます。

頻度頻度頻度頻度
リリース 2.2のジョブとイベントに対する頻度のオプションは、リリース 1.xと異なります。
リリース 1.xでのみサポートされており、リリース 2.2ではサポートされていない頻度が定
義されているジョブまたはイベントは、リリース 2.2の環境でもう一度発行またはスケ
ジュールしてください。たとえば、次のようになります。リリース 2.2のイベントでは、24
時間未満のポーリング間隔をサポートしています。リリース 1.xでは、24時間を超えるポー
リング間隔もサポートしています。

Performance Manager/Capacity Planner
リリース 1.xの Performance Managerと Capacity Plannerでは、任意の数のリポジトリをリ
リース 2.2のリポジトリに移行できますが、それぞれリリース 2.2の一意の管理者に関連付
けられている必要があります。

Oracle Change Management Pack

� Oracle Change Management Packリリース 1.xのそれぞれのリポジトリは、リリース 2.2
のリポジトリの中で、どの管理者についても変更計画やベースラインがないものに移行
する必要があります。管理者に変更の計画またはベースラインがある場合は、Change 

注意注意注意注意 : Change Managerリリース 1.5.5のリポジトリを移行する場合は、最
初の移行プロセスとして、移行前に、リポジトリをリリース 1.6.5にアップグ
レードします。このアップグレードは元に戻すことはできません。このリポ
ジトリで Change Managerリリース 1.5.5は使用できなくなります。したがっ
て、Change Managerリリース 1.5.5でリリース 1.5.5リポジトリを継続して
使用するには、リリース 1.5.5のリポジトリをバックアップし、移行後に復元
します。
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リポジトリ移行の準備
Management Packリリース 1.xのリポジトリを移行する前に、その計画またはベースラ
インを削除してください。削除しないと、Change Management Packの移行は失敗しま
す。この場合には、sysman¥temp¥vobmgr.logファイルに、リリース 2.2のリポジト
リの中で、どの管理者が削除する必要のある計画またはベースラインを持っているかを
識別するメッセージが含まれます。変更計画の削除には Plan Managerを、基準の削除
には DB Captureを使用します。

Expert
Oracle Expertリリース 1.xのリポジトリの表は、Oracle Expertチューニング・セッション
のエクスポートおよびインポートの方法を使用して、リリース 2.2のリポジトリに移行され
ます。リリース 1.xのリポジトリにあるすべてのデータベースのチューニング・セッション
は、すべて（データベースに対して 1つの）.xdlファイルにエクスポートされ、リリース
2.2の選択された Oracle Enterprise Managerユーザーのリポジトリにインポートされます。

ポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービス
� リリース 1.xユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.2の管理者に移行されません。
それぞれのユーザーは、リリース 2.2の環境でポケットベルの新しいスケジュールを定
義する必要があります。

� ポケットベルの構成情報は、リリース 2.2には移行されません。それぞれのユーザーは、
リリース 2.2の環境でポケットベルの新しい構成情報を定義する必要があります。

電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス
� リリース 1.xユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.2の管理者に移行されません。
それぞれのユーザーは、リリース 2.2の環境で電子メールの新しいスケジュールを定義
する必要があります。

� 電子メールの構成情報は、リリース 2.2には移行されません。それぞれのユーザーは、
リリース 2.2の環境で電子メールの新しい構成情報を定義する必要があります。

手動で検出されたノードおよび手動で追加されたサービス手動で検出されたノードおよび手動で追加されたサービス手動で検出されたノードおよび手動で追加されたサービス手動で検出されたノードおよび手動で追加されたサービス
手動で検出されたノードおよび手動で追加されたサービスは、移行されません。

リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備
移行を成功させるためには、次の手順を完了してください。

� Oracle Enterprise Managerリリース 2.2をインストールします。詳細は、対象のデータ
ベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

� リリース 2.2の新しい管理者の作成。

� リリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュ。

� リリース 1.xのコンソールとリリース 2.2のManagement Serverの停止。

� リリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認。

� リリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップ。
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リポジトリ移行の準備
リリースリリースリリースリリース 2.2の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成
Migration Assistantを使用して、リリース 1.xの 1つのリポジトリをリリース 2.2の 1つの
リポジトリへ移行することも、リリース 1.xの複数のリポジトリをリリース 2.2の 1つのリ
ポジトリへ移行することもできます。

いずれの場合も、最初に新しい管理者を作成し、リリース 1.xのリポジトリ情報が管理者の
リリース 2.2のアカウントに移行されるようにします。

各 Enterprise Manager管理者は、そのリポジトリ・データベース・アカウントでは、個別の
ユーザーです。

新規管理者を作成するには、次の手順に従ってください。

1. Management Serverを起動します。

Management Server起動の詳細は、第 3章「Management Serverの管理」を参照してく
ださい。

2. SYSMANアカウントを使用して、Oracle Enterprise Managerコンソールのリリース 2.2
にログインします。Enterprise Managerコンソール起動の詳細は、第 6章「コンソール
の設定」を参照してください。

3. コンソールの「システム」メニューから、「管理者の管理」を選択します。「管理者の管
理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「管理者の管理」ダイアログ・ボックスの「追加」ボタンをクリックします。「管理者ア
カウントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. Enterprise Manager管理者の一意のユーザー名とパスワードを入力し、その管理者に使
用可能なアクセス権を確認します。

Enterprise Manager管理者の管理の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を
参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュ
移行前に、移行の必要なサービスがすべて、リリース 1.xのコンソールによって正常にリフ
レッシュされていることを確認してください。

リフレッシュされなかったサービスは、移行できません。

注意注意注意注意 : リリース 2.2の新しい管理者を作成しない場合、移行オブジェクト
は、すべて SYSMANアカウントに移行されます。SYSMANアカウントは、
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2をインストールすると提供される、
デフォルトのスーパー管理者アカウントです。
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リポジトリ移行の準備
リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールとリリースのコンソールとリリースのコンソールとリリースのコンソールとリリース 2.2のののの Management Serverの停止の停止の停止の停止
リリース 1.xのコンソールとManagement Serverが稼働している場合は、停止してくださ
い。リモート Intelligent Agentは実行されたまま、既存のキュー・ファイルはそのまま残り
ます。

リリースリリースリリースリリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認
移行の際に情報が消失しないように、リリース 1.xのリポジトリの現在の情報を確認してく
ださい。この情報は、リリース 2.2へ移行した後に情報が現在のものであるかどうかを確認
するために使用します。

リリース 1.xリポジトリでは、次の情報を確認してください。

1. 検出情報について、リリース 1.xの環境で検出されたホストとサービスの数をカウント
します。

2. 最低 1つのノードの接続情報を参照します。

3. ジョブ情報については、注意すべき関連情報として次のものがあります。

� ジョブ数

� ジョブのタイプ

� ジョブの状態

� ジョブの履歴情報

4. イベント情報については、次のような関連情報に注意してください。

� イベント・グループ数

� 各グループ内のイベント数

� 各グループが登録されているノード

� イベントの現在の状態

リリースリリースリリースリリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップ
移行中に予期せぬエラーが発生した場合、Migration Assistantでは自動リカバリはサポート
されていません。リリース 1.xのリポジトリとリリース 2.2のリポジトリをバックアップし、
移行が失敗した場合でも、現在の Oracle Enterprise Managerリリース 1.xの環境とリリース
2.2の環境を確実に回復できるようにしておいてください。

注意注意注意注意 : SYSユーザーで作成したリポジトリは、エクスポートできません。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
リポジトリのバックアップには、Enterprise Managerのエクスポート・ウィザード、または
Oracleデータベース・サーバーに同梱されている基本ユーティリティ、EXPORTユーティ
リティのどちらを使用してもかまいません。データ管理の各種ウィザード使用の詳細は、
Oracle Enterprise Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

次の例は、Oracle 8.0サーバーが 1つ稼働している NT環境のものです。

exp80 user/password@service owner=oemv1schema file=oemv1.dmp

ここで、USERは移行する Oracle Enterprise Managerリポジトリのユーザー名、
PASSWORDはそのユーザーのパスワードです。

この例では、保存されたリポジトリは、oemv1.dmpに書き込まれます。

エクスポートの終了時には、エクスポートが無事完了したかどうかを知らせる次のメッセー
ジが表示されます。

Export terminated successfully without warnings.

エクスポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照して
ください。

Migration Assistantを使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行
移行対象のリリース 1.xの Oracle Enterprise Manager環境の各データベースの指示に従って
ください。

Windows NTの「スタート」メニューから、Enterprise Manager Migration Assistantを起動
します。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
ステップステップステップステップ 1「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」
Migration Assistantを起動すると、「イントロダクション」ページが現れ、Migration 
Assistantの目的と、移行を成功させるために必要な前提条件についての重要情報が表示され
ます。

図図図図 7-1 イントロダクションイントロダクションイントロダクションイントロダクション

イントロダクションを読み、「次へ」を押して操作を継続します。

1つ以上のManagement Packがインストールされている場合は、 7-11ページの「ステッ
プ 2「コンポーネントの選択」」 に進んでください。

Management Packがインストールされていない場合は、 7-12ページの「ステップ 3
「ソース・リポジトリ・ログイン」」 に進んでください。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
ステップステップステップステップ 2「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」

移行するリポジトリ・コンポーネントを選択します。

選択できるのはインストールされているコンポーネントのみです。コンポーネントに有効な
ターゲット・リポジトリがない場合は、1つ作成されます。

図図図図 7-2 コンポーネントの選択コンポーネントの選択コンポーネントの選択コンポーネントの選択

選択が終了したら、「次へ」を押して操作を継続します。

注意注意注意注意 : 1つ以上のManagement Packがインストールされている場合にのみ、
「コンポーネントの選択」ページが現れます。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
ステップステップステップステップ 3「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」
リリース 1.xのリポジトリが格納されているデータベースにログインします。

図図図図 7-3 ソース・リポジトリ・ログインソース・リポジトリ・ログインソース・リポジトリ・ログインソース・リポジトリ・ログイン 

ユーザー名とパスワード :　リリース 1.xのリポジトリが格納されているデータベースの有効
なユーザー名を指定します。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルに示されるとおりのデータベース名です。

接続モード :　「標準」で接続します。

「次へ」を押して、操作を継続します。

入力した情報が有効で、これに該当する有効なリリース 1.xのリポジトリが存在する場合は、 
7-13ページの「ステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」」 に進みます。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
ステップステップステップステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」
リリース 2.2の新しいリポジトリに対するユーザー名、パスワードおよびサービス名を入力
します。

図図図図 7-4 ターゲット・リポジトリ・ログインターゲット・リポジトリ・ログインターゲット・リポジトリ・ログインターゲット・リポジトリ・ログイン

ユーザー名とパスワード :　Oracle Enterprise Managerのユーザー名は、リリース 2.2のリ
ポジトリを作成したユーザー名と同じものを使用してください。つまり、ユーザー名とパス
ワードは、リポジトリ・スキーマの所有者の接続情報となります。Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.2のリポジトリは、Oracleデータベース・スキーマです。ユーザー名と
パスワードは、Oracle Enterprise Managerのユーザー・ログイン時のものではありません。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルに示されるとおりのデータベース名です。

「次へ」を押して、操作を継続します。

リリース 2.2の有効なリポジトリに対して、有効なリポジトリ名、パスワードおよびサービ
スを入力した場合は、 7-14ページの「ステップ 5「管理者データ」」 へ進みます。Oracle 
Enterprise Manager Migration Assistantでは、移行する情報がリリース 2.2のリポジトリに
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
すでに存在しているかどうか、情報の書式がリリース 1.xの書式と異なるかどうか、この情
報がどのように変換されたかが、ダイアログ・ボックスによって通知されます。

ステップステップステップステップ 5「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」
リリース 2.2で情報の移行先となる管理者を指定します。

図図図図 7-5 リリースリリースリリースリリース 2.2 管理者データ管理者データ管理者データ管理者データ

「完了」をクリックして移行プロセスを開始するか、「戻る」をクリックして前のページに戻
り、設定を変更します。

注意注意注意注意 : リリース 2.2で新しい管理者を作成していない場合は、移行オブジェ
クトはすべて、SYSMAN管理者アカウントに移行されます。
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リリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブおよびイベントの削除と登録解除
進行中の作業進行中の作業進行中の作業進行中の作業
「進行中の作業」ウィンドウが現れ、作業の進捗状況が知らされます。「進行中の作業」ウィ
ンドウの情報は、%oracle_home%¥sysman¥tempディレクトリにある vobmgr.logファ
イルにすべて記録されます。

リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブ
およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除

リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.2環境のリポジトリへ移行するには、調整が必要
です。移行プロセスには、リリース 1.xのアクティブなジョブとイベントをすべて手動で削
除および登録解除するプロセスが含まれます。

リリース 1.xのリポジトリで定義されたジョブとイベントの情報は、リリース 2.2のリポジ
トリにコピーされます。

リポジトリの移行を実行したら、次の手順に従ってください。

1. リリース 1.xのコンソールを起動し、移行されたリリース 1.xのリポジトリに接続しま
す。

2. アクティブなジョブとイベントをすべて、手動で削除または登録解除します。アクティ
ブ・ジョブおよびイベントの削除と登録解除を行わないと、その Intelligent Agentで実
行されるジョブに重複が生じる可能性があります。イベントは「not unique」エラーの
ために、登録に失敗します。

注意注意注意注意 : Change Management Packをインストール済かつ、Change 
Management Packアプリケーションをまだ使用していないリリース 1.xのリ
ポジトリを移行すると、Change Managementオブジェクトがリリース 2.2の
新しいリポジトリ内に自動的に作成されます。

注意注意注意注意 : Management Serverを起動する前に、情報を移行し、リリース 1.xの
コンソールを起動せずに、ジョブおよびイベントを削除すると、最初の起動
時に、イベントの登録とジョブの発行が試行されます。ジョブは登録されま
すが、イベントは、リリース 1.xのコンソールからすでに Intelligent Agent
に登録されているため、失敗することがあります（Intelligent Agentのイベ
ントの一意性に対する制約）。

コンソールでは失敗したことが表示されます。リリース 1.xのイベントを登
録解除し、リリース 2.2のコンソールで、失敗したイベント登録から「類似
作成」を使用して再登録を行います。
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移行成功の確認
3. リリース 1.xのコンソールを停止します。

4. Management Serverを起動します。

移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認
Migration Assistantによって、リリース 1.xのリポジトリ情報が、リリース 2.2の指定され
た管理者に移行された後、その管理者でリリース 2.2のコンソールにログインして移行を確
認します。

検出、優先接続情報リスト、ジョブおよびイベント情報の移行成功をチェックして、リポジ
トリの移行後にすべての情報があることを確認してください。

1. 検出情報について、移行後にコンソールのナビゲータに、ホストとサービスが表示され
ていることを確認します。

2. 移行された接続情報を使用してデータベースにアクセスするために、リリース 2.2のコ
ンソールのナビゲータで、最低 1つのノードの接続情報が表示されるようにします。

3. ジョブ情報については、チェックすべき関連情報として、ジョブ数、ジョブのタイプ、
ジョブの状態、および関連のジョブ履歴情報があります。リリース 1.xのジョブの中に
は、リリース 2.2に移行されないタスクが含まれているものもあります。これらのジョ
ブについても考慮する必要があります。移行されないジョブ・タスクの情報は、 7-18
ページの「リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス」 を参照してください。

4. イベント情報については、注意すべき関連情報として、イベント数、各イベント内のテ
スト数、各グループが登録されているノード、およびイベントの現在の状態がありま
す。移行されないイベント・テストの情報は、 7-18ページの「リリース 1.xのオブジェ
クト・リファレンス」 を参照してください。

注意注意注意注意 : リリース 1.xのそれぞれのリポジトリを、リリース 2.2の 1つのリポ
ジトリへ移行するには、同じステップを繰り返します。

注意注意注意注意 : Migration Assistantは、手動で検出された対象は移行しません。

注意注意注意注意 : リリース 2.2のコンソールで、移行されたサービス名と、リリース
1.xのコンソールで使用された接続情報の表に格納されているサービス名が一
致しない場合は、移行後にリリース 2.2のコンソールを使用して、関連する
サービスに対して優先接続情報リストを再入力してください。
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移行の取消し
5. 正常に移行された Performance Managerの記録とユーザー定義のグラフの数について
は、移行ログ・ファイル、sysman¥temp¥vobmgr.logを確認します。

6. Oracle Expert移行プロセスの情報は、sysman¥temp¥vobmgr.logファイルと、さら
に詳細な sysman¥temp¥xpomigr.logファイルを調べます。

7. Change Managementについては、リリース 1.xの Plan Managerと DB Captureのベー
スラインと変更計画の数をカウントし、リリース 2.2に移行された数と比較する必要が
あります。

移行の取消し移行の取消し移行の取消し移行の取消し
移行中に予期せぬ問題が発生した場合、Oracle Enterprise Manager環境を前の状態に復元し
なければならないことがあります。Oracle Enterprise Manager環境を復元するには、次のよ
うにします。

1. DBA Studioの Security Managementを使用して、リリース 1.xのリポジトリ・ユー
ザーを削除します。Security Managementの詳細は、Oracle Enterprise Managerのオン
ライン・ヘルプを参照してください。

2. インポート・ウィザードまたは IMPORTユーティリティ（Oracleデータベース・サー
バーに付随している基本ユーティリティ）を使用して、リリース 1.xで保存されている
リポジトリ・ユーザーをインポートします。ユーザーは、インポート時に再作成されま
す。インポート・ウィザードの使用の詳細は、Oracle Enterprise Managerのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。次の例では、IMPORTユーティリティを使用します。

imp user/password@service file=oemv1.dmp

スキーマをインポートすると、リリース 1.xのリポジトリが移行前の状態で再作成され
ます。

インポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照し
てください。

注意注意注意注意 : ジョブとイベントが登録解除されている場合は、再登録する必要があ
ります。
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
リリースリリースリリースリリース 1.xのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンス
リリース 1.xのオブジェクトの包括的なリストとそれらのリリース 2.2への移行の可否は、
次の項を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 2.2へ移行されるリリースへ移行されるリリースへ移行されるリリースへ移行されるリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
リリース 1.xの次のオブジェクトは、リリース 2.2へ移行できます。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。リリース 1.xの複数のリポジトリを、
リリース 2.2の 1人の管理者の 1つのリポジトリに移行する場合には、リリース 1.xの複数
のリポジトリに存在していたサービスに最初に移行された優先接続情報リストが、リリース
1.xのリポジトリから最初に移行される優先接続情報リストとなります。

サービスサービスサービスサービス
データベース、ノードおよびリスナーは、最後の検出およびリフレッシュのステータスが成
功であれば、移行されています。

グループ :　リリース 1.xでは、ジョブとイベントは 1つのオブジェクトとしてグループに登
録されます。リリース 1.xのグループに 1つのジョブまたはイベントが登録されている場合
は、そのジョブまたはイベントが登録されているサービスごとに個別のジョブまたはイベン
トが作成され、リリース 2.2に移行されます。

グループは論理エンティティとして移行されないので、ジョブまたはイベントはグループに
は移行されません。リリース 2.2にはグループはありません。リリース 1.xのすべてのグ
ループ・メンバーは、リリース 2.2に個別に移行されます。リリース 2.2でグループを再作
成し、移行されたメンバーをもう一度追加する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ

修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ

DBAスクリプトの実行 データベースの起動 TCLの実行

SQL*Plusの実行 メッセージの配布 リスナーの停止

データベースの停止 OSコマンドの実行 リスナーの起動

すべてのスケジュール情報 優先接続情報リストの上書き ジョブ履歴

従属ジョブ ジョブ・ライブラリ アクティブ・ジョブ
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
イベントイベントイベントイベント

その他その他その他その他

警告 プローブ 動作・停止
（データベース）

バッファ・キャッシュ

データ・ディクショナ
リ・キャッシュ

ディスク I/O ライブラリ・キャッ
シュ

ネット I/O

SysStat表 SysStat表デルタ データファイル制限 ロック制限

プロセス制限 セッション制限 ユーザー制限 アーカイブ満杯

小容量 ダンプ満杯 最大エクステント ユーザー・ブロック

連鎖行 動作・停止（リスナー
/SQL*Net）

動作・停止（ノード） CPUページング率

CPU使用率 ディスク満杯 スワップ満杯 アーカイバの停止

中断したジョブ データ・ブロック破壊 遅延トランザクション エラー・トランザク
ション

失敗したジョブ セッション終了 スケジュール解除され
たジョブ

空きバッファ

メモリー・ソート 索引再作成 REDOログ割当 ロールバック競合

警告ファイル過大 セグメントの高速拡張 複数エクステント スナップショット・
ログ満杯

表領域満杯 ユーザー監査 Data Gatherer警告 Data Gatherer動作・
停止

イベント・ライブラリ 登録 サードパーティ・
イベント

トリガー・イベントに関連付けられた修正ジョブ 頻度 パック・リポジトリ
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
次のオブジェクトは、再作成する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ

その他その他その他その他

使用不可になるリリース使用不可になるリリース使用不可になるリリース使用不可になるリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
リリース 1.xの次のオブジェクトは、リリース 2.2では使用できません。

ジョブジョブジョブジョブ

イベントイベントイベントイベント

その他その他その他その他
マップ

Oracle Enterprise Managerジョブからの
表領域のバックアップ

エクスポート

インポート ロード

SNMPトラップ ポケットベル・サービス 電子メール・サービス

管理者リスト 手動で追加されたサービス 手動で検出されたターゲット

製品のアンインストール パッケージの削除

パッケージの配布 パッケージのインストール

Rdbデータベース・イベント Rdbサービス・イベント

イベント履歴 未処理のイベント
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                                                            DBA Studioの
8

DBA Studioの設定の設定の設定の設定

DBA Management Packの中心機能は、DBA Studioと SQL*Plus Worksheetです。

DBA Studioは、複数のデータベース・ツールとマスター・ビューの詳細を組み合せて、1つ
のツールからデータベース管理者機能にアクセスし、複数のデータベースを管理できるよう
にします。DBA Studioは、次の要素で構成されます。

� Instance Management:　データベースの起動または停止、データベースの初期化パラ
メータの編集、リソースの割当てとユーザー・セッションの管理を行います。

� Schema Management:　スキーマ・オブジェクトの作成、編集および調査を行います。

� Security Management:　ユーザー、権限およびプロファイルを管理します。

� Storage Management:　表領域、データファイル、ロールバック・セグメントおよび
REDOログを管理します。制御ファイルとアーカイブ・ログ情報も参照できます。

� Replication Management:　管理者が Oracleレプリケーション環境の設定、構成および
管理を迅速に行えるようにします。

� JServer Management:　ネームスペースの管理、ネームスペース内に公開された CORBA
および EJBコンポーネントの参照、公開コンポーネントに対する権限の変更、スキーマ
に常駐する Javaクラス内のmain()メソッドの実行、および出力の表示が可能になりま
す。

� Cache Management:　Oracle8i Cacheによって作成されたキャッシュを設定、管理およ
び監視できます。Oracle8i Cacheでは、インテリジェント中間層キャッシュが追加され
るため、Webアプリケーション、エンタープライズ・リソース計画（ERP）アプリケー
ション、垂直アプリケーションなどのアプリケーションの能力が向上します。Oracle8i 
Cacheを使用して、頻繁に使用するデータを中間層ノードでキャッシュに格納すると、
使用環境で処理できる要求の数が増加します。

Enterprise Managerの以前のリリースでは、個別のデータベース・ツール（Instance 
Manager、Schema Manager、Storage Manager、Security Managerおよび Replication 
Manager）がありました。高度に統合された DBA Studioを使用せずに個別の独立ツールを
引き続き使用する場合は、カスタム・インストール・オプションを使用してそれらのツール
をインストールする必要があります（Replication Managerおよび Cache Managerを除く）。
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DBA Studioを使用すると、データベース管理作業を実行し、リリース 7.3.4以降の Oracle
データベースをサポートできます。

また、分析ウィザード、バックアップ管理ウィザード、データ管理ウィザード、ディメン
ション作成ウィザード、サマリー・アドバイザ・ウィザード、表作成ウィザードおよび
ビュー作成ウィザードも使用可能です。

図図図図 8-1 DBA Studio

注意注意注意注意 : 非 DBAユーザーとして SQL*Plus Worksheet以外の DBA Studioお
よび DBA Management Packアプリケーションを使用する場合、
SELECT_CATALOG_ROLE権限が必要です。SELECT_CATALOG_ROLE
は、Oracle8以上のデータベースでのみ使用可能です。
SELECT_CATALOG_ROLEの作成の詳細は、8-17ページの「7.3.4データ
ベースに対して DBA Studioへの非 DBAユーザー・アクセスを設定」を参照
してください。
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スタンドアロンまたは Oracle Management Server（OMS）モードの DBA Studio
この章の内容は、次のとおりです。

� スタンドアロンまたは Oracle Management Server（OMS）モードの DBA Studio

� スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定

� OMSモードの DBA Studioの設定

� DBA Studioのその他の手順

スタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたは Oracle Management Server（（（（OMS）モード）モード）モード）モード
のののの DBA Studio

DBA Studioを起動する際には、データベースに直接接続することも（スタンドアロン・
モード）、Oracle Management Serverを介してデータベースに接続することも（OMSモー
ド）できます。

データベースへの直接接続データベースへの直接接続データベースへの直接接続データベースへの直接接続
ジョブ、イベント、グループ・システムを必要としない基本的な管理タスクを実行する場合
は、DBA Studioをスタンドアロン・モードで実行します。スタンドアロン・モードで接続
すると、DBA Studioは、データベースのローカル・レコードに設定したデータベースにア
クセスできるようになります。

Oracle Management Serverによる接続による接続による接続による接続
次の場合には、DBA Studioを OMSモードで実行します。

� Oracle Enterprise Managerのフレームワークを使用する場合

� イベント、ジョブまたはグループを必要とする基本管理作業を実行する場合（たとえ
ば、バックアップ管理ウィザードおよびデータ管理ウィザードの使用）

� コンソールで以前に検出されたすべてのデータベースにアクセスする場合

注意注意注意注意 : 同時に 2つのオブジェクトが編集された場合、最後にコミットされた
編集内容が、前にコミットされた変更内容を警告なしで上書きします。

注意注意注意注意 : データベースに直接接続された DBA Studio（スタンドアロン・モー
ド）のみを実行する場合は、Management Serverとリポジトリは必要ありま
せん。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
� Webブラウザを使用して DBA Studioを実行する場合

Oracle Management Serverに接続すると、DBA Studioは、検出されたノードのすべての
データベースにアクセスできるようになります。DBA Studioを接続するには、Oracle 
Management Serverが稼働している必要があります。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioの設定の設定の設定の設定
DBA Studioをスタンドアロン・モードで実行する場合は、Oracle Enterprise Managerまた
はリポジトリを設定する必要はありません。

DBA Studioをスタンドアロン・モードで設定するには、次の作業を実行します。

� DBA Studioの起動

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーで管理対象のデータベースを選択または追加

スタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでの DBA Studioの起動の起動の起動の起動
1. DBA Studioを起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Database Administration」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動することもできます。

oemapp dbastudio

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

2. ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

DBA Studioを最初に起動した時点では、管理対象のデータベースが追加されていないため、
DBA Studioの左側のパネルには何も表示されません。「データベースをツリーに追加」ダイ
アログ・ボックスが自動的に表示され、ここでナビゲータ・ツリーにデータベースを追加で
きます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加
DBA Studioを最初に起動すると、「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスが
自動的に表示されます。このダイアログ・ボックスは、「ファイル」メニューからも選択で
きます。

図図図図 8-2「データベースをツリーに追加」「データベースをツリーに追加」「データベースをツリーに追加」「データベースをツリーに追加」

「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスでは、ネット・サービス名を手動で
入力するか、またはローカルの tnsnames.oraファイルから追加できます。

手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加
次のフィールドに情報を指定して、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに手動でデータベー
スを追加できます。

� SID:　データベース・システムの識別子で、通常は ORCLなどのインスタンス名。

� ホスト名 :　データベースが格納されているマシン名またはノード名。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
� ポート番号 :　データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526。

� ネット・サービス名 :　マシンへの接続時にデータベースを一意に識別する名前。通常
はグローバル・データベース名です。たとえば、次のようになります。ORCL.world.

選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル tnsnames.oraファイルから追加ファイルから追加ファイルから追加ファイルから追加
Oracle Enterprise Managerホームのローカル tnsnames.oraファイルからデータベース・
サービス名を読み込み、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに移入できます。「データベース
をツリーに追加」ダイアログ・ボックスには、tnsnames.oraファイルに保存されているデー
タベースがリスト表示され、ここでデータベースを選択または選択解除できます。「サービ
ス名」の左側の列ヘッダーをクリックし、すべてのデータベースを選択または選択解除しま
す。すべてのデータベースを選択解除した場合は、チェックボックスでデータベースを個別
に選択できます。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioでデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続
DBA Studioでデータベースに接続するには、次の 4通りの方法があります。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーのコンテナの隣にあるプラス記号をクリックします。
接続情報が設定されていない場合は、優先接続情報リストが使用されます。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをダブルクリックします。
接続情報が設定されていない場合は、優先接続情報リストが使用されます。

� データベースを選択し、「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� データベースを選択し、ツールバーの「接続」アイコンを選択します。

Oracle Enterprise Managerコンソールで優先接続情報リストが設定されていない場合は、
「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。優先接続情報リストが設
定されている場合は、このログイン情報を使用してデータベースに接続します。

注意注意注意注意 : データベースを手動で追加すると、
<Oracle_Enterprise_Manager_Home>/network/adminディレクトリ
の tnsnames.oraファイルが自動的に更新されます。

注意注意注意注意 : 現在、DBA Studioで手動で入力できるのは、TCP/IPサービス名の
みです。ネットワーク・プロトコルが必要な場合は、Net8 Configuration 
Assistantを使用して tnsnames.oraファイルにプロトコルを入力して追加し
ます。tnsnames.oraファイルから選択したサービスをインポートする場合に
は、すべてのプロトコルがサポートされます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスで、次の情報を指定してデータベースに接
続します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
接続するデータベースに対する Oracleユーザー名を指定します。

たとえば、次のようになります。system

パスワードパスワードパスワードパスワード
接続するデータベースに対する Oracleパスワードを指定します。

たとえば、次のようになります。manager

接続モード接続モード接続モード接続モード
プルダウン・リストから、「NORMAL」、「SYSOPER」または「SYSDBA」のどの権限で
データベースに接続するかを選択できます。一般ユーザーとしてデータベースに接続する場
合は、NORMALを選択します。データベースの停止や起動など、特別な処理権限でデータ
ベースに接続する場合は、SYSOPERを選択します。ユーザーに任意の権限を付与するなど、
対象データベースに対してすべての権限を持つユーザーとしてデータベースに接続する場合
は、SYSDBAを選択します。

SYSOPER権限と SYSDBA権限を使用するには、パスワード・ファイルまたは OSグループ
の認証を作成し、データベースに設定する必要があります。

ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存
優先接続情報リストを保存するオプションも用意されており、これを使用して、ユーザー
名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイン情報を
ローカル・ファイルに保存できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続が確立したときに、そのつどユーザー名とパスワードを入力するので
はなく、かわりにこのログイン情報が使用されます。

「ローカル優先接続情報リストとして保存」チェックボックスを選択するか、「ファイル」メ
ニューから「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、優先
接続情報リストを設定できます。

このチェックボックスはデフォルトで選択されています。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストの
編集編集編集編集

優先接続情報リストを保存または編集するオプションも用意されており、これによって、
ユーザー名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイ
ン情報を格納できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続時には、その都度ユーザー名とパスワードを入力しなくても、このロ
グイン情報が使用されます。

DBA Studioには、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに表示されるデータベースのリストが
格納されています。これらのデータベースのいずれかの優先接続情報リストが指定される
と、ユーザー名、暗号化されたパスワードおよびロールが、ローカル・ファイルに追加され
ます。

DBA Studioは、ログイン接続情報のローカル・レコードを、Oracle Management Serverか
ら個別に更新します。

サービスのローカル優先接続情報リストを保存または編集するには、次のステップを実行し
ます。

1. 「ファイル」メニューの「ローカル優先接続情報リストの編集」を選択します。「ローカ
ル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスに、サービスのリストが表示され
ます。

注意注意注意注意 : パスワードは、別のマシンにコピーされて別のユーザーに使用されな
いように、ローカル・ファイル内で暗号化されます。

注意注意注意注意 : ローカルの優先接続情報リストを編集できない場合は、DBA Studio
がスタンドアロン・モードになっているかどうかを確認してください。
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図図図図 8-3「ローカル優先接続情報リストの編集」「ローカル優先接続情報リストの編集」「ローカル優先接続情報リストの編集」「ローカル優先接続情報リストの編集」

2. 「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスで、データベースのサー
ビス名を選択し、データベースに接続するための接続情報を入力または更新します。

� ユーザー名 :　ユーザー名を入力します。パスワードが入力されている場合は、こ
のフィールドは必須です。

� パスワード :　パスワードを入力します。データベースへの接続時にパスワードを
入力するように要求されない場合は、このフィールドは空白のままでかまいませ
ん。

� パスワード確認 :　パスワードを確認します。

� ロール :　プルダウン・リストからロールを選択します。データベースを起動また
は停止するには、SYSDBAまたは SYSOPERのロールでログインする必要がありま
す。

3. 「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスで「OK」ボタンをクリッ
クし、更新した内容を保存します。
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OMSモードの DBA Studioの設定
OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioの設定の設定の設定の設定
DBA Studioを OMSモードで実行するには、次の条件が必要です。

� リポジトリおよびManagement Serverが設定されていること

� 分散サービスが置かれたノードで Intelligent Agentが起動されていること

� データベースが起動済で検出されていること

Management Serverへ接続するためのへ接続するためのへ接続するためのへ接続するための DBA Studioの設定の設定の設定の設定
Oracle Management Serverへ接続するための DBA Studioを設定するには、次の指示に従っ
てください。

1. 管理対象のノードで Oracle Intelligent Agentが起動されていることを確認します。
Intelligent Agentの起動の詳細は、第 5章「Intelligent Agentの起動および停止」を参
照してください。

2. Oracle Management Serverが起動されていることを確認します。リポジトリおよび
Management Serverの設定の詳細は、第 2章「リリース 2.2のリポジトリの作成」を参
照してください。Management Serverの起動の詳細は、第 3章「Management Serverの
管理」を参照してください。

3. コンソールを起動します。コンソールの起動の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を
参照してください。

検出ウィザードを使用して、対象のデータベースが保存されているノードを検出しま
す。ノード検出の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を参照してください。DBA 
Studioは、検出されたデータベースにアクセスできるようになります。

4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

注意注意注意注意 : 「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスで「ローカル優先接
続情報リストとして保存」チェックボックスを選択し、優先接続情報リスト
を保存または上書きできます。

注意注意注意注意 : Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビ
ゲータ・ツリーにデータベースを追加する場合は、Oracle Enterprise 
Managerコンソールから検出ウィザードを使用してください。ナビゲータ・
ツリーには、リポジトリからデータベースが移入されます。これは DBA 
Studioで変更することはできません。
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OMSモードでのモードでのモードでのモードでの DBA Studioの起動の起動の起動の起動
1. DBA Studioを起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Database Administration」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動することもできます。

oemapp dbastudio

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

2. ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「Oracle Management Server
へログイン」を選択します。

図図図図 8-4「「「「Oracle Enterprise Managerログイン」ログイン」ログイン」ログイン」

3. Enterprise Managerユーザー・アカウントの次の接続情報を指定します。

管理者管理者管理者管理者 :　sysman、またはスーパー管理者が作成した Enterprise Managerユーザーを
入力します。
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パスワードパスワードパスワードパスワード :　oem_temp、または新しいパスワード（oem_tempを変更した場合）を入
力します。

Management Server:　Oracle Management Serverが稼働しているノード名を入力しま
す。

4. 「OK」ボタンを押します。DBA Studioが表示されます。ナビゲータ・ツリーには、
Oracle Enterprise Managerコンソールで検出されたデータベースが移入されます。

OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioでデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続
DBA Studioでデータベースに接続するには、次の 4通りの方法があります。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーのコンテナの隣にあるプラス記号をクリックします。
接続情報が設定されていない場合は、優先接続情報リストが使用されます。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをダブルクリックします。
接続情報が設定されていない場合は、優先接続情報リストが使用されます。

� データベースを選択し、「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� データベースを選択し、ツールバーの「接続」アイコンを選択します。

Oracle Enterprise Managerコンソールで優先接続情報リストが設定されていない場合は、
「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。優先接続情報リストが設
定されている場合は、このログイン情報を使用してデータベースに接続します。

「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、データベースに
接続するための次の情報を指定します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
接続するデータベースに対する Oracleユーザー名を指定します。

たとえば、次のようになります。system

パスワードパスワードパスワードパスワード
接続するデータベースに対する Oracleパスワードを指定します。

たとえば、次のようになります。manager

接続モード接続モード接続モード接続モード
プルダウン・リストから、「NORMAL」、「SYSOPER」または「SYSDBA」のどの権限で
データベースに接続するかを選択できます。一般ユーザーとしてデータベースに接続する場
合は、NORMALを選択します。データベースの停止や起動など、特別な処理権限でデータ
ベースに接続する場合は、SYSOPERを選択します。ユーザーに任意の権限を付与するなど、
対象データベースに対してすべての権限を持つユーザーとしてデータベースに接続する場合
は、SYSDBAを選択します。

SYSOPER権限と SYSDBA権限を使用するには、パスワード・ファイルまたは OSグループ
の認証を作成し、データベースに設定する必要があります。
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優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存
優先接続情報リストを保存するオプションも用意されており、これを使用して、ユーザー
名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイン情報を
リポジトリに保存できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続が確立したときに、その都度ユーザー名とパスワードを入力するので
はなく、かわりにこのログイン情報が使用されます。

このチェックボックスはデフォルトで選択されています。

DBA Studioのその他の手順のその他の手順のその他の手順のその他の手順
この項では、次のトピックについて説明します。

� DBA Studioの Quick Tourへのアクセス

� データベースに別のユーザーとして接続

� DBA Studioへの接続で使用しているロールの参照

� スタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーからデータベースを削除

� OMSモードのナビゲータからデータベースを削除

� OMSモードの DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータベースを追加

� OMSモードからスタンドアロン・モードへの変更

� スタンドアロン・モードから OMSモードへの変更

� JServerへの接続

� 7.3.4データベースに対して DBA Studioへの非 DBAユーザー・アクセスを設定

DBA Studioのののの Quick Tourへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
DBA Studioの Quick Tourにアクセスするには、まず、データベースまたは任意のノードを
選択し、右側のウィンドウで「Quick Tour」ボタンをクリックします。

データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続
DBA Studioでは、別のユーザーとして再接続するために、データベースから切断する必要
はありません。

あるデータベースに接続している場合に、別のユーザーとして再接続する場合には、次のい
ずれかの処理を行います。

� データベースのアイコンを右クリックし、コンテキスト依存メニューで「接続」を選択
します。
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� 「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� ツールバーの「接続」アイコンをクリックします。

「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示され、別のユーザー名を入力して
「OK」をクリックします。

これで、データベースからの切断と再接続が自動的に行われます。

DBA Studioへの接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照
データベースへの接続が確立されると、DBA Studioのツリーのデータベース・アイコンの
上部に、接続アイコンが表示されます。

データベース名の隣には、SYSDBAロールで接続した場合と同じように、ユーザー名とロー
ルが表示されます。たとえば、sys AS SYSDBAと示されます。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除
DBA Studioのナビゲータ・ツリーからデータベースを削除するには、次のステップを実行
します。

1. 削除するデータベースを選択します。

2. 「ファイル」メニューの「データベースをツリーから削除」を選択します。

3. 「データベース <name>をツリーから削除します。実行しますか。」というメッセージが
表示されます。「はい」をクリックします。

注意注意注意注意 : データベースを削除すると、DBA Studioのナビゲータ・ツリーから
エントリが削除されます。ただし、tnsnames.oraファイルのエントリまたは
データベースが物理的に削除されるわけではありません。必要な場合は、ナ
ビゲータ・ツリーにデータベースをもう一度追加できます。

注意注意注意注意 : ナビゲータ・ツリーからデータベースを削除できるのは、スタンドア
ロン・モードで DBA Studioに接続している場合のみです。
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OMSモードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除
Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビゲータ・ツリーからデータ
ベースを削除するには、Oracle Enterprise Managerコンソールからデータベースを削除して
ください。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。

2. 削除するデータベースが定義されているノードを選択します。

3. 「ナビゲータ」メニューの「データベースの削除」を選択します。

4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

5. DBA Studioの「表示」メニューの「リフレッシュ」を選択します。対象のデータベー
スが定義されているノードが、ナビゲータ・ツリーから消去されます。

OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加
Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータ
ベースを追加する場合は、Oracle Enterprise Managerコンソールから検出ウィザードを使用
してください。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。

2. 「ナビゲータ」メニューの「ノードの検出」を選択し、検出ウィザードを起動します。
サービス検出の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してくださ
い。

3. 対象のデータベースが定義されているノードを指定し、そのノードを検出します。DBA 
Studioがデータベースにアクセスできるようになります。

4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

5. DBA Studioの「表示」メニューの「リフレッシュ」を選択します。対象のデータベー
スが定義されているノードが、ナビゲータ・ツリーに表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle Management Serverまたは Oracle Intelligent Agentは停止し
ないでください。
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OMSモードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更
DBA Studioが Oracle Management Serverに接続されると、DBA Studioのナビゲータ・ツ
リーに、Enterprise Managerコンソールで検出されたデータベースが移入されます。

次のステップで、これらのデータベースをコピーして、スタンドアロン・モードで使用でき
るようにする方法について説明します。

ナビゲータ・ツリーに表示されているデータベースは、ローカル・ファイルに保存されてい
る tnsnames.oraファイル、およびそれに関連する優先接続情報リストに追加できます。

1. 「ファイル」メニューから「tnsnames.oraファイルの更新」ダイアログ・ボックスを使
用して、ローカルの tnsnames.oraファイルにコピーするサービスを選択します。

2. 優先接続情報リストをローカル・ファイルに保存する場合は、「tnsnames.oraファイル
の更新」ダイアログ・ボックスの「優先接続情報リストをローカルに保存」チェック
ボックスを選択します。

これらのデータベースをスタンドアロン・モードで使用できるようにするには、次のステッ
プを実行します。

1. データベースに直接接続されている DBA Studioを起動します。

2. 「ファイル」メニューの「データベースをツリーに追加」を選択します。

3. 「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスで、追加するネット・サービス
名をローカルの tnsnames.oraファイルから選択します。

スタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードから OMSモードへの変更モードへの変更モードへの変更モードへの変更
スタンドアロン・モードの DBA Studioを使用している場合は、ナビゲータ・ツリーに表示
されるデータベースのリストは、ローカル・ファイルから取得されます。

将来、ジョブ、イベントおよびグループの管理において、Webブラウザからの DBA Studio
の実行、バックアップ作業、データ管理作業を行う可能性があります。これらの作業では、
DBA Studioを Oracle Management Serverに接続して実行します。

現在、DBA Studioを Oracle Management Serverに接続して稼働している場合は、ナビゲー
タ・ツリーに表示されているデータベースは、スタンドアロン・モードで表示されるものと
は異なる場合があります。Oracle Management Serverに接続している場合は、データベース
のリストは、ローカル・ファイルではなくリポジトリから取得されるためです。

スタンドアロン・モードの DBA Studioで有効になっていたデータベースを追加する際に、
そのデータベースが、Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioで有効に

注意注意注意注意 : 他のマシンからファイルを使用されないようにするために、パスワー
ドは暗号化されてローカル・ファイルに保存されます。
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なっていない場合は、Oracle Enterprise Managerコンソールでサービスを検出する必要があ
ります。サービス検出の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してく
ださい。

JServerへの接続への接続への接続への接続
JServerが 2481以外のポート用に構成されている場合、「JServer URL構成」ダイアログ・
ボックスでそのポート番号を変更しない限り、JServerコンテナは拡張されません。

このダイアログ・ボックスにアクセスするには、コンテナをマウスの右ボタンでクリック
し、「JServerに接続」メニュー項目を選択します。次に接続ボタンを選択します。「JServer 
URL構成」ダイアログ・ボックスが表示されたら、適切な「GIOPポート番号」を入力しま
す。

7.3.4データベースに対してデータベースに対してデータベースに対してデータベースに対して DBA Studioへの非への非への非への非 DBAユーザー・アクセスをユーザー・アクセスをユーザー・アクセスをユーザー・アクセスを
設定設定設定設定

非 DBAユーザーとして SQL*Plus Worksheet以外の DBA Studioおよび DBA Management 
Packアプリケーションを使用する場合、SELECT_CATALOG_ROLE権限が必要です。
SELECT_CATALOG_ROLEは、Oracle8以上のデータベースでのみ使用可能です。

Oracle8より前の Oracleデータベースに対して SELECT_CATALOG_ROLEを作成するに
は、後述のスクリプトを実行します。

オンライン・ヘルプからスクリプト・テキストを切り取って貼り付けると、簡単にスクリプ
トを作成できます。

sc_role.sql
CREATE ROLE SELECT_CATALOG_ROLE NOT IDENTIFIED;
grant select on SYS.V_$CONTROLFILE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LOG to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$THREAD to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$PROCESS to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$BGPROCESS to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$SESSION to SELECT_CATALOG_ROLE;

注意注意注意注意 : スタンドアロン・モードの DBA Studioから OMSモードへ切り替え
る場合は、DBA Studioを閉じて再起動する必要があります。

注意注意注意注意 : SELECT_CATALOG_ROLEに権限を付与するためには、このスクリ
プトを SYSとして実行する必要があります。
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grant select on SYS.V_$LICENSE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$TRANSACTION to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LOCKED_OBJECT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCH to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCH_CHILDREN to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCH_PARENT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCHNAME to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCHHOLDER to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LATCH_MISSES to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$RESOURCE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$_LOCK to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LOCK to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$SESSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$MYSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$SYSSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$STATNAME to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ACCESS to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$OBJECT_DEPENDENCY to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$DBFILE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$FILESTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LOGFILE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ROLLNAME to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ROLLSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$SGA to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$PARAMETER to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$SYSTEM_PARAMETER to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ROWCACHE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ENABLEDPRIVS to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$LIBRARYCACHE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$TYPE_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$ARCHIVE to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$CIRCUIT to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$DATABASE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$INSTANCE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$DISPATCHER to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.V_$LOGHIST to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$SQLAREA to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$SQLTEXT to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$SQLTEXT_WITH_NEWLINES to SELECT_CATALOG_ROLE;            
grant select on SYS.V_$SQL to SELECT_CATALOG_ROLE;                              
grant select on SYS.V_$DB_PIPES to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$DB_OBJECT_CACHE to SELECT_CATALOG_ROLE;                  
grant select on SYS.V_$OPEN_CURSOR to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.V_$PQ_SYSSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.V_$PQ_SLAVE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$QUEUE to SELECT_CATALOG_ROLE;                            
grant select on SYS.V_$MTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                              
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grant select on SYS.V_$DBLINK to SELECT_CATALOG_ROLE;                           
grant select on SYS.V_$PWFILE_USERS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$REQDIST to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$SGASTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$WAITSTAT to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$SHARED_SERVER to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.V_$TIMER to SELECT_CATALOG_ROLE;                            
grant select on SYS.V_$RECOVER_FILE to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$LOG_HISTORY to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.V_$RECOVERY_LOG to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$DATAFILE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.V_$FIXED_TABLE to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.V_$FIXED_VIEW_DEFINITION to SELECT_CATALOG_ROLE;            
grant select on SYS.V_$INDEXED_FIXED_COLUMN to SELECT_CATALOG_ROLE;             
grant select on SYS.V_$SESSION_CURSOR_CACHE to SELECT_CATALOG_ROLE;             
grant select on SYS.V_$SESSION_WAIT to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$SESSION_EVENT to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.V_$SESSION_CONNECT_INFO to SELECT_CATALOG_ROLE;             
grant select on SYS.V_$SYSTEM_EVENT to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$EVENT_NAME to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.V_$EXECUTION to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.V_$SYSTEM_CURSOR_CACHE to SELECT_CATALOG_ROLE;              
grant select on SYS.V_$SESS_IO to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.V_$COMPATIBILITY to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.V_$COMPATSEG to SELECT_CATALOG_ROLE;
grant select on SYS.V_$RECOVERY_STATUS to SELECT_CATALOG_ROLE;                  
grant select on SYS.V_$RECOVERY_FILE_STATUS to SELECT_CATALOG_ROLE;             
grant select on SYS.V_$SHARED_POOL_RESERVED to SELECT_CATALOG_ROLE;             
grant select on SYS.V_$SORT_SEGMENT to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.V_$SQL_CURSOR to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.V_$SQL_BIND_METADATA to SELECT_CATALOG_ROLE;                
grant select on SYS.V_$SQL_BIND_DATA to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.V_$SQL_SHARED_MEMORY to SELECT_CATALOG_ROLE;                
grant select on SYS.DBA_ROLES to SELECT_CATALOG_ROLE;                           
grant select on SYS.DBA_PROFILES to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_CATALOG to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DBA_CLUSTERS to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_CLU_COLUMNS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_COL_COMMENTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_COL_PRIVS to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_DB_LINKS to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_EXP_OBJECTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_EXP_VERSION to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_EXP_FILES to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_INDEXES to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DBA_IND_COLUMNS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_OBJECTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
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grant select on SYS.DBA_ROLLBACK_SEGS to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.DBA_ROLE_PRIVS to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.DBA_SYS_PRIVS to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_SEQUENCES to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_SYNONYMS to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_TABLES to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_TAB_COLUMNS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_TAB_COMMENTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_TAB_PRIVS to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_TS_QUOTAS to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_USERS to SELECT_CATALOG_ROLE;                           
grant select on SYS.DBA_VIEWS to SELECT_CATALOG_ROLE;                           
grant select on SYS.DBA_CONSTRAINTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_CLUSTER_HASH_EXPRESSIONS to SELECT_CATALOG_ROLE;        
grant select on SYS.DBA_CONS_COLUMNS to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.SYSCATALOG_ to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.PSS1$ to SELECT_CATALOG_ROLE;                               
grant select on SYS.PS1$ to SELECT_CATALOG_ROLE;                                
grant select on SYS.DBA_2PC_PENDING to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_2PC_NEIGHBORS to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.DBA_UPDATABLE_COLUMNS to SELECT_CATALOG_ROLE;               
grant select on SYS.DBA_OBJ_AUDIT_OPTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                  
grant select on SYS.DBA_STMT_AUDIT_OPTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                 
grant select on SYS.DBA_PRIV_AUDIT_OPTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                 
grant select on SYS.DBA_AUDIT_TRAIL to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_AUDIT_SESSION to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.DBA_AUDIT_STATEMENT to SELECT_CATALOG_ROLE;                 
grant select on SYS.DBA_AUDIT_OBJECT to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_AUDIT_EXISTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_ERRORS to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_SOURCE to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_TRIGGERS to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_TRIGGER_COLS to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_DEPENDENCIES to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.CODE_PIECES to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.CODE_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;                           
grant select on SYS.PARSED_PIECES to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.PARSED_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.SOURCE_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.ERROR_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_OBJECT_SIZE to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.DBA_JOBS_RUNNING to SELECT_CATALOG_ROLE;                    
grant select on SYS.DBA_JOBS to SELECT_CATALOG_ROLE;                            
grant select on SYS.ORA_KGLR7_OBJECTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.SYS_OBJECTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DBA_SEGMENTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                        
grant select on SYS.DBA_EXTENTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
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grant select on SYS.DBA_FREE_SPACE to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.DBA_FREE_SPACE_COALESCED_TMP1 to SELECT_CATALOG_ROLE;       
grant select on SYS.DBA_FREE_SPACE_COALESCED_TMP2 to SELECT_CATALOG_ROLE;       
grant select on SYS.DBA_FREE_SPACE_COALESCED to SELECT_CATALOG_ROLE;            
grant select on SYS.DBA_DATA_FILES to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.FILEXT$ to SELECT_CATALOG_ROLE;                             
grant select on SYS.DBA_TABLESPACES to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.SM$TS_AVAIL to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.SM$TS_USED to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.SM$TS_FREE to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.SM$AUDIT_CONFIG to SELECT_CATALOG_ROLE;                     
grant select on SYS.SM$INTEGRITY_CONS to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.DEFSCHEDULE to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DEFERROR to SELECT_CATALOG_ROLE;                            
grant select on SYS.DEFERRCOUNT to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DEFTRAN to SELECT_CATALOG_ROLE;                             
grant select on SYS.DEFTRANDEST to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DEFDEFAULTDEST to SELECT_CATALOG_ROLE;                      
grant select on SYS.DBA_SNAPSHOTS to SELECT_CATALOG_ROLE;                       
grant select on SYS.DBA_SNAPSHOT_LOGS to SELECT_CATALOG_ROLE;                   
grant select on SYS.DBA_RCHILD to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_RGROUP to SELECT_CATALOG_ROLE;                          
grant select on SYS.DBA_REFRESH to SELECT_CATALOG_ROLE;                         
grant select on SYS.DBA_REFRESH_CHILDREN to SELECT_CATALOG_ROLE;
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                                                           ディレクトリ構
A

ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造

この付録では、Oracle Enterprise Managerリリース 2.2をインストールしたときに作成され
るディレクトリ構造について説明します。

Oracle Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2.2のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2をインストールすると、次のディレクトリが作成さ
れます。

$ORACLE_HOME/sysmanのディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
$ORACLE_HOME/sysmanのディレクトリ構造は、次のとおりです。

� $ORACLE_HOME/sysman/admin

� $ORACLE_HOME/sysman/config

� $ORACLE_HOME/sysman/dbapp

� $ORACLE_HOME/sysman/doc/readme

� $ORACLE_HOME/sysman/log

� $ORACLE_HOME/sysman/mesg

� $ORACLE_HOME/sysman/temp

� $ORACLE_HOME/sysman/ifiles

� $ORACLE_HOME/sysman/report

$ORACLE_HOME/sysman/admin
$ORACLE_HOME/sysman/adminディレクトリには、Enterprise Manager Configuration 
Assistantで使用される SQLスクリプトおよびレジストリ・ファイルが含まれています。内
容は変更しないでください。
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$ORACLE_HOME/sysman/config
$ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリには、いくつかの構成ファイルが含まれて
います。ユーザーが変更できるのは、次のファイルです。

� clientconfig.properties

� dbappscfg.properties

� omsconfig.properties

� paging.cfg.template

このディレクトリの他のファイルは変更できません。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.2のコンポーネントのトレース情報は、
omsconfig.propertiesおよび clientconfig.propertiesファイルに格納されます。

dbappscfg.propertiesファイルには、SQL*Plus worksheetの設定が格納されます。

dbappscfg.propertiesファイルは、SQL*Plusに追加の環境変数を指定する際に使用さ
れます。

デフォルトでは、次のように設定されます。

SQLPLUS_ENDOFBUFTOKEN=OEM_sqlplus_input_finished

paging.cfg.templateファイルにより、Oracle Enterprise Manager Paging Server 2.2で
のトレースが使用可能になります。

$ORACLE_HOME/sysman/ifiles
Instance Managementツールの使用中に init.oraパラメータをファイルに保存すると、その
ファイルは、デフォルトで $ORACLE_HOME/sysman/ifilesディレクトリに保存されま
す。

$ORACLE_HOME/sysman/log
$ORACLE_HOME/sysman/logディレクトリには、ディスクにリダイレクトされたトレース
の出力が入っています。このディレクトリには、oms.logおよび oms.nohupファイルが
含まれています。oms.nohupファイルには、Management Serverの起動前に表示される
Management Serverのエラー・メッセージが含まれています。oms.logファイルには、
Management Serverの起動時および実行時に生成されるメッセージが含まれています。

$ORACLE_HOME/sysman/mesg
$ORACLE_HOME/sysman/mesgディレクトリには、メッセージ・ファイルが入っています。

$ORACLE_HOME/sysman/doc/readme
$ORACLE_HOME/sysman/doc/readmeディレクトリには、英語 readmeファイルが入って
います。
A-2　Oracle Enterprise Manager構成ガイド



Oracle Enterprise Managerリリース 2.2のディレクトリ構造
$ORACLE_HOME/sysman/report
ORACLE_HOME/sysman/reportディレクトリには、その場で生成されたレポートが入って
います。

$ORACLE_HOME/sysman/temp
$ORACLE_HOME/sysman/tempディレクトリには、管理操作の処理中に作成される可能性
のあるテンポラリ・ファイルが入っています。

その他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリ
前述のディレクトリの他に、重要なディレクトリとして次のものがあります。

$ORACLE_HOME/RelNotes/EM
Enterprise Managerの英語 Readmeは、すべてこのディレクトリにインストールされます。

$ORACLE_HOME/Doc/EM
Enterprise Managerに付随する HTMLおよび PDF形式の英語ドキュメントは、このディレ
クトリにインストールされます。UNIXおよびWindowsプラットフォームの場合、ドキュ
メントは個別の CDに保存されているため、Enterprise Managerをインストールしてもド
キュメントはインストールされません。
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Configuration Assistantの操作の操作の操作の操作

Enterprise Manager Configuration Assistantを使用して、リポジトリを作成、削除および更
新し、ローカルなManagement Serverの構成パラメータをメンテナンスします。

リポジトリ作成については、2-1ページの「リリース 2.2のリポジトリの作成」で説明してい
ます。

この付録では、次のことを説明します。

� リリース 2.0または 2.1のリポジトリをリリース 2.2のリポジトリへアップグレードする
方法

� リポジトリの削除方法

� 異なるリポジトリを使用するため、またはリポジトリ・ユーザーのパスワード変更に対
応するために、ローカルManagement Serverをリダイレクトする方法

omsconfig.propertiesファイルにアクセスできない場合の、リポジトリ作成およびパラ
メータ構成についての情報も提供しています。

Enterprise Managerのリリース 1.xを使用している場合に、リリース 1.xのリポジトリをリ
リース 2.2のリポジトリへ直接移行するには、リリース 2.2のリポジトリを作成した後で、
Enterprise Manager Migration Assistantを使用して追加のステップを実行する必要がありま
す。リリース 1.xの 1つ以上のリポジトリをリリース 2.2の共有リポジトリ・スキーマへ移
行する場合の詳細は、第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.2のリポジトリへ
の移行」を参照してください。
操作 B-1



リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース 2.2の リポジトリへのアップグレード
リリースリリースリリースリリース 2.0またはまたはまたはまたは 2.1のリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリース 2.2のののの
リポジトリへのアップグレードリポジトリへのアップグレードリポジトリへのアップグレードリポジトリへのアップグレード

リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース 2.2のリポジトリへアップグレードする場
合は、リポジトリをアップグレードする前に、Intelligent Agent以外のすべての Oracle 
Enterprise Manager製品をリリース 2.2にアップグレードする必要があります。

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantは、既存のリポジトリを取得して、それ
を直接アップグレードします。アップグレードが終了すると、リポジトリが新しいリリース
になります。

Enterprise Managerリポジトリは共有されるため、リポジトリのアップグレードを、リポジ
トリを共有するすべてのマシン上の新しい Oracle Enterprise Managerソフトウェアのイン
ストールと調整することが重要です。リポジトリをアップグレードしない場合、新しいリ
リースのソフトウェアは、旧リリースのリポジトリと一緒に動作しなくなります。

しかし、リポジトリをアップグレードすると、旧バージョンのソフトウェアは、新しいリ
リースのリポジトリと一緒に動作しなくなります。

Management Serverを含む Oracle Enterprise Managerの基本システムと Oracle Enterprise 
Managerパックはどちらも 1つのリポジトリを共有するため、引き続きすべてのユーザーが
作業を実行する場合は、リポジトリのアップグレードが、関連するすべてのマシンにおける
ソフトウェア・アップグレードと調整されていることを必ず確認してください。

リポジトリをアップグレードするには、DBA権限を持つユーザーとしてデータベースに接
続してください。

注意注意注意注意 : 旧 2.xリリースの Oracle Enterprise Managerフレームワークおよび
Management Packsをリリース 2.2にアップグレードする際のガイドライン
は、1-17ページの「Oracle Enterprise Managerフレームワークおよび
Management Packのアップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレード時にもリポジトリは同じスキーマ内に残す必要があり
ます。たとえば、リポジトリをエクスポートしてから別のスキーマにイン
ポートしてアップグレードすることはできません。この場合、接続情報は使
用できなくなります。
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リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース 2.2の リポジトリへのアップグレード
リポジトリをアップグレードするには、次の項のステップに従ってください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-5ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「既存のリポジトリを更新」を選択し、「次へ」を押して処理を続行
します。「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
アップグレードするリポジトリが含まれているデータベースにログインします。データベー
スには DBA権限を持つユーザーとして接続してください。

注意注意注意注意 : リポジトリをアップグレードする前に、データベースまたはリポジト
リ・スキーマをバックアップしてください。リポジトリのアップグレード中
に失敗すると、そのリポジトリは使用できなくなります。失敗したリポジト
リは、アップグレード可能なリポジトリとしてリストに表示されなくなりま
す。

注意注意注意注意 : リポジトリのアップグレードを実行する前に、対象のリポジトリを使
用しているすべてのManagement Serverおよび Oracle Enterprise Manager
アプリケーションを停止してください。Management Serverが対象のリポジ
トリを使用している場合は、リポジトリをアップグレードすると、サー
バー・エラーが発生します。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって作成されたリポ
ジトリ・スキーマには、このステップに必要な DBA権限がありません。セ
キュリティの問題が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・
ユーザーに必要以上の権限を付与しないでください。データベースには、
DBA権限を持つ別のユーザーとして接続してください。たとえば、
system/managerを使用します。
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リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース 2.2の リポジトリへのアップグレード
リポジトリが含まれているデータベースへのログインの詳細は、2-7ページの「ステップ 2
「リポジトリのデータベースを選択」」 を参照してください。

ログインに成功すると、「リポジトリを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」
Enterprise Manager Configuration Assistantで、指定したデータベースに以前のリリース
2.xのリポジトリが検出されると、そのリポジトリが表示されます。該当するリポジトリを
選択し、「次へ」ボタンを押して操作を続行します。

指定されたデータベースにリリース 2.2のリポジトリが含まれていない場合は、リポジトリ
のリストは空でグレー表示され、「データベースでリポジトリが見つかりませんでした。」と
いうメッセージが表示されます。「取消」ボタンをクリックして Enterprise Manager 
Configuration Assistantを終了するか、「戻る」ボタンをクリックして前のページに戻り、情
報を変更します。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」
「リポジトリへのログイン情報」ページに、リポジトリ・ユーザー・パスワードを指定しま
す。

リポジトリの作成時に、Enterprise Manager Configuration Assistantは、指定されたユー
ザー名とパスワードを使用して、リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー（リポ
ジトリ・スキーマ・ユーザー）を作成しました。

リポジトリをアップグレードするには、リポジトリ・データベースに対して、このユーザー
でログインする必要があります。

前のページで選択した結果として、「ユーザー名」フィールドには、リポジトリ・ユーザー
名が挿入されます。ただし、パスワードは入力する必要があります。

「次へ」を押して、操作を継続します。「リポジトリ・サマリーの更新」ページが表示されま
す。

注意注意注意注意 : このような場合、Enterprise Manager Configuration Assistantではリ
リース 2.2のリポジトリは表示されません。これらのリポジトリは最新リ
リースなので、アップグレードする必要がないためです。
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リリース 2.0または 2.1のリポジトリからリリース 2.2の リポジトリへのアップグレード
ステップステップステップステップ 5「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」
「リポジトリ・サマリーの更新」ページには、リポジトリのアップグレード中に、ウィザー
ドで指定したすべての情報の概要が表示されます。「完了」をクリックしてリポジトリの
アップグレードを開始するか、「戻る」をクリックして前のページに戻り、設定を変更しま
す。

ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行」の進行」の進行」の進行」
「完了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。各処理ステップは、1行
のテキストで表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域は、「詳細を非表示」ボタンを押せば隠せ
ます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「閉じる」ボタンに変わ
ります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。ただし、操作
を取り消すと、リポジトリは使用不可能になります。

終了したら「閉じる」ボタンをクリックします。

Configuration Assistantのアップグレード操作中、 Oracle Management Serviceが存在してい
なければ作成されます。

注意注意注意注意 : リポジトリをアップグレードする前に、データベースまたはリポジト
リ・スキーマをバックアップしてください。リポジトリのアップグレード中
に失敗すると、そのリポジトリは使用できなくなります。失敗したリポジト
リは、アップグレード可能なリポジトリとしてリストに表示されなくなりま
す。
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既存リポジトリの削除
既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除
リポジトリを削除するには、DBA権限を持つユーザーとして、データベースに接続してく
ださい。

リポジトリを削除するには、この後の各項で説明する手順に従ってください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-5ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作リストから「既存のリポジトリの削除」を選択し、「次へ」を押して操作を継続し
ます。「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

Configuration Assistantで omsconfig.propertiesファイルに書き込めない場合、「構成
ファイルにアクセス不能」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
削除するリポジトリが含まれているデータベースにログインします。データベースには
DBA権限を持つユーザーとして接続してください。

リポジトリが含まれているデータベースへのログインの詳細は、2-7ページの「ステップ 2
「リポジトリのデータベースを選択」」 を参照してください。ログインに成功すると、「リポジ
トリを選択」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : リポジトリを削除する前に、対象のリポジトリを使用しているすべて
のManagement Serverおよび Oracle Enterprise Managerアプリケーション
を停止してください。このリポジトリを使用中のManagement Serverがある
場合、リポジトリを削除するとサーバー・エラーが生じます。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって作成されたリポジ
トリ・スキーマには、このステップに必要な DBA権限がありません。セキュリ
ティの問題が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・ユーザーに必
要以上の権限を付与しないでください。データベースには、DBA権限を持つ別
のユーザーとして接続してください。たとえば、system/managerを使用しま
す。
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既存リポジトリの削除
ステップステップステップステップ 3「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」
Enterprise Manager Configuration Assistantで、指定されたデータベースにリリース 2.2の
リポジトリが検出されると、それらのリポジトリが表示されます。該当するリポジトリを選
択し、「次へ」ボタンを押して操作を継続します。

指定されたデータベースにリリース 2.2のリポジトリが含まれていない場合は、リポジトリ
のリストは空でグレー表示され、「データベースでリポジトリが見つかりませんでした。」と
いうメッセージが表示されます。「取消」ボタンをクリックして Enterprise Manager 
Configuration Assistantを終了するか、「戻る」ボタンをクリックして前のページに戻り、情
報を変更します。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」
「リポジトリの削除オプションを選択」ページから、リポジトリ・ユーザーとそのスキーマ・
オブジェクトをすべて削除することも、リポジトリ・オブジェクトのみを削除することもで
きます。

リポジトリのみを削除する場合は、リポジトリ・ユーザーのパスワードを指定する必要があ
ります。これは、Enterprise Manager Configuration Assistantでリポジトリに接続し、
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2の SQLの削除スクリプトを呼び出せるようにする
ためです。リポジトリ・オブジェクトのみが削除されます。リポジトリのその他のスキー
マ・オブジェクトは残ります。

リポジトリ・ユーザーとそのすべてのスキーマ・オブジェクトを削除する場合、パスワード
は不要です。

Configuration Assistantでは、管理対象のリポジトリが omsconfig.propertiesファイル
で指定されていることが認識されても、そのリポジトリを削除しない場合は、Management 
Serverの構成は変更されません。

管理対象のリポジトリを削除すると、Configuration Assistantでは、Management Serverの
構成が消去されます。

「次へ」を押して、操作を継続します。「リポジトリ削除のサマリー」ページが表示されま
す。

注意注意注意注意 : このステップを継続する前に、そのスキーマに他に重要なオブジェク
トがないか確認してください。これを確認しないと、貴重なデータが失われ
る可能性があります。
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構成パラメータの編集
ステップステップステップステップ 5「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」
「リポジトリ削除のサマリー」ページには、リポジトリ削除ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「完了」をクリックしてリポジトリ削除を開始するか、ま
たは「戻る」をクリックして前のページに戻り、情報を変更します。

ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行」の進行」の進行」の進行」
「完了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。各処理ステップは、1行
のテキストで表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域は、「詳細を非表示」ボタンを押せば隠せ
ます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「閉じる」ボタンに変わ
ります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

終了したら「閉じる」ボタンをクリックします。

構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集
次の作業を実行する場合、「構成パラメータの編集」を選択します。

� 既存リポジトリを管理するようにManagement Serverを設定します。

� 同一または別のデータベース内の別のリポジトリを使用するようにManagement Server
構成を変更します。

� Management Serverの起動時にリポジトリへのログインで使用されるパスワードを変更
します。他のユーザーがリポジトリ・ユーザー・パスワードを変更した場合は、パス
ワードを変更する必要があります。そうしないと、Management Serverは起動に失敗し
ます。構成パラメータの編集時に Enterprise Manager Configuration Assistantにより変
更されるのは、omsconfig.propertiesファイルのみです。データベース内のリポジ
トリ接続情報は変更されません。

Configuration Assistantでは、それが稼働しているマシンの構成パラメータ
（omsconfig.propertiesファイル）のみ設定または変更できます。Configuration 

Assistantでは、別のマシンの構成パラメータは変更できません。リポジトリを使用（共有）
している他のManagement Serverそれぞれで、「構成パラメータの編集」オプションを使用
して Configuration Assistantを実行し、各マシンの構成パラメータを変更してください。
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構成パラメータの編集
リポジトリ接続情報（ユーザー名、パスワード、サービス）を設定または変更して、正しい
リポジトリを指定してください。同じリポジトリを使用（共有）するすべてのManagement 
Serverマシンでは、構成パラメータが一致している必要があります。

Management Server構成パラメータを編集するには、この後の各項で説明する手順に従って
ください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-5ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次へ」を押して操作を継続し
ます。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
希望のパラメータを設定または変更します。この情報は、同じマシンでManagement Server
を次に初期化する際に使用されます。無効な情報があると、Management Serverは起動しま
せん。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
リポジトリのユーザー名を入力して、Management Serverの構成を別のリポジトリを使用す
るように変更します。このユーザー名はデータベースのユーザー名で、Oracle Enterprise 
Managerの管理者名ではありません。

注意注意注意注意 : リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー・アカウントのパ
スワードを変更する場合は、対象リポジトリを使用しているすべての
Management Serverで、対応するManagement Serverの構成パラメータも変
更する必要があります。変更しない場合は、Management Serverを起動でき
なくなります。

注意注意注意注意 : Management Server構成パラメータは、データベースがアクセス不
可能な場合でも変更できます。
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構成パラメータの編集
パスワードパスワードパスワードパスワード
リポジトリ・ユーザーのパスワードを入力して、Management Serverで起動時にリポジトリ
へのログインに使用されるパスワードを変更します。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれに合わせて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが存在するサービスまたはデータベースを入力し、別のデータベースのリポジト
リを使用するようにManagement Serverを変更します。

ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、Management Serverパラメータ変更ウィザード操作
時に指定した全情報のサマリーが表示されます。「完了」をクリックして変更を開始するか、
または「戻る」をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変
更する必要があります。何も変更せずに「次へ」ボタンを押すと、「構成パラ
メータは変更されていません。変更するか、取り消してください。」というエ
ラー・メッセージが表示されます。この場合、Enterprise Manager 
Configuration Assistantでは、次のページに移動できません。

注意注意注意注意 : 「構成パラメータの編集」を使用してパラメータを変更すると、
Configuration Assistantにより、構成ファイル
ORACLE_HOME/sysman/config/omsconfig.propertiesに格納されて
いるManagement Server構成パラメータが変更されます。これらのパラメー
タによって、Management Serverが適切なデータベース内のリポジトリ・
ユーザーに接続できるように、必要な入力データがManagement Serverに提
供されます。リポジトリが作成されると、Configuration Assistantでは、リ
ポジトリ自体のリポジトリ・ユーザー名およびパスワードは変更されません。
Configuration Assistantでは、リポジトリ・ユーザーの作成時に、リポジト
リ作成時点でのリポジトリ・ユーザーのパスワードが操作されるのみです。
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構成ファイルにアクセス不能
構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能
リポジトリの作成または削除を選択し、omsconfig.propertiesファイルにアクセス不能
の場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが表示されます。
omsconfig.propertiesファイルに書込み許可が設定されていないため、アクセスできな
いことがあります。

omsconfig.propertiesファイルを変更せずにリポジトリの操作を継続することも、操作
を中止することもできます。

「操作を実行します」を選択した場合、「次へ」ボタンが使用可能になり、通常の順序でリポ
ジトリの作成または削除の操作を継続できます。ただし、この場合には、
omsconfig.propertiesファイルは変更されません。

リポジトリの作成を実行中の場合、Configuration Assistantによりリポジトリは作成されま
すが、omsconfig.propertiesファイルは作成されません。Configuration Assistantで構
成プロパティがファイルに書き込まれるために、ユーザーにはファイルに対する書込みアク
セスが必要です。Management Serverを起動するためには、適切なパラメータがファイル内
に存在している必要があります。

サマリー・ページには、構成ファイルを更新できないことが示され、「Configuration 
Assistantの進行」ウィンドウには、処理中のステップとして「構成パラメータを設定。」が
表示されません。

後で omsconfig.propertiesファイルに対する書込み権限を取得した際に、「構成パラメータ
の編集」オプションを使用して、Management Serverが使用するリポジトリのデータベー
ス・ユーザー名、パスワードおよびサービス情報を入力できます。構成ファイルが更新され
ると、Management Serverを起動できるようになります。

「リポジトリ操作を実行しない」を選択した場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが
最後のページになります。「次へ」ボタンは使用不可になります。変更は実行されません。
この場合には、前のページに戻るか、処理を取り消します。
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                                                           Intelligent Agentおよび Data Gathererのアップグレ
C

Intelligent Agentおよびおよびおよびおよび Data Gathererのののの

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

Intelligent Agentのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Intelligent Agentは、新しくリリースされるたびにパフォーマンス、機能および信頼性が向
上しています。このため、ご使用のプラットフォームで使用可能な最新バージョンに
Intelligent Agentをアップグレードすることをお薦めします。Enterprise Managerのジョブ
またはイベントが新しい Agentの移行による影響を受けることがないようにするには、
Enterprise Manager環境の不可欠な一部として、特定のステップを実行する必要がありま
す。

Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2でのでのでのでの Agentアップグレードのガイドラインアップグレードのガイドラインアップグレードのガイドラインアップグレードのガイドライン
1. 新しい Oracleホームに最新の Intelligent Agentをインストールします。

2. 引き続き保持するジョブまたはイベントが、それぞれジョブ・ライブラリまたはイベン
ト・ライブラリに格納されていることを確認します。ジョブ /イベントをジョブ /イベ
ント・ライブラリに追加するには、「ジョブ」/「イベント」画面からジョブ /イベント
を選択し、マウスの右ボタンを使用して該当のエントリをクリックし、ポップアップ・
メニューから「ライブラリへのコピー」を選択します。

3. イベント警告をイベント履歴に移動します。「履歴」画面の内容は、保存することも消
去することもできます。

注意注意注意注意 : イベントが複数のターゲットに対して登録されている場合、「類似作
成」メニュー・オプションを使用してターゲットごとに個別のイベントを作
成し、これらのイベントを「イベント・ライブラリ」に保存します。
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Intelligent Agentのアップグレード
4. Enterprise Managerコンソールで、既存イベントの登録を解除し、アップグレードする
Agentが置かれたノードに対してスケジュールされているアクティブ・ジョブを削除し
ます。

5. 古い Agentを停止します。

6. 新しい Agentを起動します。

7. OEMコンソールの「ナビゲータ」で、ノードをリフレッシュします。

8. 保存したジョブおよびイベントを新しい Agentに対して再発行します。

Enterprise Managerジョブジョブジョブジョブ /イベントのイベントのイベントのイベントの 8.1.5またはまたはまたはまたは 8.1.6のののの Agentからからからから 8.1.7
のののの Agentへの移行への移行への移行への移行

既存のジョブ /イベントがリリース 8.1.5/8.1.6の Intelligent Agentに対して発行されている
場合に、ジョブの再発行やイベントの再登録を行わずにリリース 8.1.7の Agentにアップグ
レードするには、次の手順で既存のジョブ /イベント全部を移行する必要があります。

1. リリース 8.1.7の Agentを別の ORACLE_HOMEにインストールします。

2. コマンド行で lsnrctl dbsnmp_stopと入力して、リリース 8.1.xの古い Agentを停
止します。

3. 古い Agentの ORACLE_HOME/network/agentディレクトリ内のすべてのファイル
（*.qファイル、*.inpファイル、tcl*.ファイル）をリリース 8.1.7の Agentの

ORACLE_HOME/network/agentディレクトリにコピーします。ディレクトリはコ
ピーしないでください。これらのファイルの所有者が、リリース 8.1.7の Agentをイン
ストールしたユーザーになります。新しい Agentのディレクトリ内にあるこれらのファ
イルの所有権を確認してください。

4. lsnrctl dbsnmp_startと入力して、リリース 8.1.7の Agentを起動します。

5. 新しい Agentにより検出されたサービス（データベース、リスナーなど）が、古い
Agentにより検出されたサービスと同じであることを確認します。

古い Agentと新しい Agentの ORACLE_HOME/network/agent/services.oraファ
イル内のサービス名および定義をただちに比較して確認することをお薦めします。

6. Enterprise Managerコンソールで、Agentのノードをリフレッシュします。

移行後には、以前のジョブまたはイベントすべてが前と同じように実行されます。
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旧バージョンの Data Gathererのアップグレード
旧バージョンの旧バージョンの旧バージョンの旧バージョンの Data Gathererのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
新しいバージョンの Oracle Data Gathererは、旧バージョンとは別の Oracleホームにインス
トールできます。そうする場合は、次のステップに従ってください。

1. 旧バージョンの Oracle Data Gathererを停止します。Oracle Data Gathererを停止する
方法の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』の「NTおよび UNIXで
のデータ収集サービスの運用制御」を参照してください。

2. 新しいバージョンの Oracle Data Gathererをインストールします。ただし、まだ起動し
ないでください。

3. 旧バージョンの Oracle Data Gathererと関連付けられた容量計画構成ファイル（状態
ファイル）およびデータ・ファイルを、新しいバージョンの Oracle Data Gathererをイ
ンストールした Oracleホームに移動します。

Oracle Data Gathererの状態ファイルおよびデータ・ファイルは、
$ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリ内にあります。Oracle Capacity Plannerを使
用して新バージョンの Oracle Data Gathererに接続し、新しい収集を設定する前に、こ
れらのファイルを新しい $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリにコピーしておく必
要があります。

これらのファイルを移動しない場合、次のような問題が発生します。

a. バイナリ・データがロードされません。

Oracle Data Gathererによって作成されたが Capacity Plannerデータベースにロー
ドされていないバイナリ・データ・ファイルは、ロードされません。

b. データ収集定義が保持されません。

Capacity Plannerデータ収集を再定義する必要があります。

新しいバージョンの Oracle Data Gathererを旧バージョンと同じ Oracleホームにインス
トールした場合、または Oracle Capacity Plannerを使用していない場合は、状態ファイ
ルおよびデータ・ファイルを移動しないでください。

4. 新しいバージョンの Oracle Data Gathererを起動します。Oracle Data Gathererの起動
する方法の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』の「NTおよび
UNIXでのデータ収集サービスの運用制御」を参照してください。
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                                                            トラブルシューティン
D

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Oracle Enterprise Managerをインストールまたは使用する前に、『Oracle Enterprise 
Manager日本語リリース・ノート』の互換表を確認してください。

この章では、考えられるトラブルシューティングの問題を説明します。

� オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告

� ロギングとトレースの設定

� Management Serverのトラブルシューティング

� ポケットベル・サービスのトラブルシューティング

� Webブラウザのトラブルシューティング

� パスワードの再設定

� Enterprise Manager Configuration Assistantのトラブルシューティング

� omsconfig.propertiesファイルに関する許可の変更

� SGAサイズの決定

� ジョブ通知のトラブルシューティング

オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
Oracle Enterprise Managerをご使用の際に問題が発生した場合は、多くの有効な情報を取得
できます。

オラクル社カスタマ・サポート・センターにお問合せになる前に、まず、マニュアルや
『Oracle Enterprise Manager日本語リリース・ノート』を調べてみてください。Oracle 

Enterprise Managerのマニュアルのリストは、「はじめに」の xiiページの「ドキュメント・
セット」 に出ています。
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オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル
特に利用価値の高いマニュアルは、次のとおりです。

� 『Oracle Enterprise Manager日本語リリース・ノート リリース 2.2』には、Oracle 
Enterprise Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースに加えて、
製品の実際の動作とドキュメントの説明との違いが記載されています。

� 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agentの管理方
法が説明され、トラブルシューティング情報が提供されています。

� 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル リリース 2.2』には、Oracle 
Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨される処置が記載されて
います。

MetaLink
マニュアルとオンライン・ヘルプの他に、オラクル社では OracleMetaLinkを提供していま
す。これは、Oraclemetal（Gold、Silver、Bronze）カスタマが、24時間年中無休で利用で
きる電子的なサポート・サービスです。カスタマは、
http://www.oracle.com/supportからオンラインで登録できます。

MetaLink 2.0には、次の機能が用意されています。

� My Headlines

プッシュ・テクノロジを使用して、情報を事前にお届けします。My Headlinesには、
MetaLinkの「My Headlines」セクションにアクセスしたときに、必要な情報のみを取
得できるようにするなど、ユーザー・プロファイルの情報をカスタマイズする機能が用
意されています。また、この情報を電子メールで受信できるように設定することも可能
です。配布される情報は、News & Notes、Knowledge Base、Patches、Bugs、TAR 
Updates、Product Lifecycleおよび Forum Updatesに分類され、製品とプラットフォーム
に応じて独自に設定することもできます。

� User Administration

企業に対して、MetaLinkユーザーのアクセスを、サポート ID（CSI）レベルで管理で
きるようにします。MetaLinkのいくつかの領域に対して、サイトの特定のユーザーの
みアクセスできるようにする場合は、この機能によって制御できます。たとえば、社内
のヘルプ・デスクの担当者のみが、MetaLinkに TAR（Technical Assistance Request）
を作成できるように許可できます。

� User Profile

連絡先情報の更新、サポート IDの追加と削除、同じサポート IDに登録されている他の
ユーザーの参照、MetaLinkのカスタマイズ、パスワードの変更、各自のライセンス情
報の参照を行います。MetaLinkインタフェースを表示する言語（英語、ドイツ語、フ
ランス語）を選択することもできるようになりました。
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オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
� Technical Libraries

このライブラリは製品とプラットフォームごとに分類されています。これを使用して、
ユーザーは、サポート・アナリストが「インストール作業や Oracle製品の使用におい
て有効である」と見なした情報にアクセスします。情報には、ドキュメント、ホワイ
ト・ペーパー、問題と解決方法などがあります。

� Forums

技術アナリストに対して質問を送信すると、営業日の 2日以内に回答を受信できます。
すべての Oracleユーザーは、ここでやりとりする情報やアイディアを共有できます。

� File Access

以前の Downloadに相当するもので、このセクションでは、パッチおよびパッチ・セッ
トをMetaLinkから直接ダウンロードできます。パッチ・セットで修正されたバグを特
定するには、『Oracle Enterprise Manager日本語リリース・ノート』を参照してくださ
い。

� Knowledge Base Search

オラクル社カスタマ・サポート・センターの内部リポジトリで、テキストの全文検索を
行います。高度な検索もできます。

� Bug Search

問合せを行って、Oracle Bug Databaseで公開されているヘッダーと概要にアクセスで
きます。

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
マニュアルとMetaLinkでは問題が解決しない場合には、オラクル社カスタマ・サポート・
センターに連絡し、次の情報をお知らせください。

1. どのような問題か。

2. 問題が発生したときに何をしていたか。

� 問題が発生した製品またはコンポーネント。

� 実行していた操作。問題が再現可能か。問題を調べるために取った処置。

3. ご使用の環境。

� ご使用のオペレーティング・システムとバージョン。

� ご使用の Oracle Enterprise Managerのリリースとインストール場所。

� ご使用の Intelligent Agentのリリースとインストール場所。

� ご使用のデータベースのリリースとインストール場所。

� Management Serverのインストール場所。
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ロギングとトレースの設定
� ご使用のデータ収集サービスのリリースとインストール場所。

� スキーマ、データ、スクリプトまたはご使用の環境についての関連情報。可能な場
合は、問題を再現できるようにログ・ファイルもお送りください。

4. 表示されたエラー・メッセージと番号。

5. （可能な場合は）トレースを実行し、トレース情報を提供してください。

6. （ログ・ファイルがある場合は）調査して、ログ情報を提供してください。

ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定
Oracle Enterprise Managerリリース 2.2のシステムでは、トレースとロギングをサポートし
ています。情報提供のために、データを画面に記録することをトレースといいます。ロギン
グは、トレース情報のファイルへのリダイレクションです。

この項では、次の事項について説明します。

� Management Serverのトレースとロギング

� クライアントのトレース

� Webブラウザのトレース

� ポケットベルのトレース

Intelligent Agentのロギングおよびトレースの詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

Management Serverのトレースとロギングのトレースとロギングのトレースとロギングのトレースとロギング
Management Serverのロギングとトレースは、$ORACLE_HOME/sysman/configディレク
トリにある omsconfig.propertiesファイルで指定します。

ロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティ
ロギング・プロパティとトレース・プロパティは、次のとおりです。

TRACING.ENABLED = <true>|<false>
トレース機能を有効または無効にします。デフォルトは FALSEです。

LOGGING.ENABLED = <true>|<false>
ロギング機能を有効または無効にします。デフォルトは FALSEです。

LOGGING.DIR = <directory_spec>
デフォルトは、$ORACLE_HOME/sysman/logとなります。
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ロギングとトレースの設定
TRACING.LEVEL = <oem_trace_levels>
トレース可能な場合に、収集のためのトレース情報の詳細を指定するための値を設定しま
す。

<oem_trace_levels>の有効値は次のとおりです。

� 5 - user:　重要またはエラーのレベルのメッセージのみ表示します。

� 3 - admin:　ユーザー・トレース・レベル・メッセージと警告メッセージを表示します。

� 2 - dev:　adminトレース・レベルのすべてのメッセージ他に、情報メッセージとデバッ
グ・メッセージを表示します。

LOGGING.FILENAME = <filename>
filenameは、デフォルトでは oms.log.0、oms.log.1、oms.log.2のようになります。

LOGGING.MAX_SIZE = <integer>
ログ・ファイルの合計最大サイズを制御します。LOGGING.MAX_SIZEプロパティに指定す
る値の単位は、MBです。デフォルト値は 50で、最大 25MBのログ・ファイルが 2つにな
ります。パラメータを 0に設定すると、1つのログ・ファイルがサイズ制限なしで使用され
ます。

LOGGING.MAX_FILE_CNT = <integer>
特定の時間に、ログが対象とするファイルの最大数を定義します。すべてのファイル・サイ
ズの合計は、LOGGING.MAXSIZEプロパティで設定した値以下になるようにします。

デフォルトは 2となります。

LOGGING.MAX_SIZE=0（ログ・サイズの制限がない）場合は、
LOGGING.MAX_FILE_CNTは意味がなくなるため、無効になります。

注意注意注意注意 : LOGGING.DIRを c:¥tempディレクトリに設定するには、「¥¥」を使用
して、LOGGING.DIR=c:¥¥tempと設定する必要があります。

このように指定しない場合は、c:¥tempの「¥t」がタブ文字と解釈され、
Management Serverを起動できなくなります。

注意注意注意注意 : LOGGING.MAX_SIZEおよび LOGGING.MAX_FILE_CNTにより、
Management Serverログ・ファイルに使用されるディスク領域の大きさが決
まります。これらのパラメータを使用して、ログ・ファイルのサイズおよび
ディスク使用を指定できます。
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ロギングとトレースの設定
LOGGING.SAVE_PREVIOUS_LOG = <true>|<false>
TRUEは、Management Serverで、前回のコールのときから、既存のログ・ファイル名を変
更することを表します。このようなログ・ファイルは、名前が変更される際に、
（yyyyMMddHHmmssの形式の）タイムスタンプが付加されます。

デフォルトは FALSEです。

Management Serverログログログログ
Management Serverでは、トレース・メッセージはすべてManagement Serverのログ・
ファイル（oms.log.0、oms.log.1、oms.log.2など）に格納されます。まず 1つのロ
グ・ファイルに、それがいっぱいになると次のファイルに書き込み、最後の 2ファイルがリ
サイクルされます。

Management Serverのログ・ファイルにはサイズ制限があります。デフォルトでは、
Management Serverの起動時に、25MBのログ・ファイルしか作成できません。最初のロ
グ・ファイル名は oms.log.0です。そのファイルが 25MBの上限に達すると、別のログ・
ファイルが作成されます。別のログ・ファイル名は oms.log.1です。そのファイルが
25MB制限に達すると、oms.log.0ファイルが削除され、新しいログ・ファイル、
oms.log.2が作成されます。最後の 2つのログ・ファイルが保存されます。

クライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレース
Enterprise Managerに統合されているすべてのクライアント・アプリケーションのクライア
ント・トレースを有効にするには、$ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリに格納
されている clientconfig.propertiesファイルに、次のパラメータと値を追加して保存
します。

TRACING.ENABLED=TRUE
TRACING.LEVEL=2

さらに、Windows NTの場合のみ、DOSウィンドウを開いて、次の環境変数を設定します。

C:¥>SET ORACLE_OEM_CLIENTTRACE=TRUE

注意注意注意注意 : ロギングおよびトレースを使用可能にすると、Backup Management
と Data Managementのログインおよびトレースが自動的に使用可能になり
ます。

重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意 : Management Serverが起動すると、oms.log.*という名前の
それまでのログ・ファイルは、すべて自動的に削除されます。
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次に、OEMAPPスクリプトを使用して、コマンド行からクライアント・アプリケーション
を起動します。

たとえば、次のように指定します。

oemapp console

Webブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレース
ブラウザで Oracle Enterprise Managerの起動時に問題が発生した場合は、トレース情報を
収集してから、オラクル社カスタマ・サポート・センターに問題を報告してください。

ブラウザのトレースを設定するには、次の手順を実行してください。

1. ブラウザのセッションを終了します。

2. Javaプラグイン・コンソールを起動します。

Windowsの「スタート」メニューから、「プログラム」→「JInitiator Control Panel」を
クリックします。ウィンドウが表示されます。

a. 「Show Java Console」チェックボックスをチェックします。

b. 「Java Run Time Parameters」ボックスで、行の終わりに次のものを追加します。

-DTRACING.ENABLED = TRUE -DTRACING.LEVEL = 2

c. 「適用」ボタンをクリックします。

d. 「Oracle JInitiator Properties」パネルを閉じます。

3. ブラウザを再起動し、Oracle Enterprise Managerを再ロードします。

Javaコンソール・ウィンドウが現れ、プラグインによってロードされた Javaクラスと、
発生する可能性のある例外が表示されます。例外が表示されない場合は、画面いっぱい
の情報が 3回か 4回表示されるごとに画面を消去（「消去」ボタンをクリック）してく
ださい。

4. Javaコンソール・ウィンドウに例外が表示された場合は、ファイルにカット・アンド・
ペーストして、問題の説明と一緒にファイルをオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターにお送りください。

注意注意注意注意 : アプリケーションをトレースして、その出力をファイルにリダイレク
トする場合、アイコンまたはショートカットを使用してアプリケーションを
起動することはできません。
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ポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレース
ポケットベル・サービスは、Management Serverとは別にデバッグやトレースができます。
ポケットベル・サーバーのトレースは、デフォルトでは使用不可になっています。トレース
が使用可能な場合、サーバーによって、すべての電話回線処理や、成功または失敗について
のトレース情報が書き込まれます。ポケットベル送信のたびに情報が記録されるため、ロ
グ・ファイルはポケットベルの送信回数に比例して大きくなります。トレース・ファイルを
削除するには、ポケットベル・サーバーを停止してからファイルを削除してください。

Oracle Enterprise Managerポケットベル・サーバーをインストールすると、
ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリに、paging.cfg.templateというテンプ
レート構成ファイルが用意されます。

1. paging.cfg.templateファイルを paging.cfgファイルにコピーします。このファ
イルも ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリにあります。

このファイルの名前を変更せずにコピーして、情報を保持しておくことをお薦めしま
す。このファイルをコピーしない場合は、ポケットベル構成に関するコメントがすべて
削除されます。また、Enterprise Managerが更新された場合は、すべての構成が失わ
れ、元に戻すことはできません。

2. paging.cfg.templateファイルの指示に従って、トレース使用の要件に合わせて
paging.cfgファイルを変更し、保存します。

paging.cfgファイルでは、次のパラメータがトレースに影響を与えます。

TRACING.ENABLED
デバッグで使用するための値を設定します。ポケットベル・サービスは、すべての電話回線
操作に対するトレース文と、成功または失敗を書き込むことにより、ポケットベル通信で発
生した内容をトレースします。

有効値は TRUEまたは FALSEです。値を TRUEに設定する場合は、TRACEFILENAMEと
TRACING.LEVELに値を設定する必要があります。値を FALSEに設定する場合は、
TRACEFILENAMEと TRACING.LEVELには値を指定する必要はありません。

TRACING.LEVEL
トレース可能な場合に、収集のためのトレース情報の詳細を指定するための値を設定しま
す。

有効値は 5（重要なメッセージおよびエラー・メッセージを収集するユーザー・レベル）、3
（重要なメッセージ、エラー・メッセージ、警告メッセージを収集する管理者レベル）また
は 2（すべてのトレース情報を収集するレベル）です。

TRACEFILENAME
トレース可能な場合に、トレースの出力結果を書き込む場所を設定します。

この値は PAGING_LOG.TRCに設定することをお薦めします。デフォルトでは、このファ
イルは、ポケットベル・サーバーの ORACLE_HOME/SYSMAN/LOGディレクトリ内にありま
す。
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別のディレクトリを指定する場合は、<Drive_Letter>:¥¥<directory_path>¥paging_log.trcの
ように指定してください。たとえば、トレース・ファイルを C:¥temp¥に格納する場合は、
値を C:¥¥temp¥paging_log.trcに設定します。

Management Serverのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
この項の項目は、次のとおりです。

� Management Serverがデフォルト以外の Oracleホームから正しく実行できない場合

� Management Serverが起動されない場合

� Management Server起動時のエラー・メッセージ

� クライアント・アクセス用のManagement Serverの変更

Management Serverがデフォルト以外のがデフォルト以外のがデフォルト以外のがデフォルト以外の Oracleホームから正しく実行ホームから正しく実行ホームから正しく実行ホームから正しく実行
できない場合できない場合できない場合できない場合

UNIXでは、ORACLE_HOME環境変数が、Management Serverが稼働している Oracle
ホームに設定されていない場合は、Management Serverが正しく起動されません。
Management Serverでは、実際の Oracleホームではなく、デフォルトの Oracleホームで、
クラス・ファイルが検索されます。

csh
環境変数は次のように設定します。

setenv ORACLE_HOME '/usr/local/oracle'

ksh/sh
環境変数は次のように設定します。

ORACLE_HOME = '/usr/local/oracle'
export ORACLE_HOME

UNIXシステムの場合、Oracle環境は、coraenv（CSHの場合）または oraenv（その他
のシェルの場合）をコールして設定することもできます。このシェル・スクリプトにより、
任意の識別子の Oracle環境を設定します。この識別子は特定のデータベースでも、
Management Serverソフトウェアが格納されている ORACLE_HOMEを指すものでもかまいま
せん。これらのスクリプトは、特定のマシンやサーバー・ベースの設定を含むようにカスタ
マイズできます。

coraenvおよび oraenvスクリプトの詳細は、特定のオペレーティング・システムの
Oracle管理ドキュメントを参照してください。
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Management Serverが起動されない場合が起動されない場合が起動されない場合が起動されない場合
Management Serverが起動されない場合のトラブルシューティングの詳細は、次のリソース
を参照してください。

� oms.logファイル

� oms.nohupファイル

� Windows NTのイベント・ログ（Windows NTの場合）

� OEMCTRLバッチ・ファイル

oms.logファイルファイルファイルファイル
$ORACLE_HOME/sysman/logディレクトリには、ディスクにリダイレクトされたトレース
の出力が入っています。このディレクトリには、oms.logファイルと oms.nohupファイ
ルが含まれています。

Management Serverでは、トレース・メッセージはすべて oms.logファイルに格納されま
す。oms.logファイルには、Management Serverの起動時および実行時に生成されたメッ
セージが含まれています。

oms.nohupファイルファイルファイルファイル
$ORACLE_HOME/sysman/logディレクトリ内の oms.nohupファイルには、Management 
Serverの起動前に表示されたManagement Serverエラー・メッセージと、実行中の重要な
メッセージが入っています。

Windows NTのイベント・ログのイベント・ログのイベント・ログのイベント・ログ
Windows NTのイベント・ログにアクセスして、Management Serverで記録されたイベン
トを表示するには、次のようにします。

1. 「スタート」メニュー→「プログラム」→「管理ツール（共通）」を選択し、「イベント 
ビューア」項目を選択するか、または eventvwr.exeを検索します。

2. 「ログ」メニューの「アプリケーション」を選択します。

3. ログの画面が表示されます。Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServerサービス
で記録されたイベントの中で、赤い停止記号が示されているものをダブルクリックしま
す。これらのイベントは、Management Serverによって報告されたエラーです。
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Management Serverによりイベント・ビューアに記録されるイベントとイベント番号
は、次のとおりです。

エラーがイベント・ビューアに報告されるのは、Management Serverが自発的に停止し
た場合のみです。

OEMCTRLバッチ・ファイルバッチ・ファイルバッチ・ファイルバッチ・ファイル
OEMCTRLスクリプト内の JRE起動コマンドを変更すると、デバッグの詳細情報を入手でき
ます。

� Windowsの場合

SET JRE=jre -nojit -mx32m

を次のように変更します。

SET JRE=jre -nojit -mx32m -verbose

� UUNIXの場合

JRE="jre -native -nojit -mx32m "

を次のように変更します。

JRE="jre -native -nojit -mx32m -verbose "

この手順を実行すると、環境またはインストールの問題が原因で発生したクラス・ロード問
題を特定できます。バッチ・ファイルからデータを収集した場合は、オラクル社カスタマ・
サポート・センターにその情報をお送りください。

イベント番号イベント番号イベント番号イベント番号 メッセージメッセージメッセージメッセージ 内容内容内容内容

101 (OracleEM22ManagementServer)が見つかり
ません。次の挿入文字列を含みます :
OracleEM22ManagementServer

サービス起動の問題。詳細は、
ログ・ファイルおよびトレー
ス・ファイルを参照。

105 サービスが開始されました。 通知メッセージ。

108 サービスが停止されました。 通知メッセージ。

110 サービスが本番実行モードになります。 通知メッセージ。

112 サービスが異常終了しました。 詳細は、oms.logファイルを参
照。

113 致命的なエラー

プロセスは異常終了しました

詳細は、ログ・ファイルを参照。
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Management Server起動時のエラー・メッセージ起動時のエラー・メッセージ起動時のエラー・メッセージ起動時のエラー・メッセージ
Management Serverの起動時に次のようなエラーが表示される場合、後述の解決法を参照し
てください。

Could not start the Oracle<ORACLE_HOME_NAME>ManagementServer service on <HOST NAME>.  
Error 0203:  The system could not find the environment option that was entered.

� Management Serverはインストールされていますが、構成が完了していません。
Enterprise Manager Configuration Assistantを実行して、新規のリポジトリを作成する
か、または既存のリポジトリを編集する必要があります。

Windows NTの場合 :　Enterprise Manager Configuration Assistantは実行されていま
すが、ユーザーがリポジトリ接続のユーザー名およびパスワードをファイルに保存しな
いように選択しました（セキュアManagement Serverモード）。
「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>ManagementServer」サービスを選択して「コント
ロール パネル」の「サービス」内の「スタートアップ パラメータ」フィールドにユー
ザー名とパスワードを入力するか、またはダイアログで要求されたときにリポジトリ接
続情報を入力してください。

クライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用の Management Serverの変更の変更の変更の変更
複数Management Server環境で 1つのManagement Serverに障害が発生した場合、影響を
受けるのはそのサーバーに接続しているクライアントのみです。各Management Serverは、
同じリポジトリに接続されている他のManagement Serverとは無関係です。

Management Serverノードを、まだManagement Serverが稼働している別のノードに変更
するには、次の手順に従ってください。

1. Oracle Enterprise Managerログインで、Management Serverのプルダウン・リストか
ら、アクセスするリポジトリで構成されているManagement Serverが定義されている
ノードを選択します。

プルダウン・リストに、Management Serverが稼働しているノード名が表示されない場
合は、次の処理を行います。

a. 「Management Server」ボタンをクリックします。「Management Server」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

b. 「追加」ボタンをクリックします。「Management Serverの追加」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

注意注意注意注意 : Management Serverの起動時に問題が発生した場合は、まず、コン
ソールのトレースをオンにしてください。それでも原因を特定できない場合
は、他のトラブルシューティング手順を実行してから、OEMCTRLバッチ・
ファイル手順を使用してください。
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c. アクセスするリポジトリで構成されている Oracle Management Serverが稼働して
いるノード名を入力し、「OK」をクリックします。

d. プルダウン・リストから、Oracle Management Serverが稼働しているノードを選択
します。

2. Webブラウザ経由で Oracle Enterprise Managerが稼働しているそれぞれのマシンで、
EmWebSite.htmlのページに戻ってマシン名を変更し、Management Serverが稼働して
いるノードを表すようにします。Oracle Enterprise Managerログイン画面で、
Management Serverのマシン名を入力することはできません。

ポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティング

ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗
ポケットベルの通知が失敗すると、ポケットベル・サービスは、あと 3回ポケットベルの送
信を試行します。再試行を行う時間の間隔は、変更できます。デフォルトでは、1分の間隔
で再試行されます。このデフォルト設定を変更するには、Management Serverの
ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリの OMSCONFIG.PROPERTIESファイルを編
集します。具体的には、次のプロパティ

OEM.PAGING.RETRYINTERVAL=<integer>

を OMSCONFIG.PROPERTIESファイルに追加します。<integer>には、再試行の間隔を
分単位で指定します。

Webブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティング
Webブラウザを起動してコンソールにログインしても、コンソールが稼働しない場合は、
JInitiatorコンソールに次のメッセージが表示されます。

@org.omg.CORBA.INITIALIZE[completed=MAYBE, reason=java.net.BindException: 
Cannot assign requested address]

次のステップを実行します。

1. JInitiatorで、プロキシのブラウザ設定を使用していることを確認します。

a. Windowsの「スタート」メニューから、「プログラム」→「JInitiator Control 
Panel」をクリックします。ウィンドウが表示されます。

b. 「Proxies」タブを選択します。

c. 内容を確認します。

2. ブラウザに指定したWebサーバー・アドレスに、@.us.oracle.comなどのドメイン
名を追加します。
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3. ブラウザの設定を編集し、そのドメインを「no proxy settings for」に追加するか、また
はブラウザの設定を編集して、「Direct Connection to Internet」を選択します。

パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定
自分の SYSMANパスワードを忘れたために、oem_tempに再設定する場合は、次の指示に
従います。

reset_sysman()プロシージャを使用する前に、まず（SQL*Plusを使用して）Management 
Serverリポジトリに接続する必要があります。

1. コマンド行に次のように入力して、SQL*Plusを起動します。

sqlplus

2. 接続情報を要求されたら、次のように入力します。

<emrepository>/<emrepository-pwd>@<em-repository>

すると、データベースに接続します。

たとえば、次のようになります。

mynode/mypassword@mynode.world

これは、デフォルトのリポジトリ名がホスト名であるためです。

3. 次のように入力します。

execute smp_maintenance.reset_sysman();

Enterprise Manager Configuration Assistantのトラブルのトラブルのトラブルのトラブル
シューティングシューティングシューティングシューティング

Enterprise Manager Configuration Assistantのエラーのエラーのエラーのエラー
この項では、Enterprise Manager Configuration Assistantのエラー・メッセージと、考えら
れるそれらの原因を説明し、エラー解決の推奨処置を提示します。

構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能
omsconfig.propertiesファイルが書込み不可の場合、「構成ファイルにアクセス不能」
ページが表示されます。詳細は、B-11ページの「構成ファイルにアクセス不能」 を参照して
ください。

選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な DBA権限がない権限がない権限がない権限がない
選択したデータベースに DBAユーザーとしてログインするとき、Configuration Assistant
によって、ユーザーに必要な権限があるかどうかがチェックされます。必要な DBA権限が
ない場合は、「選択したデータベース・ユーザーに、必要な DBA権限がありません。DBA
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権限を持つユーザーとして、データベースにログインしてください。」というメッセージが
表示されます。「OK」をクリックして、メッセージ・ボックスを消します。正しい接続情報
を入力して、処理を続行します。接続情報を入力して、再試行します。

リポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗した
無効なユーザー名、パスワードまたはサービスを入力すると、失敗を示すエラー・メッセー
ジが表示されます。たとえば、次のようになります。「接続に失敗しました。ORA-01017:
ユーザー名 /パスワードが無効です ;ログインは拒否されました。」というメッセージが表
示されます。「OK」をクリックして、メッセージ・ボックスを消します。データを入力し、
再度試みてください。

ユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在する
ユーザーがすでに存在しており、Enterprise Managerリリース 2の不完全なリポジトリが含
まれています。リポジトリの作成、削除またはアップグレードの操作が進行中であるか、前
の操作が失敗した可能性があります。現在の操作を続行すると、不完全なコンポーネントが
置き換えられて、不足しているコンポーネントがリポジトリに作成されます。

次のいずれかを選択してください。

� 別のユーザーを選択

� 処理を続行して、選択したリポジトリを使用

リポジトリ操作がすでに実行されている場合は、続行できません。同じリポジトリで複数の
操作を同時に実行すると、リポジトリが破損することがあります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー "<username>"には、最新のには、最新のには、最新のには、最新の Enterprise Manager V2リポジトリがすでにリポジトリがすでにリポジトリがすでにリポジトリがすでに
含まれている含まれている含まれている含まれている
ユーザー "<username>"には、最新の Enterprise Managerリリース 2のリポジトリがすでに
含まれています。現在のリポジトリを上書きするには、最初に「削除」オプションを使用し
ます。

ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれているリポジトリが含まれているリポジトリが含まれているリポジトリが含まれている
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名が、データ
ベースの既存のユーザーおよびスキーマの名前で存在し、その中に Oracle Enterprise 
Managerリリース 1.xのリポジトリが含まれていることが検出された場合は、次のメッセー
ジが表示されます。「そのユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれています。リ
リース 2のリポジトリは、リリース 1のリポジトリと同じスキーマに共存させられません。
別のユーザー名を選択してください。」

ユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在する
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名がデータベー
スでユーザーおよびスキーマの名前としてすでに存在し、その中に Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.xもリリース 1.xのリポジトリが含まれていないことが検出された場合
は、次のメッセージが表示されます。「ユーザーはこのデータベースにすでに存在します。
このユーザーのスキーマ内にリポジトリを作成しますか。」

「いいえ」を選択すると、異なるユーザー名を選択できます。
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「はい」を選択すると、「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示されます。詳細は、2-14
ページの「ステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」」 を参照してください。

このマシンのこのマシンのこのマシンのこのマシンの Management Serverにより、現在サービスにより、現在サービスにより、現在サービスにより、現在サービス <service_name>内のユーザー内のユーザー内のユーザー内のユーザー
<user_name>が所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されている
リポジトリの作成中、Configuration Assistantで、管理対象リポジトリが
omsconfig.propertiesファイルですでに指定されていて、そのリポジトリと異なるリポ
ジトリを作成している場合、次のメッセージが表示されます。「このマシンのManagement 
Serverにより、現在サービス <service_name>内のユーザー <user_name>が所有するリポ
ジトリが管理されています。ここで、サービス <service_name>内のユーザー <user_name>
が所有するリポジトリを管理するように変更しますか。」

「はい」を選択すると、構成が更新されます。構成ファイルへの変更を有効にするには、
Management Serverを停止して再起動してください。「いいえ」を選択すると、構成ファイ
ルは更新されません。選択した内容が、「リポジトリの作成サマリー」ページおよび
「Configuration Assistantの進行」ウィンドウのステップに反映されます。

ユーザーのデフォルト表領域または一時表領域としてユーザーのデフォルト表領域または一時表領域としてユーザーのデフォルト表領域または一時表領域としてユーザーのデフォルト表領域または一時表領域として SYSTEMが選択されました。が選択されました。が選択されました。が選択されました。
Configuration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerリポジトリに対するユーザーを作
成する際に、デフォルトの表領域と一時的に使用する表領域を指定するように要求されま
す。いずれかの表領域に SYSTEMを選択すると、Configuration Assistantには「ユーザーの
デフォルト表領域または一時表領域として SYSTEMが選択されました。SYSTEM表領域を、
データ・ディクショナリ表と SYSTEMロールバック・セグメント専用に使用することをお
薦めします。よろしいですか。」というメッセージが表示されます。別の表領域を選択して
ください。

リポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がない
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に十
分な空き領域がないことが検出された場合、次のメッセージが表示されます。「リポジトリ
のデフォルト表領域には十分な空き領域がありません。」考えられる解決方法は、D-16ペー
ジの「リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない」 を参照して
ください。

リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない
Configuration Assistantは、リポジトリに対して選択されたデフォルトの表領域に、適切な
属性および特性があるかどうか確認します。この表領域に十分な空き領域がない場合は、次
のメッセージが表示されます。「リポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域があり
ません。」

OEM_REPOSITORY表領域があれば、それを使用してください。これは、Enterprise 
Managerのデフォルトの表領域です。

新しいユーザーでリポジトリを作成する場合は、「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」画
面では、OEM_REPOSITORY表領域を作成するように推奨されます。Enterprise 
Configuration Assistantを使用して OEM_REPOSITORY表領域を作成すると、表領域には、
必ず正しい属性および特性が定義されます。
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ただし、必要に応じて別の表領域を作成したり、既存の表領域を使用することができます。
既存の表領域を使用する場合は、そのサイズの拡張が必要になる場合があります。

Oracle Enterprise Managerリポジトリの記憶域要件とディスクの領域割当てを決定する場合
は、付録 E「リポジトリのサイズ設定」を参照してください。

OEM_REPOSITORY表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成
OEM_REPOSITORY表領域が作成されていない場合は、Enterprise Manager Configuration 
Assistantの「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページの「新規の OEM_REPOSITORY
表領域の作成（推奨）」オプションが有効になります。

OEM_REPOSITORY表領域を作成する場合は、このオプションを選択します。Enterprise 
Manager Configuration Assistantを使用して OEM_REPOSITORY表領域を作成すると、表
領域には適切な属性および特性が定義されます。これを、ユーザーのデフォルト表領域とし
て使用します。

別の表領域の作成別の表領域の作成別の表領域の作成別の表領域の作成
Configuration Assistantを使用して表領域を作成することをお薦めします。この方法を使用
すると、サポートされているデータベース内に適切な属性で表領域が作成されるためです。
デフォルトの表領域の属性は、データベースのバージョンによって異なります。

DBA Studioの Storage Managementツールを使用して新しい表領域を作成する場合は、次
の項に記載されている手順に従ってください。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Database Administration」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

注意注意注意注意 : DBA Studioの Storage Managementツールを使用して、別の表領域
を作成、または既存の表領域のサイズを拡張する場合は、Configuration 
Assistantを終了する必要はありません。
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2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのノードをクリックし、SYSDBA権
限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. 「オブジェクト」メニューの「作成」を選択し、「表領域」を選択して「作成」をクリッ
クします。「作成 表領域」プロパティ・シートが表示されます。

4. 「作成 表領域」プロパティ・シートの「一般」ページに、新しい表領域名を入力し、こ
の表領域を使用して永続的なデータベース・オブジェクトを保持するように指定しま
す。

5. 「データ・ファイル」セクションに、新しいデータ・ファイルのサイズを指定します。
「ファイル名」および「ファイル・ディレクトリ」の列には、デフォルトの内容が自動
的に設定されます。

6. データ・ファイル名（<name>.ora）の隣に表示されている「+」記号を右クリックし、
「編集」を選択して、データファイル行をダブルクリックするか、「編集」ボタン（鉛筆
型のアイコン）を選択します。「作成 データファイル」プロパティ・シートが表示され
ます。

7. 「作成 データファイル」プロパティ・シートの「記憶域」ページで、「満杯時に自動的に
データファイルを拡張（AUTOEXTEND）」ボックスを選択して、データベースでこれ
以上の領域が必要になった場合に、サイズが自動的に拡張されるようにします。

8. 「作成 データファイル」プロパティ・シートの「OK」ボタンをクリックします。

9. 「作成 表領域」プロパティ・シートの「記憶域」ページで、領域を管理する方法を選択
します。ここで指定した方法は、後で変更できます。

10.「作成 表領域」プロパティ・シートの「作成」ボタンをクリックします。

既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張
Configuration Assistantを使用して表領域を作成することをお薦めします。この方法を使用
すると、サポートされているデータベース内に適切な属性で表領域が作成されるためです。
デフォルトの表領域の属性は、データベースのバージョンによって異なります。

DBA Studioの Storage Managementツールを使用して既存の表領域のサイズを拡張するに
は、この項で説明する手順に従ってください。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Database Administration」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio
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ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのノードをクリックし、SYSDBA権
限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. Storage Managementのノードを展開します。

4. 「データファイル」フォルダから、拡張するデータファイルをダブルクリックします。
「データファイル」プロパティ・シートの「一般」ページが表示され、データファイル
のファイル・サイズを編集できます。

5. 「一般」ページの「適用」ボタンをクリックします。

6. 「記憶域」タブをクリックします。「データファイル」プロパティ・シートの「記憶域」
ページが表示されます。

7. 「満杯時に自動的にデータファイルを拡張（AUTOEXTEND）」ボックスを選択し、「適
用」ボタンをクリックします。

リポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータ
Oracle Management Serverは、クライアントおよび管理対象ノードのかわりに作業を行って
いる場合には、複数のリポジトリ・データベース・セッションをオープンできません。

通常、1つのManagement Serverで必要なセッション数は 3～ 5個で、Management Server
の負荷によって異なります。次のような状況では、通常以上のリポジトリ・データベースの
セッションが必要になります。

� 多数のコンソールがジョブの発行またはイベントの登録を行っている場合

� 複数のManagement Serverが同じリポジトリを使用している場合

� 多数の Intelligent AgentがManagement Serverに通知を送信している場合

Enterprise Managerのリポジトリで使用されているデータベースに対して他のアプリケー
ションもアクセスすると、データベースのセッション負荷が高くなります。これは、データ
ベースを設定する際に考慮しておく必要があります。

Oracle Enterprise Managerに対するプロセスの設定が低すぎる場合は、
Oracle_OEM_Home/sysman/logディレクトリの oms.logファイルに、次のようなエ
ラー・メッセージが示されます。

can't open a session

負荷が高くなった場合、またはリポジトリが定義されているデータベースに複数のアプリ
ケーションがアクセスしている場合は、負荷に応じて、データベースの init.oraのプロセ
ス・パラメータの値を増やすことが可能です。
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Instance Managementツールを使用してデータベースのパラメータを変更するには、この項
で説明する手順に従ってください。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Database Administration」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

� UNIXの場合

コマンド行から次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのノードをクリックし、SYSDBA権
限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. Instance Managementのノードを展開します。

4. 「データベース」プロパティ・シートの「一般」ページで、「すべての初期化パラメー
タ」ボタンをクリックします。

5. パラメータの値を変更します。

6. 「すべての初期化パラメータ」ページで、「別名保存」ボタンをクリックします。「初期
化パラメータを保存」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 完全なディレクトリ・パスとファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用してロー
カルのオペレーティング・システムを検索してファイルを検出し、ファイル名を入力し
ます。

8. 「OK」を押してファイルを保存します。
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omsconfig.propertiesファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更
リポジトリの作成時に、リポジトリ接続情報を omsconfig.propertiesファイルに保存
するように選択した場合に、このファイルに関する許可を変更して、ファイルを参照できる
ユーザーを制限することがあります。

ファイルに関する許可を変更すると、他のユーザーはファイルを参照できなくなります。

UNIXの場合の場合の場合の場合
ファイルの許可を変更するには、コマンド・プロンプトで次のように入力します。

$ chmod 600 omsconfig.properties

このコマンドによって、ファイルの所有者のみが読込みおよび書込みできるようになりま
す。

Windows NTの場合の場合の場合の場合
ファイルの許可を変更するには、次のステップを実行します。

1. 「スタート」メニュー→「プログラム」で、「Windows NT エクスプローラ」を選択しま
す。

2. Oracle_Home¥sysman¥configディレクトリで、omsconfig.propertiesファイ
ルを選択します。

3. 選択したファイルでマウスを右クリックし、ポップアップ・メニューの「プロパティ」
を選択します。

4. 「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「セキュリティ」タブを選択します。

5. 「セキュリティ」ページの「アクセス権」ボタンを押して、「ファイルのアクセス権」ダ
イアログ・ボックスを表示します。デフォルトでは、「Everyone」に「フル コントロー
ル（ALL）」が設定されています。「アクセス権の種類」は「フル コントロール」です。

6. 「削除」ボタンをクリックして、このエントリを削除します。

7. 「追加」ボタンをクリックして、「ユーザーとグループの追加」ウィンドウを表示しま
す。

注意注意注意注意 : omsconfig.propertiesファイルに保存されているリポジトリ接
続情報では、パスワードはプレーン・テキストではありません。パスワード
が存在する場合は、暗号化されてファイルに保存されています。

注意注意注意注意 : このステップは、NTFSファイル・システムにのみ適用されます。
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8. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックして、すべてのユーザーを表示します。

9. Management Serverを通常に起動し、Enterprise Manager Configuration Assistantを使
用するユーザーを選択し、「アクセス権の種類」フィールドで、ドロップダウン・リス
トから「フル コントロール」を選択します。

10.「OK」ボタンをクリックして、「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスを
終了します。

11.「OK」ボタンをクリックして、「ファイルのアクセス権」ダイアログ・ボックスを終了
します。

12.「OK」ボタンをクリックして、「プロパティ」ダイアログ・ボックスを終了します。

複数のユーザー名にアクセス権限を付与できます。

SGAサイズの決定サイズの決定サイズの決定サイズの決定
SGAのサイズは、主に 2つの要素によって決定されます。

� インスタンスで使用できる RAMの容量

� インスタンスで予想されるアクティビティの量

インスタンスで使用できる RAMの容量とは、リポジトリのインスタンスで専用に使用され
るメモリーです。この中には、リポジトリのホスト・ノード上の、他のインスタンスおよび
アプリケーションで必要なメモリーは含まれないようにします。アクティビティの量には、
有効な（発行された）ジョブ、有効な（登録されている）イベント、監視対象のホスト、接
続した管理者が、すべて含まれます。アクティビティが増加すると、インスタンス上の要求
も増加します。

インスタンスがManagement Serverリポジトリ専用である場合は、最低限必要なサイズは、
次のようになります。

db_block_size = 2048             # EM is a strict OLTP application

db_block_buffers = 2048           # **May need increase under heavy load**

sort_area_size = 128000           # **May need increase under heavy load**

sort_area_retained_size = 128000  # **May need increase under heavy load**

log_buffer = 64000               # **May need increase under heavy load**

Management Serverのリポジトリのトランザクションが短い傾向にあれば、ロールバック領
域は問題にはなりません。トランザクション（前述のものに対するアクティビティ）が多い
ことが予想される場合は、REDOログ・サイズおよび log_bufferサイズを確認してくださ
い。
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ジョブ通知のトラブルシューティング
ジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティング
問題問題問題問題
ジョブ通知が配布されずに、コンソールのステータスではスケジュール済のままになりま
す。ジョブは作動するときも、しないときもあります。ジョブを再発行すると、「ジョブは
すでに発行されています。」というエラーが表示されます。

解決方法解決方法解決方法解決方法
Intelligent Agentが、異なる IPアドレスで稼働している 2つのコンソールに対して、ジョブ
のステータスまたは出力を配布している可能性があります。

あるノードで使用しているリポジトリと同じ名前のリポジトリを使用して、別のノードで別
の Enterprise Managerが稼働していることが考えられます。どちらのマシンが最後に登録さ
れたかによって、一方のノードへ配布されるジョブ通知と、他方のノードへ配布されるジョ
ブ通知があります。ノード上で稼働しているManagement Serverを確認し、いずれかを正
しいManagement Serverとして定義する必要があります。
                                                                    トラブルシューティング D-23



ジョブ通知のトラブルシューティング
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                                                           リポジトリのサイズ設
E

リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定

この付録では、Oracle Enterprise Managerのリポジトリに対して、記憶域要件とディスクの
領域割当てを決定する際のガイドラインについて説明します。

領域の要件は、使用する Oracle Enterprise Managerツールで行う処理、および実行する作
業で生成されるデータ量によって異なります。また、リポジトリが作成されるデータベース
のリリースの違い（リリース 8.1.6と 8.0.6など）によっても、リポジトリのデータの量の増
加は多少異なります。

通常のインストール・セッションから新しいリポジトリを作成する際に、リポジトリに対す
るデフォルトの構成を確定すると、OEM_REPOSITORYという新しい表領域が生成されま
す。OEM_REPOSITORY表領域には、Oracle Enterprise Managerコンソール、DBA 
Management Pack、および個別にライセンスを取得できるすべてのパックのリポジトリ・オ
ブジェクトが含まれます。これらのパックでは、インストールしたか、またはライセンスを
取得したかどうかに関係なく、個別にライセンスを取得できるものがすべて対象となりま
す。また、リポジトリが作成されるデータベースのリリースによって、リポジトリを最初に
6～ 26MBのハード・ディスク領域に割り当てることができます。

実際に Oracle Enterprise Manager製品をどのように使用するかによって、リポジトリのサ
イズを拡張できます。リポジトリのデータ量がどのくらい増加するかを決定するには、次の
表を参照してください。リポジトリ・サイズの増加に適合できるように、デフォルトの
OEM_REPOSITORY表領域は、自動拡張に設定されています。たとえば、小規模な 1つの
データベースに対して Capacity Plannerを使用して、デフォルトの OEM_REPOSITORY表
領域を 4MBの割当てで作成したとします。しかし、実際には（大規模な 3つのデータベー
スなどの）標準的な基準で Capacity Plannerを使用すると、リポジトリのサイズは、概算で
16MBに増加します。このような場合には、表領域は、増加量に合わせて自動的に拡張され
ます。

通常のインストール・セッションから新しいリポジトリを作成し、既存の表領域を使用する
場合は、次のステップに従って、リポジトリで使用するディスク領域がどのくらい増加する
かを決定します。

1. 「製品」列を参照して、使用している製品を検索します。

2. それぞれの製品で実行する操作を、「状況」列で識別します。
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3. それぞれの操作に対して、ハード・ディスクの領域に「割当」列の容量を追加します。
これらの必要量の合計が、リポジトリの予想サイズとなります。

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て

Oracle Enterprise Manager
コンソールと DBA 
Management Pack

� コンソールと DBA Management Packのみ
を使用する。

� ジョブ履歴にはほとんど保存しない。

4～ 9MB

Oracle Diagnostics Pack � 4MB未満のトレース・データを収集する。

� 小規模な 1つのデータベースで数日
Capacity Plannerを使用する。

8MB

� 4～ 20MBのトレース・データを収集する。

� 中規模の 1つのデータベースで数か月
Capacity Plannerを使用する。

30MB

� 20～ 60MBのトレース・データを収集する。

� 最大 3つの大規模なデータベースで数か月
Capacity Plannerを使用する。

80MB

Oracle Tuning Pack 次の範囲未満で保存

� チューニングされた SQL文 :　50個

� 有効なチューニング・セッション :　5

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　10個

15MB未満

次の範囲で保存

� チューニングされた SQL文 :　50～ 150個

� 有効なチューニング・セッション :　5～ 15

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　10～ 30個

15～ 45MB
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次の範囲を超えるものを保存

� チューニングされた SQL文 :　150個

� 有効なチューニング・セッション :　15

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　30個

90MB以上

Oracle Change Management 
Pack

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　1個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　1個

変更計画 :　1個（スキーマを伝播）

10MB

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　2個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　2個

� 変更計画 :　5個

25MB

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　5個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　5個（2つのバー
ジョン）

� 変更計画 :　10個

50MB

Oracle Management Pack 
for Oracle Applications

� 小規模な 1つのデータベースで数日
Capacity Plannerを使用する。

4MB

� 中規模の 1つのデータベースで数か月
Capacity Plannerを使用する。

10MB

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て
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たとえば、次のような状況であるとします。

� コンソールと DBA Management Packを標準で使用します。ただし、通常は大量の出力
はジョブ履歴に保存しません（約 7MB）。

� 約 45MBのトレース・データを収集します（約 45MB）。

� ごく少量のデータに対して Capacity Plannerを使用します（約 4MB）。

� チューニングされた SQL文を約 100個、有効なチューニング・セッションを 11、ジョブ
履歴の表領域ジョブを 25個保存します（約 32MB）。

この場合には、これらの領域割当ての合計は、88MB（7MB + 45MB + 4MB + 32MB）となり
ます。したがって、リポジトリに対して約 88MBの割当てを想定できます。

� 最大 3つの大規模なデータベースで数か月
Capacity Plannerを使用する。

20MB

Oracle Standard 
Management Pack1

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　1個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　1個

10MB

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　2個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　2個

20MB

� 約 500個のオブジェクトを持つスキーマ

ベースライン :　5個（2つのバージョンで
保存）

保存されている比較 :　5個（2つのバー
ジョン）

40MB

1 個別にライセンスを取得できる他のパックは、Oracle8i Enterprise Editionで使用できますが、Oracle 
Standard Management Packは、Oracle8i standard editionでのみ使用できます。

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て
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重要重要重要重要 : ここで説明している内容は、Oracle Enterprise Managerの環境のデ
フォルト構成に基づいたガイドラインにすぎません。実際のリポジトリのサ
イズ設定要件は、設定されたカスタム構成によって、異なります。コンソー
ルおよび各種のパックで、実際にどのアプリケーションを使用しているか、
パラメータをどのように構成したか、などによって、リポジトリで必要とす
るディスク領域は異なります。たとえば、Oracle Diagnostics Packのデフォ
ルトのサンプリング間隔は 5分です。このサンプリング間隔を短くする場合
は、より多くのディスク領域を割り当てる必要があります。ジョブ履歴に保
存するデータ量によっても、リポジトリで必要な領域の量が異なります。40
～ 50MBの大量の出力をジョブ履歴に保存する場合は、さらに 40～ 50MBの
ディスク領域が必要になります。
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                                                           Webサーバーの構成とディレクトリ・ マッピ
F

Webサーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・

マッピングマッピングマッピングマッピング

Enterprise Managerにデフォルトでパッケージされている Oracle HTTP Serverなしで、
Oracle Enterprise Manager Webサイトをインストールする場合は、サポートされている
Webサーバーを後述の手順で構成します。

� Apache 1.3.9以上（UNIX）

� Internet Information Server（IIS）4.0（Windows NTまたはWindows 2000）

Apache 1.3.9以上（以上（以上（以上（UNIX））））
1. Enterprise Manager Webサイトを、Oracle HTTP Serverなしでインストールします。

2. Apache 1.3.9以上をインストールします。詳細は、Apache固有の構成ドキュメントを
参照してください。

3. Apache home → conf → httpd.conf/を選択し、httpd.confを編集します。Webリス
ナーを停止し、再起動します。

4. ScriptAliasは、サーバー・スクリプトがどのディレクトリに含まれるかを制御します。
ScriptAliasは、基本的には Aliasと同じものですが、実際のディレクトリ（realname
ディレクトリ）のドキュメントが、（クライアントに送信されたドキュメントとしてで
はなく）アプリケーションとして処理され、要求されたときにサーバーで実行される点
が異なります。

ScriptAliasでは、後続の　“/”は Aliasの場合と同じルールで使用されます。

ScriptAlias /oem_webstage/cgi-bin
"/private/oemv2/oem_webstage/cgi-bin"

注意注意注意注意 : /private/oemv2/は、Oracleホームです。
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Internet Information Server（IIS）4.0
5. 任意の数の別名を追加できます（制限はありません）。次の形式で指定します。

Alias fakename realname

fakenameに後続の “/”が含まれている場合は、サーバーでは “/”もURLに含まれている
と見なされます。この例では、“/icons”ではなく “/icons/”が別名となります。

Alias /icons/ "/usr/local/apache/icons/"
Alias /oem_webstage "/private/oemv2/oem_webstage/"

6. ScriptAliasで定義された CGIディレクトリが構成されている場合は、そのディレクト
リに “/apache/cgi-bin”ディレクトリを変更します。

<ディレクトリ "usr/local/apache/cgi-bin">から

<ディレクトリ "/oem_webstage/cgi-bin">へ

AllowOverride all
Allow from all
</Directory>

AddHandlerを使用すると、特定のファイル拡張子をハンドラ（つまりファイルタイプ
に関連付けられていないアクション）にマップできます。ハンドラは、サーバーに組み
込むことも、Actionコマンドで追加することもできます。

Internet Information Server（（（（IIS））））4.0
Internet Information Serverを使用するには、oem_webstageディレクトリとそのディレクト
リ内の 2つのサブディレクトリを指す 3つの仮想ディレクトリを作成する必要があります。
oem_webstageディレクトリは、次のいずれかのインストールで Oracle Enterprise Manager 
Webサイト・コンポーネントをインストールすると、インストール手順で自動的に作成され
ます。

� 「Oracle8i Enterprise Edition 8.1.7.0.0」→「カスタム」

� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「Oracle Management Server」

� 「Oracle8i Management and Integration 8.1.7.0.0」→「カスタム」

1. Enterprise Manager Webサイトを、Oracle HTTP Serverなしでインストールします。

2. Internet Information Server（IIS）4.0をインストールします。詳細は、Internet 
Information Server固有の構成ドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : /private/oemv2/は、Oracleホームです。
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Internet Information Server（IIS）4.0
3. Windows NTの「スタート」メニューで、「Microsoft Internet Information Server 4.0」
→「Internet Service Manager」を選択し、Internet Information Serverを構成します。
「Microsoft Internet Service Manager」画面が表示されます。

4. 「Default Web Site」を選択して右クリックすると、関連するサブメニューが表示されま
す。

5. 「Properties」をクリックし、Default Web Siteのプロパティ・シートを表示します。

6. ノードの IPアドレスが、プロパティ・シートに正しく設定されていることを確認しま
す。「OK」をクリックします。

7. 「New」、「Virtual Directory」を選択します。

8. 仮想ディレクトリの名前を入力します。たとえば、oem_webstageと入力します。

9. 次のように設定します。

Alias:　/oem_webstage

Path:　ORACLE_HOME¥oem_webstage

Access:　Read、Execute

10. 設定を保存した後、「Default Web Site」を展開して、新しい仮想ディレクトリを表示し
ます。

11. 新しい仮想ディレクトリ oem_webstageを選択します。

12.「Action」ボタンをクリックし、「New」、「Virtual Directory」を選択して、次の設定で
追加の仮想ディレクトリを作成します。

Alias:　cgi-bin

Path:　ORACLE_HOME¥oem_webstage¥cgi-bin

Access:　Read、Execute

13. 追加の仮想ディレクトリを “¥oem_webstage¥java-plugin”という別名で、ディレクトリ
ORACLE_HOME¥oem_webstage¥java-pluginに作成し、次のように設定します。

Alias:　java-plugin

Path:　ORACLE_HOME¥oem_webstage¥java-plugin

Access:　Read-only

注意注意注意注意 : 実行権限を与えないようにしてください。実行権限を与えると、プラ
グインをダウンロードできなくなります。
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Internet Information Server（IIS）4.0
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                                                           キーボード・ショートカッ
G

キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

この付録には、一般的なWindowsのキーボード・ショートカットのリストが記載されてい
ます。Windowsのキーボード・ショートカットおよびナビゲーションの完全なリストは、
ご使用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

表表表表 G-1 一般的な一般的な一般的な一般的なWindows キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

キーキーキーキー 動作動作動作動作

[F1] アクティブ・オブジェクトまたはウィンドウ全体のヘルプ情報を表示。

Windowsキーまたは
[Ctrl]+[Esc]

タスクバー上にある「スタート」メニューを開く。

[Ctrl]+[Alt]+[Del] Microsoft Windowsでは、「プログラムの強制終了」ダイアログ・ボックスを開
く。ここには、終了する対象のアプリケーションのリストと、「終了」、「シャッ
トダウン」および「キャンセル」のコマンド・ボタンが表示されます。

Microsoft Windows NTでは、「Windows NTのセキュリティ」ダイアログ・
ボックスを開く。ここには「ワークステーションのロック」、「ログオフ」、
「シャットダウン」、「パスワードの変更」、「タスク マネージャ」および「キャン
セル」のオプションがあります。ログインしていない場合は、ログイン・ダイ
アログ・ボックスが開きます。

[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移します。

[Shift]+[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移さず、
ただちに削除します。

[Ctrl]+[N] 「新規作成」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「新規作
成」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[O] 「ファイルを開く」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「開
く」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[P] 「印刷」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「印刷」コマン
ドを選択することもできます。）
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[Ctrl]+[S] 「ファイル名を付けて保存」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メ
ニューの「上書き保存」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[X] 選択した項目を切り取り、クリップボードに移す。（「編集」メニューの「切り
取り」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[Insert]または [Ctrl]+[C] 選択した項目をクリップボードにコピー。（「編集」メニューの「コピー」コマ
ンドを選択することもできます。）

[Shift]+[Insert]または [Ctrl]+[V] クリップボードから、コピーした項目を貼り付ける。（「編集」メニューの「貼
り付け」コマンドを選択することもできます。）

[Alt]+[Back Space]または
[Ctrl]+[Z]

直前の操作を元に戻す。操作の中には元に戻せないもの（シャットダウンなど）
もあることに注意してください。（「編集」メニューの「元に戻す」コマンドを
選択することもできます。）

[Alt]+[Shift]+[Back Space] 直前の元に戻す操作を繰り返す。（「編集」メニューの「やり直し」コマンドを
選択することもできます。）

Windowsキー +[M] すべてのウィンドウを最小化。キーボードのフォーカスは、デスクトップ上で
直前に選択されていたアイコンに移ります。前に開いていたウィンドウを拡大
し、最後に使用していたアプリケーションにフォーカスを戻すには、[Shift]を
一緒に押します。

キーキーキーキー 動作動作動作動作
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